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～～6565歳超雇用推進助成金歳超雇用推進助成金ののご案内ご案内～～

令和７年４月１日から
助成金の電子申請はじまりました！

初めて助成金を申請する場合など、助成金制度や要件に関して不明な点がある場合は、都道府県支部高齢・障害者業務課（東京、大阪支部は高齢・障害者窓口 
サービス課）までお願いします。そのほかに必要な条件、要件等もございますので、詳しくはホームページ (https://www.jeed.go.jp) をご覧ください。
なお、e-Gov の利用方法については「e-Gov を初めてお使いの方へ」（https://shinsei.e-gov.go.jp/contents/preparation/beginner）をご確認ください。

高年齢者雇用管理に関する措置（※）とは、55歳以上の高齢者を対象とした、次のいずれかに該当するもの
(a) 職業能力の開発及び向上のための教育訓練の実施等、(b) 作業施設・方法の改善、(c) 健康管理、安全衛生の配慮、
(d) 職域の拡大、(e) 知識、経験等を活用できる配置、処遇の推進、(f) 賃金体系の見直し、(g) 勤務時間制度の弾力化

令和 7 年 4 月 1日から、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
（JEED）に申請いただいている 65 歳超雇用推進助成金、障害者雇用
納付金関係助成金、障害者職場実習等支援事業が、e-Gov 電子申請を 
利用して申請できるようになりました（＊一部未対応）。                    

65歳以上への定年の引上げ、定年の定
めの廃止、希望者全員を対象とする66歳
以上への継続雇用制度の導入、他社によ
る継続雇用制度の導入のいずれかの措置
を実施する事業主の皆様を助成します。

65歳超継続雇用促進
コース

主な支給要件
①�労働協約または就業規則で定めている定
年年齢等を、過去最高を上回る年齢に引
上げること
②�定年の引上げ等の実施に対して、専門家
へ委託費等の経費の支出があること。ま
た、改正前後の就業規則を労働基準監督
署へ届け出ること
③�１年以上継続して雇用されている60歳以
上の雇用保険被保険者が1人以上いること
④�高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※）の実施

支給額
◦�定年の引上げ等の措置の内容、60歳以上
の対象被保険者数、定年の引上げ年数に
応じて160万円まで支給。

電子申請って ?
現在、紙によって行われてい
る申請などの行政手続きを、
インターネットを利用して自
宅や会社のパソコンを使って
行えるようにするものです。

e-Govって ?
デジタル庁がインターネット
上で運営する行政サービスの
総合窓口です。状況・分野・
所管行政機関の条件から手続
きを探して、行政手続きの申
請・届出を行うことができます。

電子申請のメリットは ?          
●24時間365日いつでも手続きができます。
●インターネット経由でどこからでも申請できます。
● 手続きはマイページで管理され、処理状況や通知

等を確認できます。
● パソコン上だけで手続きが完了します。移動時間

や待ち時間を気にする必要がありません。

高年齢者の雇用管理制度を整備するため
の措置（賃金制度、健康管理制度等）を実
施した事業主の皆様を助成します。

高年齢者評価制度等雇用管理改善
コース 

支給対象となる主な措置（注1）の内容
�①�高年齢者の能力開発、能力評価、賃金体系、
労働時間等の雇用管理制度の見直しもし
くは導入
②�法定の健康診断以外の健康管理制度（人
間ドックまたは生活習慣病予防検診）の�
導入

（注1）�措置は、55歳以上の高年齢者を対象として労働
協約または就業規則に規定し、1人以上の支給
対象被保険者に実施・適用することが必要。

支給額
◦�支給対象経費（注2）の60%（中小企業事業
主以外は45%）

（注2）�措置の実施に必要な専門家への委託費、コンサル
タントとの相談経費、措置の実施に伴い必要とな
る機器、システム及びソフトウェア等の導入に要
した経費（経費の額に関わらず、初回の申請に限り
50万円の費用を要したものとみなします。）

50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約
労働者を無期雇用労働者に転換した事業
主の皆様を助成します。

高年齢者無期雇用転換
コース

主な支給要件
①�高年齢者雇用等推進者の選任及び高年齢
者雇用管理に関する措置（※）を１つ以上実
施し、無期雇用転換制度を就業規則等に
規定していること
②�無期雇用転換計画に基づき、無期雇用労
働者に転換していること
③�無期雇用に転換した労働者に転換後6カ月
分（勤務した日数が11日未満の場合は除
く）の賃金を支給していること
④�雇用保険被保険者を事業主都合で離職さ
せていないこと

支給額
◦�対象労働者１人につき30万円
　（中小企業事業主以外は23万円）
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コンサルティング会社勤務などを経て、2001
（平成13）年に株式会社カクヤス（現・株式会社
カクヤスグループ）に入社。2018年に執行役員
兼人事部長、2020年に取締役兼グループ人事
部長、2023年より現職。

しのざき・じゅんいちろう

　
首
都
圏
や
大
阪
、
九
州
を
中
心
に
、

酒
類
小
売
り
チ
ェ
ー
ン
を
展
開
す
る

株
式
会
社
カ
ク
ヤ
ス
グ
ル
ー
プ
。「
カ

ク
ヤ
ス
」の
ロ
ゴ
の
入
っ
た
配
達
車
を

目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
読
者
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
社
で

は
、
２
０
２
３（
令
和
５
）年
に
人
事

制
度
を
全
面
的
に
改
定
す
る
と
と
も

に
、
65
歳
定
年
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
同
社
取
締
役
兼
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ

の
篠
崎
淳
一
郎
さ
ん
に
、
人
事
制
度

改
定
の
ね
ら
い
と
と
も
に
、
同
社
に

お
け
る
高
齢
者
雇
用
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
カ
ク
ヤ
ス
グ
ル
ー
プ 

取
締
役
兼
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ（
最
高
人
事
責
任
者
）

篠
崎
淳
一
郎
さ
ん

65
歳
定
年
、60
歳
か
ら
は
選
択
定
年
制
を
導
入
し

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
と
生
産
性
向
上
を
実
現
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ら
65
歳
に
延
長
し
ま
し
た
。
人
事
制
度
改
定
の
ね
ら

い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

篠
崎　
当
社
は
２
０
１
９
年
12
月
に
東
京
証
券
取
引

所
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
上
場
し
、
翌
２
０
２
０
年
に
中

期
の
人
材
戦
略
方
針
を
策
定
し
、
そ
の
な
か
で
今
後

の
人
事
の
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
社
会
全
体
が
人
口
減
少
や
価
値
観
の
変

化
が
進
み
、
転
職
市
場
が
活
発
化
し
て
い
る
時
期
で

す
。
当
社
は
一
定
の
採
用
数
を
確
保
し
て
い
る
も
の

の
、職
種
に
よ
っ
て
は
今
後
厳
し
く
な
り
、よ
り
い
っ

そ
う
の
採
用
難
や
早
期
離
職
も
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
成
長
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
採
用
力
の

強
化
と
人
材
の
定
着
、
社
員
の
能
力
開
発
が
課
題
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
、
そ
の
解
決
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
人
事
制
度
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
役
割
に
応
じ
た
等
級
の

設
定
・
評
価
を
行
う
、
②
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
成
長

実
感
の
あ
る
制
度
、
③
管
理
職
や
専
門
職
キ
ャ
リ
ア

を
よ
り
早
い
段
階
か
ら
描
け
る
、④
多
様
性
の
推
進
、

こ
の
四
つ
で
す
。

―
最
初
に
、
貴
社
の
事
業
内
容
と
社
員
が
従
事
す

る
職
種
や
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

篠
崎　
当
社
は
酒
類
を
は
じ
め
と
す
る
食
料
品
の
販

売
お
よ
び
卸
売
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旗
艦
店
で

あ
る
「
な
ん
で
も
酒
や
カ
ク
ヤ
ス
」
を
拠
点
に
、
飲

食
店
と
一
般
の
お
客
さ
ま
に
対
し
販
売
を
展
開
す
る

こ
と
で
、
商
圏
エ
リ
ア
の
配
達
量
を
増
や
し
、
短
時

間
で
お
届
け
で
き
る
よ
う
効
率
的
な
配
達
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

社
員
の
職
種
は
店
舗
の
販
売
職
、
物
流
系
の
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
、
飲
食
店
の
お
客
さ
ま
担
当
の

営
業
職
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
社
員
数
は
、

店
舗
の
販
売
職
が
約
５
６
０
人
、
物
流
系
が
約
６
０

０
人
、
営
業
職
が
約
２
０
０
人
、
加
え
て
商
品
開
発

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
人
事
な
ど
の
管
理
部
門
を
含

め
て
約
２
０
０
０
人
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
店
舗
な
ど

で
３
０
０
０
人
超
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
働
い
て
い
ま

す
。―

貴
社
で
は
、
２
０
２
３（
令
和
５
）
年
10
月
に

人
事
制
度
の
改
定
と
同
時
に
、
定
年
年
齢
を
60
歳
か

以
前
も
等
級
制
度
は
あ
り
ま
し
た
が
、
要
件
が
現

場
の
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ら
た
め
て
役
割
に

基
づ
い
た
要
件
を
定
義
す
る
と
と
も
に
、
2
等
級
し

か
な
か
っ
た
非
管
理
職
層
の
等
級
を
4
段
階
に
区
分

す
る
こ
と
で
、
成
長
実
感
を
持
て
る
よ
う
な
仕
組
み
に

変
え
ま
し
た
。
販
売
や
物
流
の
よ
う
に
、
職
場
が
固

定
さ
れ
て
い
る
と
、
自
分
が
成
長
し
て
い
る
の
か
見
え

に
く
い
面
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、新
人
の「
Ｊ
１（
大

卒
）」
と
熟
練
の「
Ｊ
２
」等
級
、
主
任
・
リ
ー
ダ
ー
職

の「
Ｌ
等
級
」、
課
長
代
理
の「
Ｍ
０
等
級
」を
新
た
に

設
け
、さ
ら
に
実
力
次
第
で
Ｊ
２
か
ら
Ｍ
０
等
級
に“
飛

び
級
”
で
の
昇
格
も
可
能
に
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や

成
長
実
感
を
持
て
る
形
に
し
ま
し
た
。
Ｍ
０
等
級
を

設
け
た
の
は
、
課
長
に
な
る
た
め
の
訓
練
期
間
と
し

て
課
長
層
を
厚
く
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

―
管
理
職
を
目
ざ
す
だ
け
で
は
な
く
、
専
門
職
と

し
て
活
躍
し
た
い
人
の
コ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

篠
崎　
管
理
職
層
の「
Ｍ
１（
課
長
）」、「
Ｍ
２（
部

長
／
次
長
）」、「
Ｍ
３（
執
行
役
員
）」以
外
に
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
と
し
て「
Ｐ
０（
課
長
代
理

相
当
）」、
課
長
職
相
当
の「
Ｐ
１
」と
部
長
職
相
当

の「
Ｐ
２
」の
三
つ
を
設
け
て
い
ま
す
。

管
理
職
で
は
な
く
販
売
の
プ
ロ
、
営
業
の
プ
ロ
、

あ
る
い
は
財
務
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
を
目
ざ

し
た
い
と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
Ｐ
０
等

採
用
力
の
強
化
と
人
材
の
定
着
を
目
ざ
し

成
長
実
感
の
あ
る
人
事
制
度
に
改
定
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０
人
、
40
代
が
約
５
０
０
人
と
多
く
、
い
ず
れ
60
歳

を
迎
え
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
ま
た
男
性
・
女

性
に
関
係
な
く
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
、

制
度
改
定
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。
定
年
延
長
後
は
60

歳
以
降
、
評
価
、
賃
金
、
勤
務
形
態
、
異
動
な
ど
の

条
件
を
含
め
て
、
正
社
員
と
変
わ
ら
な
い
処
遇
に
な

り
ま
す
。
従
来
の
再
雇
用
制
度
で
は
、賞
与
も
な
く
、

給
与
も
現
役
時
代
の
20
～
25
％
程
度
減
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
対
す
る
不
満
が
当
初
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
加

え
て
当
社
の
退
職
金
制
度
は
、
２
０
０
７
（
平
成

19
）
年
に
前
払
い
型
の
確
定
拠
出
年
金（
Ｄ
Ｃ
）制

度
を
導
入
し
て
お
り
、
前
払
い
で
受
け
取
る
、
あ
る

い
は
Ｄ
Ｃ
へ
の
拠
出
も
可
能
な
選
択
制
な
の
で
す

が
、
定
年
を
迎
え
た
際
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
も
ら

え
ず
、
生
活
に
困
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
番
の
課
題
は
、
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低

下
と
周
囲
の
対
応
の
混
乱
で
す
。
旧
再
雇
用
制
度
で

は
、
当
初
は
評
価
制
度
の
対
象
に
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
現
場
か
ら「
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
そ
の

後
、
再
雇
用
社
員
も
評
価
制
度
の
対
象
と
し
ま
し
た

が
、「
同
じ
仕
事
を
や
っ
て
い
る
の
に
給
与
が
違
う
」

と
い
う
不
満
が
生
じ
た
り
、
一
方
の
再
雇
用
社
員
を

管
理
す
る
管
理
職
も
、「
か
つ
て
の
先
輩
に
対
し
、

現
役
社
員
と
同
様
の
仕
事
の
指
示
を
出
し
て
も
よ
い

の
か
」と
、
か
な
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
60
歳
以
降
も
正
社
員

と
同
様
の
評
価
・
処
遇
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
で
、

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
現
役
と

同
じ
よ
う
に
会
社
の
貴
重
な
戦
力
と
し
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
考
え
、
定
年
を
延
長
し
ま
し
た
。

―
65
歳
ま
で
の
間
に
本
人
が
定
年
年
齢
を
選
択
で

き
る
選
択
定
年
制
と
し
た
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

篠
崎　
定
年
延
長
を
検
討
す
る
際
、「
65
歳
ま
で
働

く
人
は
多
い
と
し
て
も
、
な
か
に
は
途
中
で
働
き
方

を
変
え
た
い
、
ほ
か
の
好
き
な
仕
事
を
し
た
い
と
い

う
人
も
い
る
。
そ
う
な
る
と
雇
用
保
険
上
の
扱
い
は

自
己
都
合
退
職
と
な
り
、
不
利
益
を
受
け
る
の
で
は

な
い
か
」と
い
う
意
見
も
あ
り
、
満
60
～
65
歳
の
間

で
定
年
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

級
を
新
た
に
設
け
、
本
人
の
希
望
を
ふ
ま
え
て
、
上

司
の
推
薦
な
ど
に
よ
っ
て
Ｐ
０
に
昇
格
で
き
る
道
を

つ
く
り
ま
し
た
。
た
だ
、
い
っ
た
ん
専
門
職
コ
ー
ス
に

進
ん
で
も
仕
事
を
し
て
い
く
う
ち
に
管
理
職
に
な
り

た
い
と
思
う
人
も
い
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
場
合
は

ス
イ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
定
年
延
長
の
目
的
や
背
景
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

篠
崎　
目
的
は
人
事
制
度
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

で
あ
る
、
多
様
性
の
推
進
と
人
材
の
確
保
で
す
。
当

社
の
社
員
構
成
を
見
る
と
、
現
在
は
50
代
が
約
３
３

高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
向
け

65
歳
を
上
限
と
す
る
選
択
定
年
制
を
導
入
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な
お
、60
～
64
歳
ま
で
に
定
年
を
選
択
し
た
場
合
、

再
雇
用
で
働
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
す
で
に
再
雇
用

で
働
い
て
い
る
人
に
も
正
社
員
に
戻
る
か
ど
う
か
本

人
の
意
思
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
の
全
員
が
正

社
員
に
戻
り
ま
し
た
。

ま
た
、
役
職
者
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
60
歳

で
役
職
を
降
り
ま
す
が
、
部
門
に
よ
っ
て
後
進
が

育
っ
て
い
な
い
場
合
は
役
職
の
延
長
も
可
能
で
す
。

管
理
職
を
降
り
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
と
、
そ
の
等

級
の
給
与
に
な
り
、
基
本
的
に
下
が
り
ま
す
。
た
だ

し
、専
門
能
力
を
発
揮
し
て
活
躍
し
た
い
と
思
え
ば
、

給
与
が
同
じ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
等
級
の
Ｐ
１
、

Ｐ
２
に
移
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ
の
場
合

は
Ｐ
等
級
の
要
件
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。―

65
歳
定
年
後
の
雇
用
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

篠
崎　

基
本
的
に
部
門
に
必
要
と
す
る
仕
事
が
あ

り
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、
70
歳
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
雇
用
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
店
舗
の
販
売
職
な

ど
は
時
給
制
で
す
が
、
営
業
職
や
管
理
部
門
な
ど
は

1
年
更
新
の
契
約
社
員
と
し
て
働
い
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
実
際
に
人
事
部
で
も
68
歳
の
女
性
が
働
い
て

い
ま
す
し
、
65
歳
以
降
も
働
い
て
い
る
人
が
多
く
い

ま
す
。

現
在
は
、
雇
用
の
年
齢
上
限
は
70
歳
と
し
て
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
し
、
い
ず
れ
は
年
齢

上
限
を
廃
止
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

―
働
く
シ
ニ
ア
層
が
増
え
る
と
、
社
員
の
健
康
管

理
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
な
ど
の
家
族

の
事
情
を
抱
え
る
シ
ニ
ア
も
増
え
て
き
ま
す
。

篠
崎　
健
康
状
態
に
応
じ
て
、短
時
間
勤
務
や
残
業・

休
日
勤
務
の
免
除
な
ど
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
体
力
な
ど
に
応
じ
て
、
例
え
ば
配
送

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
運
転
サ
ポ
ー
ト
業
務
に
転
換
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

シ
ニ
ア
社
員
に
関
し
て
、
特
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
の
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
能
力
の
低
下
で
す
。

そ
こ
で
、
２
０
２
４
年
度
は
、
60
歳
以
上
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
適
性
診
断（
独

立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
の
適
性
診
断
測

定
シ
ス
テ
ム
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
族
の
介
護
な
ど
の
事
情
を
抱
え
る
社
員

も
い
ま
す
が
、
当
社
は
も
と
も
と
個
人
の
事
情
に
即

し
柔
軟
に
対
応
す
る
風
土
と
制
度
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
販
売
職
で
は
、
い
っ
た
ん
時
給
制
の
ア
ル
バ
イ

ト
で
働
き
、
そ
の
後
に
社
員
に
戻
る
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
部
門
で
は
、
在
宅
ワ
ー
ク
と

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
柔
軟
に
働
け
る
風
土
、
こ
れ
が
当
社
の
特
徴
で

も
あ
り
ま
す
。

―
高
齢
者
雇
用
に
お
け
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

篠
崎　
最
終
的
に
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
活
躍
し
て

も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
雇
用
の
年
齢
上
限
を
な

く
す
こ
と
、
そ
し
て
評
価
制
度
な
ど
の
精
度
を
高
め

る
こ
と
で
、
適
材
適
所
の
配
置
を
進
め
、
役
職
定
年

も
な
く
し
て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

働
き
方
に
つ
い
て
も
、
現
在
正
社
員
の
所
定
労
働

時
間
は
1
日
8
時
間
で
す
が
、
育
児
・
介
護
に
関
係

な
く
、
例
え
ば
6
時
間
で
も
正
社
員
と
し
て
働
け
る

な
ど
、
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
に
し
て
い
く
た
め
の

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
溝
上
憲
文
　
撮
影
／
中
岡
泰
博
）

健
康
管
理
の
徹
底
と
柔
軟
で
多
様
な
勤
務
制
度
で

社
員
が
よ
り
長
く
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

株式会社カクヤスグループ 取締役兼 CHRO

篠崎淳一郎さん
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46 いまさら聞けない人事用語辞典�第58回
「労働生産性・労働分配率」　吉岡利之

48 特別寄稿
事例にみる大企業の高齢社員（60歳前半層）の�
戦力化の現状と課題
～業界における代表的な大企業10社に対する�
� ヒアリング調査結果より～
玉川大学経営学部 教授   大木栄一

52 TOPIC　
同一労働同一賃金の対応状況等に関する調査
（労働者Webアンケート調査）結果（2025年3月27日公表）
独立行政法人労働政策研究・研修機構

56 BOOKS
58 ニュース ファイル
60 次号予告・編集後記
61 技を支える   vol.352

一品一品ていねいに仕上げる
こだわりの傘づくり
洋傘職人　奥田正子さん

64 イキイキ働くための脳力アップトレーニング！
［第96回］積み木カウントクイズ　篠原菊紀

1 リーダーズトーク ��No.121
株式会社カクヤスグループ 取締役兼 CHRO
篠崎淳一郎さん

65歳定年、60歳からは選択定年制を導入し
モチベーション維持と生産性向上を実現

32 偉人たちのセカンドキャリア 第7回
多方面で活躍した「郵便の父」
前島 密 歴史作家 河合 敦

34 高齢者に聞く
生涯現役で働くとは�第105 回
社会福祉法人誠友会特別養護老人ホーム 栄白翠園 介護職員
鹿島田 直子さん（69歳）

36 加齢による身体機能の変化と安全・健康対策
【最終回】加齢と疾病� 高尾美穂

40 知っておきたい労働法Q&A《第84回》
団体交渉中の再雇用終了、偽装請負に基づく
労働契約の成立 家永 勲／髙木勝瑛

44 新連載 “学び直し”を科学する
【第 1 回】  10 代と 50・60 代の脳の違いとは？
 加藤俊徳

6 介護離職防止に向けて
7 総論 働く人の介護離職防止に向けた現状と課題

一般社団法人介護離職防止対策促進機構 代表理事　和氣美枝

11 解説 1 育児・介護休業法と2025年改正のポイント
社会保険労務士事務所あおぞらコンサルティング　古城早紀子

15 解説 2 仕事と介護の両立支援制度の策定・運用のポイント
社会保険労務士事務所あおぞらコンサルティング　特定社会保険労務士　池田直子

20 事例 1
たねやグループ〈　　　　　　　　　　　　　　　〉（滋賀県近江八幡市）
「しあわせ推進室」を設置し、育児や介護をしながら働く従業員に寄り添い、支える

24 事例 2 株式会社ダッドウェイ（神奈川県横浜市）
さまざまな目的で取得できる、同社独自の有給休暇制度を活用し介護疲れを癒して離職を防ぐ

28 事例 3 株式会社伍魚福（兵庫県神戸市）
ワーク・ライフ・バランスの充実を図り�介護離職を防ぐ柔軟な勤務体系を用意

※連載「日本史にみる長寿食」、「高齢者の職場探訪 北から、南から」
は休載します

特
　
　
集

株式会社たねや・株式会社クラブハリエ・
株式会社キャンディーファーム



　国民の５人に１人が後期高齢者となり、さまざまな分野　国民の５人に１人が後期高齢者となり、さまざまな分野
に影響を及ぼすとされる「2025年問題に影響を及ぼすとされる「2025年問題」」をご存じでしょうをご存じでしょう
か。社会保障費の増大や医療・介護人材の不足などのほか、か。社会保障費の増大や医療・介護人材の不足などのほか、
要介護者の増加による介護離職を防ぐことも、2025年問要介護者の増加による介護離職を防ぐことも、2025年問
題の一つとなっています。家族の介護をしながら働く社員題の一つとなっています。家族の介護をしながら働く社員
は、働き盛りで経験豊富な40～60代が多く、介護離職をは、働き盛りで経験豊富な40～60代が多く、介護離職を
防止することはもちろん、日ごろの介護疲れから仕事の生防止することはもちろん、日ごろの介護疲れから仕事の生
産性が低下することも懸念されることから、仕事と介護の産性が低下することも懸念されることから、仕事と介護の
両立支援の取組みの推進は欠かせません。両立支援の取組みの推進は欠かせません。
　　そこで今回は、介護離職を防止するために企業が取り そこで今回は、介護離職を防止するために企業が取り 
組むべきポイントについて、企業事例を交えて解説します。組むべきポイントについて、企業事例を交えて解説します。

に
向
け
て

介
護
離
職
防
止

特 集
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特集 介護離職防止に向けて

総 論総 論

介
護
離
職
を
考
え
る

介
護
離
職
を
考
え
る

11「
介
護
離
職
」と
は
家
族
の
介
護
を
理
由
に
、
そ
れ
ま

で
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
、
家
族
の
介
護
に
専
念

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
総
務
省
の
令
和
４
年
就
業
構

造
基
本
調
査
に
よ
る
「
介
護
・
看
護
の
た
め
に
過
去
１

年
間
に
前
職
を
離
職
し
た
者
の
数
」が
10
万
人
前
後
を

推
移
し
て
お
り
、大
き
な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の「
介
護
離
職
者
10
万
人
」と
い
う
数
字
は
、
彼
ら

が
い
ま
も
な
お
働
い
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
前
職
の
離
職
理
由
を
調
査
し
た
結
果
、「
介
護
・

看
護
の
た
め
に
過
去
１
年
間
に
前
職
を
離
職
し
た
者
」

が
10
万
人
前
後
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
介
護
離
職

は
離
職
の
一
つ
の
理
由
で
あ
り
、
離
職
を
選
択
す
る
こ
と

自
体
は
個
人
の
人
生
の
選
択
の
一
つ
で
す
か
ら
他
人
が

否
定
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
い
ま
な
ぜ

「
介
護
離
職
」が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
人
口
減
少
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
当
然
、
生

産
年
齢
人
口
も
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
政
府
は
な

ん
ら
か
の
理
由
で
、
い
ま
働
い
て
い
な
い
人
に
少
し
で

も
働
い
て
も
ら
う
対
策
、
な
ら
び
に
い
ま
働
い
て
い
る

人
に
長
く
働
い
て
も
ら
う
対
策
を
次
々
に
と
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、近
年
の
労
働
力
は
微
増
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
労
働
力
調
査
（
２
０
２
５〈
令
和
７
〉

年
２
月
分
）の
結
果
概
要
に
よ
る
と
、
就
業
者
数
は
６

７
６
８
万
人
で
前
年
同
月
に
比
べ
40
万
人
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
31
カ
月
連
続
の
増
加
で
す
。

一
方
で
「
介
護
・
看
護
の
た
め
に
過
去
１
年
間
に
前

職
を
離
職
し
た
者
」
が
10
万
人
前
後
を
推
移
し
続
け
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
法
律
に
基
づ
く
多

様
な
対
策
に
企
業
が
取
り
組
む
過
程
に
お
い
て
、
介
護

離
職
の
課
題
が
、す
べ
て
の
有
業
者
に
関
す
る「
離
職
」、

「
キ
ャ
リ
ア
」と
い
う
視
点
か
ら
、
要
介
護
者
を
中
心
と

し
た「
介
護
」
の
課
題
解
決
に
視
点
が
す
り
替
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
原
因
だ
と
考
え
ま
す
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
と
は

仕
事
と
介
護
の
両
立
と
は

22
働
い
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
家
族
や
親
族
に
介
護
が

必
要
な
人
が
い
る
生
活
・
人
生
は
、
そ
の
か
か
わ
り
方

は
多
種
あ
る
と
は
い
え
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
と
い

う
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
生
活
は

突
然
始
ま
る
こ
と
が
多
く
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い

う
生
活
を
始
め
ず
に
会
社
を
辞
め
る
人
も
い
れ
ば
（
介

護
離
職
）、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い
う
生
活
の
過
程

に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
い
ま
ま
で
勤
め
て
い

た
会
社
を
退
職
す
る
方
や
（
介
護
離
職
）、
仕
事
と
介

護
の
両
立
と
い
う
生
活
を
、
対
象
家
族
が
亡
く
な
る
ま

で
続
け
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
介
護
離
職
や
仕
事
と
介
護
の
両
立
を

働
く
人
の
介
護
離
職
防
止
に
向
け
た
現
状
と
課
題

働
く
人
の
介
護
離
職
防
止
に
向
け
た
現
状
と
課
題

一
般
社
団
法
人
介
護
離
職
防
止
対
策
促
進
機
構 

代
表
理
事
　
和わ

氣き

美み

枝え
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図表　仕事と介護の両立支援対象者

15歳以上の人口

介護離職の
可能性のある人

仕事と介護の
両立支援対象者

15歳以上有業者

（15歳以上無業者43,135,000人）

（働きながら介護している有業者）

約110,195,000人

3,646,400人

67,060,400人

※総務省「令和 4年就業構造基本調査」より筆者作成

ま
り
、
介
護
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
辞
め
て
い
る
人
が
全

体
の
12
％
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
介
護
が
始
ま
っ
て
か

ら
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
を
す
る
の
で
は
、
介
護
離

職
防
止
対
策
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

介
護
離
職
を
す
る
理
由

介
護
離
職
を
す
る
理
由

44
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
調
査
協
議
会
の
『「
介
護

離
職
」
防
止
の
た
め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
提
言

～
最
終
報
告
書
～
企
業
へ
の
調
査
結
果
か
ら
』（
２
０

２
０
年
）で
は
、
介
護
離
職
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
を
四
つ

に
分
類
し
て
い
ま
す
。
①
両
立
困
難
型
介
護
離
職
、
②

職
場
起
因
型
介
護
離
職
、
③
孤
立
型
介
護
離
職
、
④
心

情
型
介
護
離
職
の
四
つ
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
働
く
介
護
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
諸
事
情
か
ら
離
職
し
た
く
な

く
て
も
、
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
方
は
少
な
か

ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
要
介
護
者
の
状
況
や
介
護

者
の
生
活
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
、
介
護
者
が
い
っ

た
ん
離
職
し
て
い
た
就
業
を
再
び
始
め
る
こ
と
を
希
望

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
と
き
仕
事
と
介
護
の
両
立
を

し
な
が
ら
な
の
か
、
は
た
ま
た
介
護
が
な
い
状
況
な
の

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
離
職
者
の
就
労
支
援
は
力
を

入
れ
る
べ
き
社
会
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
②
職
場
起
因
型
介
護
離
職
」
は
、
介
護

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
職
場
や
職
業
に
対
し
て
悩
み
を

介
護
離
職
は
介
護
に
直
面
し
て
、
初
め
て
起
こ
る
現

象
な
の
で
、
対
象
者
は
３
６
５
万
人
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
い
う
生
活
を
せ
ず
に
会

社
を
辞
め
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対

象
者
は
介
護
に
直
面
し
て
い
る
、
し
て
い
な
い
は
関
係

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

実
際
に
、
厚
生
労
働
省
委
託
調
査
「
令
和
３
年
度 

仕
事
と
介
護
の
両
立
等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た
め
の

調
査
研
究
事
業
労
働
者
調
査
報
告
書
」（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）に
よ
る
と
、「
手
助・

介
護
」
を
始
め
て
か
ら
「
手
助
・
介
護
」
の
た
め
に
仕

事
を
辞
め
た
と
き
ま
で
の
期
間
で
、
1
カ
月
未
満
に
辞

め
た
人
が
約
12
％
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
つ

し
て
い
る
の
は
、
就
業
者
で
す
。
介
護
離
職
防
止
や
仕

事
と
介
護
の
両
立
支
援
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
対
象
は

「
雇
用
者
」
で
す
。
家
族
の
介
護
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、

い
か
に
仕
事
を
続
け
る
の
か
が
、
仕
事
と
介
護
の
両
立

で
す
。
つ
ま
り
、
企
業
が
す
べ
き
は
、
い
か
に
仕
事
を

続
け
ら
れ
る
か
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
雇
用
者
は
事
業
主
と
の
雇
用
契
約
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
雇
用
者
に
は
労
務
提
供
義
務

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
側
面
か
ら
も
、
雇
用
者
に

と
っ
て
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
と
は
、
家
族
の
介
護
に

専
念
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
労
務
提
供
義
務
を
極
力

ま
っ
と
う
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
家
族
の
介
護
に

か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

介
護
離
職
防
止
対
策
と
仕
事
と
介
護
の

介
護
離
職
防
止
対
策
と
仕
事
と
介
護
の

両
立
支
援
の
対
象
者
の
違
い
を
理
解
す
る

両
立
支
援
の
対
象
者
の
違
い
を
理
解
す
る

33
介
護
離
職
が
減
ら
な
い
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
介
護

離
職
防
止
対
策
の
対
象
者
と
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
支

援
の
対
象
者
、
な
ら
び
に
そ
の
対
策
の
違
い
を
理
解
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
対
象
者
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

介
護
離
職
は
離
職
問
題
な
の
で
、
全
有
業
者
に
か
か

わ
る
課
題
で
す
。
総
務
省
の
令
和
４
年
就
業
構
造
基
本

調
査
で
い
え
ば
約
６
７
０
０
万
人
で
す
。
一
方
で
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
の
対
象
者
は
、
現
在
仕
事
と
介
護

の
両
立
を
し
て
い
る
人
約
３
６
５
万
人
で
す
（
図
表
）。
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特集 介護離職防止に向けて

と
自
分
の
心
身
の
環
境
の
最
適
化
を
図
り
な
が
ら
生
活

を
す
る
こ
と
で
す
。
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
困
難
は
、

環
境
の
最
適
化
が
で
き
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。例

え
ば
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拒
否
す
る
親
御
さ
ん

に
苦
労
し
て
い
る
」、「
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
が
大
き

く
な
る
に
つ
れ
、
身
体
的
に
し
ん
ど
く
な
っ
て
い
る
」、

「
施
設
に
預
け
た
い
が
条
件
に
満
た
な
い
か
ら
、
在
宅

で
介
護
す
る
し
か
な
い
」
な
ど
の
声
が
届
き
ま
す
。
ま

た
「
職
場
に
理
解
が
な
い
」、「
夜
勤
を
免
除
し
て
も
ら

う
の
が
心
苦
し
い
」、「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
な
い
か
ら

昇
格
試
験
を
見
送
り
ま
し
た
」
な
ど
、
職
場
に
関
す
る

声
も
届
き
ま
す
。

「
介
護
は
家
族
が
や
る
し
か
な
い
」、「
介
護
は
家
族

の
問
題
」、「
本
人
が
嫌
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分

が
世
話
を
す
る
し
か
な
い
」な
ど
、こ
れ
ら
の
声
の
根
っ

こ
に
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
“
介
護
者

の
不
安
”
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
見
、「
自
分
が
直
接
ま
た
は
間
接
的
に
か
か
わ
る

こ
と
」、「
要
介
護
者
の
住
ま
い
は
い
ま
ま
で
住
み
続
け

て
い
る
と
こ
ろ
」へ
の
執
着
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、「家
族
は
プ
ロ
に
ま
か
せ
ま
し
ょ
う
」、「
施

設
に
預
け
る
こ
と
は
親
不
孝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
や
、
介
護
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
と

い
っ
た
方
法
で
解
決
す
る
こ
と
も
、
場
当
た
り
的
に
は

必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
と

抱
え
て
い
る
状
況
の
も
と
、
家
族
の
介
護
が
始
ま
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
離
職
を
選
択
し
た
パ
タ
ー
ン
で
す
。

介
護
経
験
者
の
多
く
は
、「
介
護
」
と
い
う
事
象
を

き
っ
か
け
に
否
応
な
し
に
自
分
の
人
生
に
向
き
合
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
会
社
を
辞
め
ら
れ
な
い
」

と
強
く
認
識
し
た
方
も
い
れ
ば
、「
違
う
キ
ャ
リ
ア
を

歩
み
た
い
」、「
介
護
に
専
念
し
た
い
」
と
認
識
し
た
方

も
い
ま
す
。
介
護
離
職
は
離
職
の
一
つ
の
理
由
で
す
か

ら
、
職
業
選
択
の
自
由
を
考
え
て
も
、
完
全
に
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
家

族
の
介
護
に
直
面
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
た
「
介

護
離
職
」
は
企
業
努
力
に
よ
っ
て
減
ら
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

働
く
介
護
者
の

働
く
介
護
者
の

困
難
の
根
っ
こ
に
あ
る
こ
と

困
難
の
根
っ
こ
に
あ
る
こ
と

55
介
護
離
職
を
悪
と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
介

護
離
職
は
企
業
の
介
護
離
職
防
止
対
策
の
失
敗
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
離
職
を
悪
と
し
た
ら
職
業
選
択
の
自
由
を

奪
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
現
実
的
に

い
え
ば
、
い
ま
の
日
本
の
家
族
介
護
は
、
家
族
、
福
祉
、

企
業
、地
域
な
ど
「
だ
れ
か
が
ち
ょ
っ
と
無
理
を
し
て
」

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
だ
れ
か
が
ち
ょ
っ
と

無
理
を
し
な
い
と
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
仕

事
と
介
護
の
両
立
と
い
う
生
活
は
綱
渡
り
な
の
で
す
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
と
は
、
家
庭
環
境
と
職
場
環
境

い
う
綱
渡
り
の
生
活
を
し
て
い
る
従
業
員
の
心
の
根
っ

こ
に
あ
る
「
不
安
」
の
解
消
に
は
至
ら
な
い
の
で
す
。

先
に
も
伝
え
た
よ
う
に
、
家
族
の
介
護
と
い
う
事
象

は
、
そ
れ
を
通
し
て
自
分
の
こ
と
を
顧
み
る
き
っ
か
け

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
自
分
に
は
何
が

で
き
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
、
働
く
介

護
者
の
多
く
は
、
要
介
護
者
の
生
活
支
援
を
通
し
て
自

分
の
将
来
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
の
で
す
。
選
択
肢
が
見
え
な
い
と
同
時
に
、
取
捨
選

択
に
自
信
が
な
い
と
も
い
え
ま
す
。「
こ
れ
で
よ
か
っ

た
ん
だ
」
と
い
う
想
い
は
、
き
っ
と
介
護
が
終
わ
っ
て

か
ら
思
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の

意
図
す
る
と
こ
ろ

意
図
す
る
と
こ
ろ

66
介
護
離
職
防
止
対
策
と
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
の

対
象
者
が
異
な
る
こ
と
は
理
解
い
た
だ
い
た
か
と
思
い

ま
す
。介
護
離
職
防
止
対
策
は
介
護
に
直
面
し
て
い
る
、

し
て
い
な
い
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
に
対
す
る

理
解
促
進
を
し
て
い
る
時
間
的
猶
予
が
な
く
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
国
は
法
律
を
も
っ
て
企
業
へ
介
護
離
職
防

止
対
策
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０

２
４
年
の
育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
で
す
。
介
護
離
職

防
止
の
た
め
の
個
別
の
周
知
・
意
向
確
認
、
雇
用
環
境

整
備
な
ど
の
措
置
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
ま
す
。
こ
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で
す
。
介
護
休
暇
は
日
常
的
な
介
護
の
ニ
ー
ズ
に
ス

ポ
ッ
ト
的
に
対
応
す
る
た
め
の
休
暇
で
す
。
そ
し
て
そ

の
ほ
か
の
介
護
両
立
支
援
制
度
は
、
日
常
的
な
介
護
の

ニ
ー
ズ
に
定
期
的
に
対
応
す
る
た
め
働
き
方
を
変
え
る

制
度
で
す
。

次
に
従
業
員
へ
の
制
度
の
認
知
促
進
で
す
。
そ
の
た

め
に
早
期
情
報
提
供
の
義
務
化
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
で

は
、
40
歳
以
下
は
知
ら
な
く
て
よ
い
の
か
、
と
い
わ
れ

れ
ば
、
ま
っ
た
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

本
来
で
あ
れ
ば
介
護
両
立
支
援
制
度
の
み
な
ら
ず
、
法

定
休
暇
に
お
い
て
は
社
会
人
と
し
て
あ
た
り
前
に
知
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
な
の
で
す
。
ま
ず
は
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
早
期
情
報
提
供
を
40
歳
と
規
定
し
た
だ
け
と
考

え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

企
業
と
し
て
介
護
離
職
防
止
対
策
な
ら
び
に

企
業
と
し
て
介
護
離
職
防
止
対
策
な
ら
び
に

仕
事
と
介
護
の
両
立
を
支
援
す
る

仕
事
と
介
護
の
両
立
を
支
援
す
る

77
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
企
業
が
介
護
離
職
防
止
対
策

な
ら
び
に
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
の
た
め
に
す
べ
き

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

①
介
護
両
立
支
援
制
度
を
理
解
す
る
　

②
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
力
を
入
れ
る

③
会
話
と
対
話
の
多
い
会
社
を
目
ざ
す

と
に
か
く
経
営
者
や
運
営
側
が
介
護
両
立
支
援
制
度

な
ら
び
に
、
介
護
離
職
の
構
造
や
仕
事
と
介
護
の
両
立

が
何
た
る
か
を
し
っ
か
り
理
解
す
べ
き
で
す
。
特
に
、

の
た
び
の
法
改
正
の
肝
は
、「
介
護
に
直
面
す
る
前
の

早
い
段
階
（
40
歳
な
ど
）
で
の
情
報
提
供
」
で
す
。
そ

の
う
え
で
「
制
度
を
使
い
や
す
く
す
る
」、「
申
出
を
し

や
す
く
す
る
」
た
め
に
「
雇
用
環
境
整
備
」
も
必
須
の

対
策
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
法
改
正
の
意
図
に
は
、
事
業
主
に
は
介
護
両
立

支
援
制
度
の
理
解
促
進
、
従
業
員
に
は
介
護
両
立
支
援

制
度
の
認
知
促
進
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
周
知
・
意
向
確
認
、
情
報
提
供
を
す
る
事
業

主
が
育
児
・
介
護
休
業
法
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
育
児・介
護
休
業
法
は
就
業
支
援
の
法
律
な
の
で
、

働
き
続
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。
な
ぜ
、
い
ま
さ
ら
事

業
主
に
対
し
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の
理
解
促
進
を

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
間
違
っ
た
解
釈
に
よ
っ
て
介

護
離
職
を
促
進
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

企
業
に
お
い
て
は
介
護
休
業
の
日
数
を
拡
充
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
も

と
、
制
度
拡
充
し
て
い
る
の
か
を
従
業
員
に
理
解
し
て

も
ら
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
、
業
種

業
態
に
よ
っ
て
は
就
業
継
続
す
る
た
め
に
介
護
休
業
の

拡
充
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
必
要
性

を
検
証
し
た
う
え
で
の
制
度
拡
充
な
の
で
し
ょ
う
か
。

制
度
拡
充
の
意
図
が
不
明
瞭
だ
と
、
そ
れ
は
「
仕
事
の

こ
と
は
い
い
か
ら
、
一
時
的
に
で
も
介
護
に
勤
し
ん
で

く
だ
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

介
護
休
業
は
介
護
の
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
休
業

介
護
＝
高
齢
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
障
害
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
介
護
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
場

合
は
、
育
児
の
制
度
と
介
護
の
制
度
の
組
合
せ
で
就
労

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
企
業
が
す
べ
き
こ
と
は
、
育

児
や
養
育
や
介
護
の
支
援
で
は
な
く
、就
労
支
援
で
す
。

次
に
、
介
護
離
職
防
止
に
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
力
を

入
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
年
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会
が

あ
れ
ば
、
自
ず
と
結
婚
や
出
産
、
健
康
や
お
金
、
介
護

や
職
を
離
れ
た
後
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
と
き
ど
き
に
必
要
で
あ
る
法
定
福
利
厚
生
や
法
定
休

暇
の
知
識
の
提
供
を
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
リ
ア
を
考

え
る
な
か
で
必
要
な
知
識
の
教
育
が
仕
事
と
介
護
の
両

立
に
役
立
ち
、
そ
う
い
っ
た
取
組
み
こ
そ
が
、
雇
用
環

境
整
備
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

対
話
は
離
職
を
防
止
し
ま
す
。
会
話
は
働
き
や
す
い

職
場
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
対
話
と
会
話
の
機
会

は
従
業
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
上
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
近
年
で
は
「
心
理
的
安
全
性

の
担
保
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
、
心

理
的
安
全
性
の
高
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
行

為
が
会
話
や
対
話
で
す
。
会
話
や
対
話
か
ら
、
仕
事
に

集
中
で
き
な
い
理
由
や
家
族
・
親
族
の
こ
と
で
困
難
を

抱
え
て
い
る
な
ど
の
情
報
を
引
き
出
し
、
一
緒
に
考
え

る
姿
勢
を
示
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
従
業
員
が
「
こ
れ

で
よ
か
っ
た
ん
だ
」
と
思
え
る
選
択
肢
と
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
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図表1　対象家族の範囲

・「配偶者」には事実婚関係を含む
・「子」は法律上の親子関係がある実子・養子のみ

祖父母

配偶者
の父

配偶者
の母

兄弟
姉妹

祖父母

本 人 配偶者

父

子

孫

母

※ 厚生労働省「介護休業制度」特設サイトをもとに筆者作成

解説解説11

は
じ
め
に

11
２
０
２
５（
令
和
7
）年
4
月
1
日
に
、
改
正
育
児
・

介
護
休
業
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
法
で
は
、
介

護
離
職
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
支

援
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
介
護
休
業
、
介
護
休
暇
、
そ
の
他
の
仕
事
と
介
護
の

両
立
を
支
援
す
る
制
度
（
以
下
、す
べ
て
あ
わ
せ
て「
介

護
両
立
支
援
制
度
」）に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
確
認
す

る
と
と
も
に
、
今
回
の
法
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

介
護
休
業

22
介
護
休
業
と
は
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
を

介
護
す
る
た
め
に
一
定
期
間
取
得
で
き
る
休
業
で
す
。

介
護
休
業
は
、
従
業
員
が
介
護
に
専
念
す
る
た
め
の

制
度
で
は
な
く
、
休
業
中
に
介
護
の
体
制
を
構
築
し
、

働
き
な
が
ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手

続
き
や
、
介
護
施
設
の
見
学
な
ど
の
た
め
に
も
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
対
象
家
族
」と
は
、従
業
員
本
人
の
配
偶
者
、父
母
、

子
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
配
偶
者
の
父
母
を
さ

し
ま
す（
図
表
１
）。
従
業
員
と
同
居
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。「
配
偶
者
」
に
は
事
実
婚
関
係

を
含
み
ま
す
が
、「
子
」は
法
律
上
の
親
子
関
係
が
あ

る
実
子
と
養
子
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
要
介
護
状
態
」と
は
、
け
が
、
病
気
、
身
体
や
精

神
の
障
害
に
よ
り
、
２
週
間
以
上
の
期
間
に
わ
た
り
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
高

齢
者
に
か
ぎ
ら
ず
、
障
害
児
（
者
）
や
医
療
的
ケ
ア
児

育
児
・
介
護
休
業
法
と
２
０
２
５
年
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
あ
お
ぞ
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
古こ

城じ
ょ
う

早さ

紀き

子こ
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図表2　要介護状態の判断基準　※2025年1月に変更された箇所を抜粋（下線部分）
次の項目①～⑫のうち、Aの状態であるものが２つ以上またはBの状態であるものが１つ以上あり、かつ、
その状態が継続すると認められること。

※  厚生労働省「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の施行について」
をもとに筆者作成

項目�
状態 A B

︙ ︙ ︙

⑧�外出すると戻れないことや、 
危険回避ができないことがある ときどきある ほとんど毎日ある

︙ ︙ ︙

⑩�周囲の者が何らかの対応をとらなけれ
ばならないほどの物忘れなど日常生活
に支障を来すほどの認知・行動上の課
題がある

ときどきある ほとんど毎日ある

⑪医薬品又は医療機器の使用・管理 一部介助、見守り等が必要 全面的介助が必要

︙ ︙ ︙

介
護
休
暇

33
介
護
休
暇
と
は
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
の

介
護
や
世
話
を
行
う
た
め
に
取
得
で
き
る
休
暇
で
す

（「
要
介
護
状
態
」、「
対
象
家
族
」の
定
義
は
、
介
護
休

業
と
同
じ
）。

介
護
休
暇
は
、
対
象
家
族
を
直
接
介
護
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
対
象
家
族
の
通
院
の
付
添
い
や
、
家
事
や

買
い
物
の
世
話
な
ど
の
た
め
に
も
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
介
護
休
暇
は
、
日
常
的
な
介
護
の
ニ
ー

ズ
に
ス
ポ
ッ
ト
的
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
た
め
、
一
日
単
位
だ
け
で
な
く
、
時
間
単
位
で
も
取
得

で
き
ま
す（
労
使
協
定
で
、
時
間
単
位
で
の
取
得
が
困
難

な
業
務
に
従
事
す
る
従
業
員
を
時
間
単
位
取
得
の
対
象

外
と
し
た
場
合
を
除
く
）。
時
間
単
位
で
取
得
す
る
場
合

に
は
、
法
律
上
は
始
業
ま
た
は
終
業
の
時
刻
と
連
続
し

て
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、い
わ
ゆ
る
「
中
抜
け
」

の
形
で
取
得
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

会
社
が
「
中
抜
け
」
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

介
護
休
暇
の
取
得
可
能
日
数
は
、
1
年
度
に
5
労
働

日（
要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
が
2
人
以
上
い
る

場
合
は
10
労
働
日
）で
す
。
ま
た
、
労
使
協
定
を
締
結
し

た
場
合
に
は
、
1
週
間
の
所
定
労
働
日
数
が
2
日
以
下

の
従
業
員
を
介
護
休
暇
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
前
は
、
勤
続
6
カ
月
未
満
の
従
業
員
も
対
象

な
お
、
図
表
2
の
判
断
基
準
の
項
目
は
、
従
来
は
お

も
に
高
齢
者
介
護
を
想
定
し
た
記
載
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
２
５
年
１
月
よ
り
、
障
害
児
や
医
療
的
ケ

ア
児
を
介
護
す
る
場
合
に
も
判
断
し
や
す
い
よ
う
に
記

載
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
休
業
の
取
得
可
能
日
数
は
、
対
象
家
族
一
人
に

つ
き
通
算
93
日
ま
で
で
す
。
３
回
ま
で
分
割
し
て
取
得

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
条
件
に
反
し
な
い
か
ぎ

り
、
対
象
家
族
の
介
護
が
続
い
て
い
る
間
は
い
つ
で
も

介
護
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
会
社
は

取
得
日
数
や
分
割
回
数
を
対
象
家
族
ご
と
に
わ
か
り
や

す
く
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
休
業
の
対
象
外
と
な
る
従
業
員
は
、
法
律
上
対

象
外
と
定
め
ら
れ
て
い
る
、
①
日
々
雇
用
の
従
業
員
、

②
介
護
休
業
開
始
予
定
日
か
ら
93
日
を
経
過
す
る
日
か

ら
6
カ
月
以
内
に
契
約
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
有
期
雇
用
の
従
業
員
と
、
労
使
協
定
を
締
結
し
た

場
合
に
の
み
対
象
外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
③
勤
続

1
年
未
満
の
従
業
員
、
④
介
護
休
業
の
申
出
日
か
ら
93

日
以
内
に
雇
用
関
係
が
終
了
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
従

業
員
、
⑤
1
週
間
の
所
定
労
働
日
数
が
2
日
以
下
の
従

業
員
で
す
。
①
は
、
後
述
の
介
護
休
暇
、
そ
の
他
の
介

護
両
立
支
援
制
度
に
お
い
て
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
て
い
る
従
業
員
が
介
護

休
業
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
介
護
休
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
者
）の
介
護
・
支
援
が
必
要
な
場
合
も
含
ま
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
要
介
護
２
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
て
い
る
判
断
基
準（
図
表
２
参
照
）の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
と
会
社
が
判
断
し
た
場
合
に
要
介
護

状
態
に
あ
た
り
ま
す
。
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図表3　介護休業、介護休暇以外の介護両立支援制度

※ 筆者作成

制�度 内�容 対象外となる従業員労使
協定

①所定外労働の免除 所定労働時間を超える労働を免除する 要 ・勤続１年未満
・1週間の所定労働日数が２日以下

②時間外労働の制限 法定労働時間を超える労働を１カ月 24時間、
1年 150時間以内に制限する 不要 ・勤続１年未満

・1週間の所定労働日数が２日以下

③深夜業の免除 深夜（22時から翌日 5時）の労働を免除する 不要

・勤続１年未満
・�深夜において対象家族を介護できる（以下のいずれ
にも該当する）16歳以上の同居の家族がいる
　・深夜に就業していない
　・けが、病気等で介護ができない状態ではない
　・産前産後期間中ではない
・1週間の所定労働日数が２日以下
・所定労働時間の全部が深夜にある

④�所定労働時間の短縮等

以下の a～ cのうち一つ以上の措置を講じる
a．短時間勤務制度
b．�フレックスタイム制度�または�始業・終業時刻の�
繰上げ・繰下げ

c．従業員が利用する介護サービスの費用の助成など

要 ・勤続１年未満
・1週間の所定労働日数が２日以下

外
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
２
０
２
５
年
4
月

1
日
施
行
の
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
に
お
い
て
撤
廃

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
介
護
休
暇
は
、
入
社
し
て
す

ぐ
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
休
暇
の
取
得
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
年
次
有
給

休
暇
と
異
な
り
、
会
社
に
は
時
季
変
更
権
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
業
務
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
の
事
情
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
申
請
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
介
護
休
暇
の
取
得
理
由
に
は
突
発
的
な
も
の
も
あ

り
う
る
こ
と
か
ら
、
直
前
の
取
得
申
請
で
あ
っ
て
も
認

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
休
暇
の
取
得
申

請
に
あ
た
り
、
対
象
家
族
が
要
介
護
状
態
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
は
可
能

で
す
が
、介
護
休
暇
の
取
得
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、

事
後
の
提
出
を
認
め
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
の
介
護
両
立
支
援
制
度

44
育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
介
護
休
業
、
介
護
休
暇
以

外
に
も
、
介
護
両
立
支
援
制
度
と
し
て
、「
所
定
外
労

働
の
免
除
」、「
時
間
外
労
働
の
制
限
」、「
深
夜
業
の
免

除
」、「
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
等
」と
い
う
四
つ
の
制

度
を
設
け
る
こ
と
を
会
社
の
義
務
と
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
の
内
容
と
、
対
象
外
と
な
る
従
業
員
は

図
表
３
の
通
り
で
す
。

い
ず
れ
の
制
度
も
、
要
介
護
状
態
の
対
象
家
族
を
介

護
す
る
従
業
員
が
対
象
で
す
が（「
要
介
護
状
態
」、「
対

象
家
族
」の
定
義
は
、
介
護
休
業
と
同
じ
）、
勤
続
１

年
未
満
の
従
業
員
と
、
１
週
間
の
所
定
労
働
日
数
が
２

日
以
下
の
従
業
員
は
い
ず
れ
の
制
度
も
対
象
外
で
す

（
制
度
に
よ
っ
て
、
労
使
協
定
の
締
結
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
図
表
3
参
照
）。
ま
た
、「
深
夜
業
の
免

除
」に
お
い
て
は
、
所
定
労
働
時
間
の
全
部
が
深
夜
に

あ
る
従
業
員
や
、
深
夜
に
対
象
家
族
を
介
護
で
き
る
同

居
の
家
族
が
い
る
従
業
員
も
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

「
所
定
外
労
働
の
免
除
」は
、「
所
定
労
働
時
間
の
短

縮
等
」と
あ
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

「
所
定
外
労
働
の
免
除
」と
「
時
間
外
労
働
の
制
限
」
は

一
緒
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

２
０
２
５
年
４
月
１
日
施
行
の

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
の
概
要

55
こ
の
よ
う
に
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
介
護
両
立
支
援
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
従

業
員
が
こ
れ
ら
の
制
度
を
十
分
に
活
用
で
き
な
け
れ
ば
、

結
局
は
介
護
離
職
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正
育

児・介
護
休
業
法
で
は
、
介
護
離
職
の
防
止
の
観
点
か
ら
、

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
正
点
の
概
要
は
図
表
４（
14
ペ
ー
ジ
）の
通
り
で
す
。

①
介
護
申
出
時
の
個
別
周
知
・
意
向
確
認

従
業
員
が
介
護
両
立
支
援
制
度
の
利
用
を
申
し
出
や
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図表4　2025年4月1日施行の育児・介護休業法の改正点（介護関連のみ）

※ 筆者作成

制度
新設
または
変更

改正内容

①�介護申出時の�
個別周知・意向確認 新設 対象家族の介護が必要となったことを申し出た従業員に対し、介護両

立支援制度等について個別に知らせ、制度利用の意向を確認する

②�介護に直面する前の�
早期の情報提供 新設 40歳到達時に、介護両立支援制度等についての情報提供を行う

③�介護両立支援制度を�
利用しやすい雇用環境の
整備

新設

介護両立支援制度を利用しやすくするため、a～ dのいずれかの措置
を講じる
a．介護両立支援制度に関する研修の実施
b．介護両立支援制度に関する相談窓口の設置
c．自社における介護両立支援制度の利用事例の収集・提供
d．介護両立支援制度の利用促進に関する方針の周知

④介護休暇の対象者の拡大 変更 労使協定により勤続6カ月未満の従業員を対象外とする規定を撤廃

⑤在宅勤務等（努力義務） 新設 介護期に在宅勤務等を利用できるようにする

周
知
す
る
事
項
は
、
介
護
両
立
支
援
制
度
の
内
容
、

制
度
利
用
の
申
出
先
、
雇
用
保
険
の
介
護
休
業
給
付
金

に
関
す
る
こ
と
の
3
点
で
す
。
周
知
と
意
向
確
認
の
方

法
は
、
妊
娠
・
出
産
等
を
申
し
出
た
従
業
員
に
対
し
て

育
児
休
業
等
に
つ
い
て
周
知
・
意
向
確
認
を
す
る
方
法

と
同
じ
く
、面
談
、書
面
交
付（
従
業
員
が
希
望
す
る

場
合
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
等
も
可
）の
い
ず
れ

か
で
す
。

②
介
護
に
直
面
す
る
前
の
早
期
の
情
報
提
供

従
業
員
が
突
然
介
護
に
直
面
し
た
際
に
初
動
に
迷
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
ま
た
、
介
護
に
直
面
し
た
と

き
に
会
社
に
申
し
出
や
す
く
す
る
た
め
に
、
会
社
は
、

従
業
員
が
40
歳
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
前
述
の
介
護

申
出
時
の
個
別
周
知
事
項
と
同
じ
内
容
を
知
ら
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
40
歳
に
な
る
と
、
介
護
保
険
料
の

徴
収
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
介
護
に
関
す
る
制
度
に

つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
介
護
両
立
支
援
制
度
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
っ
て
お
く
こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
に
、
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
情
報
も

あ
わ
せ
て
伝
え
て
お
く
と
よ
り
効
果
的
で
し
ょ
う
。

40
歳
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
40
歳
に
達
す
る
日

の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
ま
た
は

40
歳
に
達
す
る
日
の
翌
日
か
ら
１
年
間
の
い
ず
れ
か
の

期
間
を
い
い
ま
す
。
会
社
に
よ
っ
て
、
管
理
し
や
す
い

方
の
期
間
内
に
実
施
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、

す
く
す
る
た
め
、
会
社
は
、
対
象
家
族
が
要
介
護
状
態

と
な
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
従
業
員
に
対
し
、
介
護
両

立
支
援
制
度
等
に
つ
い
て
個
別
に
知
ら
せ
、
制
度
の
利

用
の
意
向
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

毎
年
度
全
従
業
員
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と

し
て
も
差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、
40
歳
に
な
る
従

業
員
に
は
必
ず
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
情
報
提
供
は
、
対
象
と
な
る
従
業
員
か
ら
希
望

が
な
く
て
も
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情

報
提
供
の
方
法
は
、
基
本
的
に
は
介
護
申
出
時
の
個
別

周
知
・
意
向
確
認
の
方
法
と
同
様
で
す
が
、
従
業
員
が

希
望
し
て
い
な
く
て
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
等
の
方

法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
異
な
り
ま
す
。

③�

介
護
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し
や
す
い�

雇
用
環
境
の
整
備

従
業
員
が
介
護
両
立
支
援
制
度
の
利
用
を
申
し
出
や

す
く
す
る
た
め
、
会
社
は
、
図
表
４
③
の
ａ
～
ｄ
の
い

ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
複
数

の
措
置
を
講
じ
て
も
差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
形
式
的
に
設
け

る
だ
け
で
は
な
く
、
実
質
的
な
対
応
が
で
き
る
担
当
者

を
置
き
、
従
業
員
に
周
知
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
介
護
休
暇
の
対
象
者
の
拡
大

⑤
在
宅
勤
務
等
（
努
力
義
務
）

介
護
休
暇
の
対
象
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、「
❸　

介
護
休
暇
」（
12
ペ
ー
ジ
）
で
述
べ
た
通
り
で
す
。

ま
た
、
対
象
家
族
が
要
介
護
状
態
に
あ
り
、
介
護
休

業
を
し
て
い
な
い
従
業
員
に
対
し
、
在
宅
勤
務
等
（
自

宅
や
会
社
が
認
め
た
場
所
で
の
勤
務
）を
認
め
る
こ
と

が
、
会
社
の
努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。
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特集 介護離職防止に向けて

図表１　両立支援制度策定の手順

目
的
の
検
討
・
決
定

現
状
把
握

ニ
ー
ズ
の
把
握

介
護
施
策
等
の
方
向
性
の
決
定

支
援
策
の
検
討
・
決
定

ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
策
決
定

支
援
策
の
策
定
作
業

実
施

PDCAで考える

・実際の介護経験者
・全員…介護での不安
　　　 今後の介護の可能性
・現状の職場満足度

「情報提供」
「環境整備」
「勤務支援」

※ 筆者作成

解説解説22

は
じ
め
に

11
従
前
か
ら
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
あ
り
ま
す
が
、

近
年
の
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
仕
事
と
介
護

の
両
立
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
従
前
で
は
一
部
の

企
業
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
な
ど
の
働
き
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
に
よ
り
外
出
自
粛
や
密
集
を
避
け
る
な
ど

の
た
め
に
、多
く
の
会
社
に
と
っ
て
身
近
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ま
ま
で
以
上
に
人
材
の
確
保
の
重
要
性
が

増
し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
経
済
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
で
人
手
不
足

が
顕
著
と
な
り
、
人
材
獲
得
の
競
争
が
激
化
し
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
や
初
任
給
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
賃
金

の
引
上
げ
な
ど
も
起
こ
り
、
人
材
の
流
動
化
も
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
求
職
者
は
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
や
働
き
や
す
い
職
場

を
求
め
る
傾
向
も
強
く
な
っ
て
お
り
、
い
ま
ま
で
以
上

に
介
護
す
る
従
業
員
の
離
職
を
防
止
し
、
介
護
す
る
従

業
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
５（
令
和
７
）年
4
月
の
育
児
・
介

護
休
業
法
の
改
正
で
は
、
介
護
離
職
の
防
止
の
た
め
に

制
度
利
用
の
促
進
や
情
報
提
供
な
ど
の
運
用
面
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
か
ら
み
て
も
仕
事
と
介

護
の
両
立
は
、
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
事

前
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

両
立
支
援
制
度
の
策
定
手
順

22
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
策
の
策
定
は
図
表
１
の
よ

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
の
策
定
・

運
用
の
ポ
イ
ン
ト

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
あ
お
ぞ
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
池い

け

田だ

直な
お

子こ
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図表２　介護に関する実態把握の項目例

※ 筆者作成

従
業
員
の
状
況
把
握

従業員の介護の可能性や状況
□従業員の属性　　　　□親の年齢　　　　□親と同居・別居
□現状の介護状況　　　□介護の将来の可能性（1年以内、3年以内、5年以内、その他）

自社の両立支援に関すること
□現状の両立支援の認知度　　　　　　□両立支援の利用予定
□両立支援を利用する上での不安　　　□両立支援への要望

介護に関すること
□介護に関する基礎知識の有無
□介護全般に関する不安・要望

介護経験者に対しての確認
□現状の両立支援の利用経験　　　　　□現状の両立支援の使い勝手
□必要だと思う両立支援

自社の状況把握 □現状の両立支援の利用率　　　　　　□介護離職の状況

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
を
す
る
た
め
に
は
事
前
の
準
備

が
と
て
も
重
要
な
の
で
、
い
ま
は
介
護
を
し
て
い
な
い
従

業
員
に
対
し
て
、
今
後
の
介
護
の
可
能
性
を
具
体
的
に
、

１
～
2
年
以
内
、
5
年
以
内
、
10
年
以
内
、
意
識
し
た

こ
と
が
な
い
、な
ど
調
査
を
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

次
に
把
握
し
た
現
状
や
ニ
ー
ズ
か
ら
両
立
支
援
の
方

向
性
を
決
め
ま
す
。
両
立
支
援
の
方
向
性
は
、
法
律
を

超
え
る
制
度
を
策
定
し
制
度
の
充
実
を
図
る
方
針
、
制

度
利
用
を
促
進
す
る
運
用
重
視
の
方
針
、
法
律
の
支
援

制
度
に
と
ら
わ
れ
ず
予
防
か
ら
両
立
ま
で
柔
軟
な
制
度

を
導
入
す
る
方
針
な
ど
、
把
握
し
た
現
状
や
ニ
ー
ズ
と

ほ
か
の
人
事
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
決
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、支
援
策
に
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
、方
針
に
沿
っ
て
検
討
し
決
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、導
入
を
決
め
た
支
援
策
の
策
定
作
業
を
行
い
、

従
業
員
へ
周
知
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
実
施
し
た

後
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
支
援
策
の
効
果
を
検

証
し
つ
つ
、
ま
た
、
変
化
す
る
従
業
員
構
成
や
企
業
環

境
、
介
護
に
関
連
す
る
法
律
に
あ
わ
せ
て
、
支
援
策
を

見
直
し
て
い
き
ま
す
。

支
援
策
の
種
類

33
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
に
は
、
直
接
的
な
支
援
と

う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
両
立
支
援
制
度
を
策

定
す
る
目
的
を
確
認
・
検
討
し
ま
す
。
両
立
支
援
の
目

的
は
介
護
離
職
防
止
や
仕
事
と
介
護
の
円
滑
な
両
立
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
を
す
る
従
業
員
の
働
き
や

す
さ
や
今
後
の
介
護
に
備
え
た
仕
事
と
介
護
の
両
立
を

目
ざ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
と
介
護
の
両

立
を
す
る
と
い
う
目
的
は
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
現
状
の

把
握
を
し
て
か
ら
、
実
態
や
課
題
を
明
確
に
し
た
う
え

で
目
的
・
目
標
を
決
め
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

両
立
支
援
制
度
の
策
定
で
は
自
社
の
現
状
や
ニ
ー
ズ

の
把
握
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
す
で
に
一
度
、
現

状
把
握
を
し
て
も
、
状
況
は
変
わ
り
ま
す
。
前
回
か
ら

一
定
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
場
合
は
実
施
し
た
支
援

策
の
効
果
を
含
め
て
現
状
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
ま
し
ょ

う
。
現
状
把
握
を
し
て
お
き
た
い
項
目
例
は
図
表
２
の

通
り
で
す
。
最
近
で
は
、
介
護
を
隠
す
よ
う
な
雰
囲
気

が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、個
人
差
も
あ
る
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
際
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
情
報
に
配

慮
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
初
に
現
在
の
介
護
の
状
況
、

介
護
の
可
能
性
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
状
況
に
あ
わ

せ
て
設
問
を
変
え
て
設
定
す
る
と
効
果
的
で
す
。ま
た
、

介
護
の
可
能
性
は
あ
っ
て
も
具
体
的
な
介
護
の
イ
メ
ー

ジ
が
つ
か
な
い
人
が
多
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
つ
い

て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
提
供
を
実
施
し
た
う
え
で
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図表３　支援の種類

勤務支援 情報提供

その他の支援 その他の支援

環境整備

仕事に関する支援 介護に関する支援

直
接
支
援

間
接
支
援

・介護休業　　　・介護休暇
・短時間勤務　    ・在宅勤務
・フレックスタイム勤務
・短時間フレックス勤務
・始業・終業時刻の繰り上げ下げ
・時間外・深夜勤務等の制限
　　　　　　　　　　　　など

・職場の雰囲気づくり
・休業後の復職支援
・再雇用制度
・業務体制の見直し 
 （業務分担、在宅環境の整備） など

・生活保障（休業・休暇時の給与補填）
・費用補填　（ヘルパー、住宅、見守り）
・ヘルパー派遣
・介護用品の現物支給　　　　など

・情報提供　（セミナー、イントラ、冊子）
・個別相談　　　　　　　　　　　など

・相談体制づくり
・休業中のバックアップ　など

※ 筆者作成

し
て
、
勤
務
支
援
、
環
境
整
備
、
情
報
提
供
が
あ
り
、

間
接
的
に
は
仕
事
に
関
す
る
支
援
の
ほ
か
、
介
護
に
関

す
る
支
援
が
あ
り
ま
す（
図
表
３
）。

支
援
策
は
、
勤
務
に
関
す
る
支
援
が
中
心
と
な
り
ま

す
が
、
今
回
の
法
律
の
改
正
で
は
情
報
提
供
や
環
境
整

備
の
支
援
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

企
業
に
対
し
て
、介
護
に
直
面
し
た
従
業
員
へ
個
別
に
、

介
護
休
業
を
は
じ
め
と
す
る
仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る

た
め
の
勤
務
支
援
制
度
を
周
知
し
、
制
度
利
用
の
意
向

確
認
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
介
護
保
険
の

被
保
険
者
と
な
る
年
齢
で
あ
る
40
歳
の
従
業
員
を
対
象

に
早
期
情
報
提
供
と
い
う
こ
と
で
、
介
護
に
直
面
す
る

前
か
ら
介
護
に
関
す
る
両
立
支
援
制
度
の
周
知
な
ど
を

義
務
づ
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
仕
事
と
介
護
の
両
立

を
円
滑
に
す
る
た
め
に
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
両
立
に

関
す
る
方
針
の
周
知
な
ど
の
職
場
環
境
の
整
備
も
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
法
律
の
改
正
内
容
を
み
て
も
、
仕
事
と

介
護
の
両
立
を
実
現
す
る
た
め
に
は
運
用
面
で
の
情
報

提
供
も
重
要
で
あ
り
、
介
護
に
直
面
す
る
人
の
ほ
か
、

将
来
の
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め
に
事
前
の
準
備
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

支
援
の
選
択
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

44
18
ペ
ー
ジ
図
表
４
は
、
支
援
策
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
を
企
業
と
従
業
員
の
立
場
で
ま
と
め
ま
し
た
。

ど
ん
な
支
援
策
に
も
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
両
立
支
援
の
方
針
や
会
社

の
状
況
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

勤
務
支
援

55
勤
務
支
援
は
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
選
択
肢
が
多
い

と
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
可
能
性
が
高
く
メ
リ
ッ
ト

が
多
い
で
す
が
、
企
業
か
ら
み
る
と
制
度
を
運
用
す
る

む
ず
か
し
さ
や
周
囲
の
従
業
員
の
理
解
度
・
納
得
度
、

業
務
負
担
の
解
消
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

交
代
勤
務
な
ど
が
あ
る
製
造
業
な
ど
が
、
多
様
な
勤
務

支
援
制
度
を
導
入
す
る
た
め
に
は
根
本
的
な
業
務
や
組

織
の
見
直
し
が
必
要
な
場
合
も
多
く
、
そ
も
そ
も
多
様

な
勤
務
支
援
を
導
入
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
支
援
制
度
の
な
か
で
は
休
暇
を
有
給
に
し
た

り
、
新
た
な
人
材
の
確
保
を
す
る
場
合
は
人
件
費
の
増

加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

勤
務
支
援
の
う
ち
未
消
化
分
の
年
次
有
給
休
暇
を
積

み
立
て
る
積
立
年
次
有
給
休
暇
は
、
私
傷
病
な
ど
介
護

に
か
ぎ
ら
ず
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
介
護
し
な

い
従
業
員
と
の
公
平
性
が
比
較
的
保
た
れ
、
納
得
度
も

高
く
な
り
ま
す
。

介
護
休
業
を
法
律
で
定
め
ら
れ
た
期
間
よ
り
長
く
す

る
場
合
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
休
業
期
間
を
超
え
た
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（★）その他勤務措置には　・始業・終業繰り上げ下げ　　・深夜業制限　　・時間外労働制限　などがある

図表４-1　勤務支援の例

図表４-2　その他の支援の例

※ 筆者作成

※ 筆者作成

メリット デメリット
従業員 会社 従業員 会社

費用補てん等

・�介護費用の負担が軽減され、従業
員への効果大
・周囲を気にせず利用しやすい

・�費用補てんの対象となっている内
容の利用がなければ効果なし

・�効果の高い費用補てんの項目の廃
止・見直しが困難

・コスト負担
・�介護のない従業員との待遇格差が
明確になりやすい

見舞金制度
・介護費用の負担の緩和
・�介護以外の用途での利用も可能

・�介護のない従業員との待遇格差が
明確になりやすい

・支給基準の判断が難しい

再雇用制度
・�退職後の再就職不安が軽減される ・�雇用リスクの軽減とともに雇用確

保の手段として有効
・仕事と介護の両立ができない ・労働力の損失が大きい

・再雇用基準の判断がむずかしい
・�再雇用後の処遇、復帰プログラム
の検討が必要

職場復帰支援 ・職場復帰を円滑にしやすい ・利用の時間がつくれない
・�復帰の計画等の予定が立てにくい

・利用率が低くなる可能性大

勤務措置 メリット デメリット
従業員 会社 従業員 会社

介護休業

・�急な介護の発生など緊急な対応が
できる
・�介護初期の介護体制づくり期間と
して有効

・�雇用保険の給付を利用し従業員の
給与補てんが可能

・�休業期間内に介護が終わらない場
合がほとんど

・�休業中の給与補てんがない場合は
経済的不安

・事前に申請が必要、手続きが必要

・�休業中の労働力低下と休業期間に
よっては代替要員確保が必要

介護休暇 ・さまざまなケースに利用しやすい
・手続きが簡易

・周囲への業務負担少 ・�本格的な介護には日数が不足する
可能性

・�業務上、休業より影響は少ないが
労働力は低下

積立年次有給
休暇

・抵抗感が少なく、使いやすい
・手続きが簡易
・「介護」と特別視されにくい

・周囲への業務負担少 ・�介護以外の用途での利用率の低下
の可能性

・�失効年休の管理が煩雑になる可能
性

・�支給事由を増やすことで消化率が
あがりコスト増

短時間勤務
・�勤務時間が短縮されることで心身
の負担が軽減
・デイサービス等の利用がしやすい

・周囲への業務負担少
・�業務分担の見直しや予定が立てや
すい

・�勤務時間短縮にともない給与補て
んがされない場合は経済的不安の
可能性

・�業務上、休業より影響は少ないが
労働力低下

フレックス
勤務

・�従来通りの労働時間を確保するた
め経済的不安が少ない
・�介護を中心とした勤務体制づくり
が可能

・労働力を確保しつつ、勤務可能 ・�労働時間を減らすことなく介護を
するため、本人の身体・精神的負
担が大きくなる可能性大

・�職種や部門によって、フレックス
タイム勤務制度の導入が困難

・�会議や打ち合わせの時間が制約さ
れる可能性

その他
勤務措置（★）

・�労働時間の抑制や時間帯を制限す
ることで介護しやすい

・周囲への業務負担少 ・�通常の勤務をしているなかで周囲
への理解が不安

・�柔軟な対応が必要な職務内容や繁
忙期の対応、臨時の対応などの対
応がむずかしい

在宅勤務
・�通勤時間がなく介護時間を確保し
やすい
・�介護中心の生活をしながら業務の
遂行がしやすい

・�労働力を確保しつつ、継続勤務が
勤務可能

・仕事と介護のメリハリがつけづらい
・�労働時間も介護時間も減らすこと
なく両立する場合は本人の身体・
精神的負荷大

・�勤怠管理、セキュリティ対応等の
在宅勤務の導入コスト、管理負担
が必要

期
間
分
は
雇
用
保
険
の
介
護
休
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
介
護
休
業
を
長
く
し
て
も
思
い
の

ほ
か
活
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
法
律

で
定
め
た
介
護
休
業
期
間
に
会
社
が
給
与
を
全
額
支
給

す
る
と
、
雇
用
保
険
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

在
宅
勤
務
は
、
仕
事
と
介
護
が
両
立
し
や
す
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、実
際
は
問
題
も
あ
り
ま
す
。
本
来
、

在
宅
勤
務
は
勤
務
す
る
場
所
が
会
社
で
は
な
く
自
宅
で

仕
事
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
仕
事
中
に

介
護
を
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
仕
事
中
に
介
護
を
す
る
こ
と
で
、
業
務
が
は
か
ど

ら
ず
深
夜
に
仕
事
を
す
る
な
ど
、
本
人
が
無
理
を
し
て

健
康
を
害
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
在
宅
勤
務
は
あ
く

ま
で
、通
勤
時
間
が
な
い
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
と
ら
え
、

勤
務
時
間
に
介
護
を
す
る
の
で
は
な
く
、勤
務
時
間
は
、

自
宅
で
も
し
っ
か
り
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
介
護
す
る
従
業
員
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る
場
合
、
導
入
時
点
で
は

対
象
者
が
少
な
く
て
も
将
来
的
に
は
対
象
者
が
増
え
る

こ
と
も
想
定
し
て
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
介

護
休
業
中
の
本
人
負
担
分
の
社
会
保
険
料
を
本
人
に
代

わ
り
会
社
が
負
担
す
る
支
援
を
し
て
い
る
会
社
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
支
援
は
社
会
保
険
料
の
負
担
の
仕
組
み
を

よ
く
理
解
し
て
い
な
い
従
業
員
に
と
っ
て
は
、
会
社
の
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図表5　仕事と介護の両立のための情報提供の内容（例）

※ 筆者作成

１．介護の現状と必要性
…�日本社会の高齢化の現状等を通じ、介護が他
人事でないことを認識してもらう

２．介護とは
…�介護がどうやって始まるか、何年くらい続く
かなど介護のイメージを膨らませてもらう

３．知っておきたい介護基礎知識
…�おもに介護保険の仕組みや給付の受け方や内
容、お金に関することを知ってもらう

４．仕事と介護の両立
…�介護離職せずに仕事との両立を図ることの重
要性や両立に向けての準備について知っても
らう

機
関
の
利
用
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

運
用
の
ポ
イ
ン
ト

88
仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
策
で
は
、
介
護
自
体
が
介

護
す
る
従
業
員
の
家
族
構
成
や
状
況
、
介
護
さ
れ
る
家

族
の
状
態
や
住
ん
で
い
る
場
所
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
で
画

一
的
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
求
め
ら
れ
る
支

援
も
多
種
多
様
に
な
り
ま
す
が
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

た
く
さ
ん
の
制
度
を
導
入
す
る
と
そ
の
制
度
の
管
理
が

た
い
へ
ん
な
だ
け
で
な
く
、
制
度
を
周
知
す
る
こ
と
も

た
い
へ
ん
で
す
。
制
度
は
周
知
が
十
分
で
な
い
と
利
用

さ
れ
に
く
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
職
場
の
上
司
や
同

僚
な
ど
も
理
解
さ
れ
ず
業
務
カ
バ
ー
が
や
り
に
く
く
、

周
囲
の
納
得
度
も
低
く
な
り
、
職
場
の
雰
囲
気
に
も
影

響
し
ま
す
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
で
成
果
を
出
し
て
い
る
企
業
を

み
る
と
、
共
通
し
て
い
る
の
は
、
定
期
的
か
つ
継
続
的

に
情
報
提
供
を
し
、
相
談
窓
口
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
仕
事
と
介
護
の
両
立
で
は
、
支
援
策
の
充
実
も

大
事
で
す
が
、
仕
事
と
介
護
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
す
。
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
円
滑
な

職
場
環
境
は
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
情
報
の
共
有
や

連
携
が
円
滑
で
、
業
務
が
可
視
化
、
多
能
工
化
さ
れ
、

ほ
か
の
人
の
業
務
支
援
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
職
場
づ

く
り
と
も
い
え
ま
す
。

に
は
、図
表
5
の
よ
う
な
内
容
の
情
報
提
供
を
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
介
護
を
し
て
い
な
い
従
業
員
に
も

情
報
提
供
を
す
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
仕
事

と
介
護
の
両
立
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
の
で
介
護
離
職
の

防
止
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、「
お
互
い
さ
ま
意
識
」

が
醸
成
さ
れ
、
周
囲
の
従
業
員
の
理
解
が
得
ら
れ
や
す

い
職
場
環
境
に
な
り
ま
す
。

相
談
窓
口
・
担
当
者
の
設
置

77
２
０
１
７（
平
成
29
）年
１
月
の
育
児
・
介
護
休
業

法
の
改
正
で
は
、
企
業
に
対
し
て
介
護
休
業
や
そ
の
他

勤
務
措
置
の
利
用
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
窓

口
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
育
児
・
介

護
休
業
法
の
改
正
で
は
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
の
た
め

の
環
境
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
環
境
整
備
の
措

置
の
一
つ
に
相
談
窓
口
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

相
談
窓
口
で
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
気
を
つ
け

な
が
ら
、
両
立
支
援
の
た
め
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
職

場
の
業
務
調
整
な
ど
の
た
め
に
人
事
部
門
や
職
場
の
管

理
職
と
連
携
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
相
談

内
容
は
、
仕
事
と
介
護
を
両
立
す
る
た
め
の
勤
務
制
度

の
ほ
か
、
介
護
保
険
の
利
用
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

の
仕
方
な
ど
相
談
が
多
岐
に
わ
た
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
対
応
す

る
範
囲
を
事
前
に
決
め
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
て
外
部

負
担
が
比
較
的
大
き
い
わ
り
に
国
が
負
担
し
て
い
る
と

勘
違
い
を
す
る
な
ど
効
果
を
感
じ
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、会
社
が
負
担
し
た
社
会
保
険
料
は
給
与
と
し
て
、

税
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

情
報
提
供

66
情
報
提
供
の
支
援
を
考
え
る
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
仕

事
と
介
護
の
両
立
を
考
え
る
従
業
員
と
、
す
で
に
介
護

が
始
ま
っ
た
従
業
員
で
は
必
要
な
情
報
が
異
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
考
え
る
従
業
員
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明
治
時
代
に
創
業
し
た
和
菓
子
の
老
舗

明
治
時
代
に
創
業
し
た
和
菓
子
の
老
舗

株
式
会
社
た
ね
や
は
、
和
菓
子
の
製
造
・
販
売
を
手

が
け
る
老
舗
企
業
。
１
８
７
２
（
明
治
５
）年
に
「
種た

ね

家や

末す
え

廣ひ
ろ

」の
屋
号
で
近
江
八
幡
に
て
創
業
し
、
後
に
社

名
を
「
た
ね
や
」
と
あ
ら
た
め
た
。
現
在
で
は
東
京
、

大
阪
な
ど
各
地
の
百
貨
店
に
売
場
を
構
え
、
全
国
に
知

ら
れ
る
和
菓
子
店
と
な
っ
て
い
る
。

株
式
会
社
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
は
、
た
ね
や
の
洋
菓
子
部

門
と
し
て
、
１
９
５
１（
昭
和
26
）
年
に
洋
菓
子
製
造・

販
売
を
始
め
、
後
に
社
名
を
「
株
式
会
社
ク
ラ
ブ
ハ
リ

エ
」と
し
た
。
１
９
９
８（
平
成
10
）年
に
は
農
業
生

産
部
門
「
永
源
寺
農
園
」
を
設
立
し
、
現
在
は
「
株
式

会
社
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
」と
し
て
活
動
し
て
い

る
。た

ね
や
と
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー

ム
は
「
た
ね
や
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
成
長
を
続
け
て
お

り
、
２
０
１
５
年
に
は
同
グ
ル
ー
プ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
店
と
し
て
“
自
然
に
学
ぶ
”
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

「
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」
を
オ
ー
プ
ン
。
約
3
万
６

０
０
０
坪
の
自
然
豊
か
な
敷
地
内
に
シ
ョ
ッ
プ
や
カ

フ
ェ
、
工
房
、
田
ん
ぼ
な
ど
が
点
在
し
、
連
日
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
る
。

た
ね
や
グ
ル
ー
プ
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
の
一

つ
に
、「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
大
切
に
」と
い
う
思
い

が
あ
る
。

安
心
・
安
全
な
お
菓
子
づ
く
り
と
、
お
菓
子
に
か
か

わ
る
一
人
ひ
と
り
の
心
と
体
の
健
康
を
目
ざ
す
と
い

う
思
い
か
ら
、
自
然
や
社
会
に
配
慮
し
た
素
材
を
使
っ

た
お
菓
子
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
安
全

衛
生
の
徹
底
と
健
康
経
営
Ⓡ
（
★
）
の
推
進
、
そ
し
て
従

業
員
の
幸
せ
を
大
事
に
す
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
追

求
し
て
い
る
。

「
し
あ
わ
せ
推
進
室
」
を
設
置
し
、
育
児
や
介
護
を

「
し
あ
わ
せ
推
進
室
」
を
設
置
し
、
育
児
や
介
護
を

し
な
が
ら
働
く
従
業
員
に
寄
り
添
い
、
支
え
る

し
な
が
ら
働
く
従
業
員
に
寄
り
添
い
、
支
え
る

た
ね
や
グ
ル
ー
プ〈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
〉（
滋
賀
県
近お

う

江み

八は
ち

幡ま
ん

市
）

株
式
会
社
た
ね
や
・
株
式
会
社
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ
・

株
式
会
社
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

★「健康経営Ⓡ」は、NPO 法人健康経営研究会の登録商標です。
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特集 介護離職防止に向けて

進
室
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
パ
パ
育
休
の
取
得
促
進
を
含
む
育
児

や
、
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

の
ほ
か
、
健
康
、
働
き
方
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
従

業
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
こ
に
聞
い
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
、『
ま
ず
は
し
あ
わ
せ
推
進
室
に
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
』と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
人
事
や
総
務
、
保
健
師
な
ど
必
要
な
部
署
に
橋
渡
し

を
し
て
、必
要
に
応
じ
て
し
あ
わ
せ
推
進
室
も
加
わ
り
、

困
っ
て
い
る
従
業
員
、
悩
ん
で
い
る
従
業
員
に
寄
り

添
っ
て
、
一
緒
に
解
決
策
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
保
健
師
と
連
携
し
て
、
健
康
教
室
や
医
師
を

招
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、
従
業
員
が
子
ど
も
と
一
緒
に
参

加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開
催
も
担
当
し
て

い
ま
す
」

早
く
か
ら
手
厚
い
支
援
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

育
児
と
の
両
立
支
援
で
は
、
出
産
予
定
日
が
わ
か
り
し

だ
い
、
妊
婦
面
談
を
行
い
、
産
休
ま
で
元
気
に
働
け
る

よ
う
に
支
え
、
育
休
中
は
孤
立
感
を
持
た
な
い
よ
う
に

週
1
回
オ
ン
ラ
イ
ン
で
育
児
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
リ
モ
ー
ト
保
育
園
を
開
催
す

る
な
ど
、
育
休
か
ら
安
心
し
て
復
帰
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
も
、
田
原
室
長
が
担

当
し
て
い
る
。

田
原
室
長
は
、企
業
内
保
育
園
の
保
育
士
と
し
て
入

代
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
企
業
内
保
育
園
の
開
設
や
育
児
の
た

め
の
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
な
ど
、
育
児
を
し
な
が

ら
働
き
続
け
ら
れ
る
支
援
に
注
力
し
て
き
た
。
成
果
と

し
て
、女
性
従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
率
は
１
０
０
％
、

育
児
休
業
後
の
復
帰
率
も
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
管
理
職
が
多
く
、
現
在
の
管
理
職
１
７

０
人
（
管
理
職
、
執
行
役
員
、
役
員
含
む
）
の
う
ち
、

83
人（
同
）が
女
性
で
あ
る
。

同
社
は
２
０
１
９
年
に
、
内
閣
府
の
「
女
性
が
輝
く

先
進
企
業
表
彰
」
に
お
い
て
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
男
女
共
同
参
画
）表
彰
を
受
賞
し
て
い
る
。

従
業
員
の
幸
せ
を
追
求
す
る

従
業
員
の
幸
せ
を
追
求
す
る

「
し
あ
わ
せ
推
進
室
」

「
し
あ
わ
せ
推
進
室
」

こ
れ
ま
で
以
上
に
女
性
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
従

業
員
が
健
康
で
活
き
活
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
が
大
切
に
な
っ
て
い
く
と
し
て
、同
グ
ル
ー
プ
で
は
、

２
０
２
１
年
４
月
に「
し
あ
わ
せ
推
進
室
」を
設
置
し
た
。

経
営
本
部・し
あ
わ
せ
推
進
室
の
田た

原は
ら

佳か

代よ

室
長
は
、

そ
の
役
割
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
す
べ
て
の
従
業
員
が
幸
せ
で
い
る
こ
と
が
当
社
の

究
極
の
目
標
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
従
業
員

の
幸
せ
を
追
求
す
る
専
門
部
署
と
し
て
、
し
あ
わ
せ
推

育
児
休
業
後
の
復
帰
率
１
０
０
％

育
児
休
業
後
の
復
帰
率
１
０
０
％

女
性
管
理
職
も
多
数

女
性
管
理
職
も
多
数

た
ね
や
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
数
は
１
８
７
２
人
で
、

販
売
業
務
に
就
く
従
業
員
が
多
く
、
女
性
比
率
が
77
・

０
％（
１
４
４
２
人
）
と
高
い
（
２
０
２
５
〈
令
和
７
〉

年
4
月
1
日
現
在
）。
同
グ
ル
ー
プ
の
定
年
年
齢
は
60

歳
で
、
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継
続
雇
用
。
65
歳
以

降
は
、
本
人
と
会
社
の
希
望
に
よ
り
、
1
年
ご
と
の
契

約
で
最
長
70
歳
ま
で
雇
用
す
る
。

現
在
は
子
育
て
世
代
の
従
業
員
が
多
く
、
65
歳
以
上

の
従
業
員
は
11
人
と
少
な
い
。
た
だ
し
、
定
年
の
60
歳

で
退
職
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
、
中
高
年
世
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い
る
そ
う
だ
。

5555
歳
を
迎
え
る
従
業
員
を
対
象
と
し
て

歳
を
迎
え
る
従
業
員
を
対
象
と
し
て

セ
ミ
ナ
ー
「
み
ら
い
学
」
を
開
始

セ
ミ
ナ
ー
「
み
ら
い
学
」
を
開
始

介
護
は
あ
る
日
突
然
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
ふ
だ
ん

か
ら
情
報
に
触
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
観
点

か
ら
、
し
あ
わ
せ
推
進
室
で
は
社
内
向
け
に
毎
月
発
信

し
て
い
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
介
護
の

情
報
や
豆
知
識
を
必
ず
掲
載
。「
介
護
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ら
、ま
ず
ど
こ
に
何
が
相
談
で
き
る
の
か
」、「
介

護
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の
か
」と
い
っ

た
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

「
ふ
だ
ん
か
ら
少
し
で
も
情
報
に
触
れ
て
い
れ
ば
、

必
要
に
な
っ
た
と
き
に
役
立
ち
ま
す
し
、
し
あ
わ
せ
推

進
室
で
介
護
の
話
を
し
て
い
た
こ
と
だ
け
で
も
思
い
出

し
て
、相
談
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
」

ま
た
、「
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
を
オ
ー
プ
ン
に
し

た
く
な
い
と
い
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

人
た
ち
に
も
届
く
よ
う
な
発
信
の
仕
方
や
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
こ
れ
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と
、
考
え
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
」と
田
原
室
長
は
続
け
る
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
み
ら
い
学
」
と
い
う
取
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
55
歳
を
迎
え
る
従
業
員
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
一
つ
で
、
対
象
者
は
全
員
参
加
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

両
立
支
援
に
直
結
す
る
内
容
で
は
な
い
が
、「
60
歳

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
か
な
り
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
田
原
室
長
。

し
あ
わ
せ
推
進
室
で
は
い
ま
、
相
談
者
だ
け
で
は
な

く
、
ほ
か
の
従
業
員
に
も
声
を
か
け
て
、
介
護
に
関
し

て
会
社
に
希
望
す
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
、
声
を
集
め
て

よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
の
か
た
ち
づ
く
り
を
始
め
た
と
こ

ろ
だ
と
い
う
。

「
家
族
が
い
て
一
緒
に
介
護
を
し
て
い
る
人
も
い
れ

ば
、
一
人
で
介
護
を
し
て
い
る
人
、
一
人
で
二
人
を
介

護
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
、
育
児
と
介
護
の
ダ
ブ
ル

ケ
ア
を
し
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
介
護

は
育
児
と
違
っ
て
先
の
見
通
し
が
立
て
に
く
く
、
そ
の

と
き
ど
き
に
よ
っ
て
状
況
が
変
わ
り
ま
す
し
、
事
情
も

そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

よ
い
の
か
、
制
度
を
つ
く
る
の
は
と
て
も
た
い
へ
ん
な

こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、
例
え
ば
介
護
を
し
て
い
て
疲

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
体
調
を
崩
し
て
い

る
と
い
っ
た
場
合
、
働
き
方
や
、
通
勤
中
の
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
に
、
ど
う
い
う
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
か

な
ど
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
」

実
際
に
介
護
を
し
て
い
る
従
業
員
に
対
し
て
い
ま
で

き
る
こ
と
と
し
て
、
田
原
室
長
は
、「
何
か
あ
れ
ば
い

つ
で
も
し
あ
わ
せ
推
進
室
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
状
況
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
か
け
、
連
絡
を
受
け
た

と
き
は
「
あ
り
が
と
う
。
ま
た
い
つ
で
も
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
ね
」と
感
謝
の
言
葉
を
送
る
こ
と
を
心
が
け
て

社
し
、
経
験
を
重
ね
て
園
長
を
務
め
た
あ
と
、
現
職
に

就
い
た
。

「
い
ま
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
話
を
聞
き
、
課
題
を
見

き
わ
め
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
て
、
適
切
に
対
応
し
、

解
決
に
導
い
て
い
く
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
仕
事

を
す
る
う
え
で
た
い
へ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
、
解

決
で
き
る
よ
う
に
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
私
の
役
割
と

認
識
し
て
い
ま
す
」

介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置

よ
り
よ
い
支
援
の
た
め
に
従
業
員
の
声
を
集
め
る

よ
り
よ
い
支
援
の
た
め
に
従
業
員
の
声
を
集
め
る

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
は
、
法
定
の
介

護
休
業
・
休
暇
制
度
に
加
え
、
し
あ
わ
せ
推
進
室
で
相

談
を
受
け
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
社
内
に
あ
る
制
度
を
組
み

合
わ
せ
て
利
用
し
て
も
ら
う
な
ど
、
無
理
な
く
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
５

年
４
月
か
ら
の
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
施
行
に
対

応
し
、仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
に
関
す
る
相
談
窓
口（
保

健
師
や
総
務
部
な
ど
の
関
係
部
署
で
連
携
）を
整
え
て
い

る
ほ
か
、介
護
に
関
す
る
情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
る
。

介
護
休
業
な
ど
の
取
得
者
は
こ
れ
ま
で
は
少
数
で
、

し
あ
わ
せ
推
進
室
へ
の
相
談
も
介
護
関
連
の
内
容
は
わ

ず
か
で
は
あ
っ
た
が
、「『
２
０
２
５
年
問
題
』と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
要
介
護
者
が
増
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
。
介
護
離

職
を
防
ぐ
に
は
、
こ
れ
を
会
社
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
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あ
わ
せ
推
進
室
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
こ
と
と
、
必

要
な
サ
ポ
ー
ト
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。

育
児
支
援
か
ら
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

育
児
支
援
か
ら
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り

気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り

両
立
支
援
を
円
滑
に
す
る
に
は
、
制
度
の
み
な
ら
ず
、

職
場
環
境
も
重
要
と
な
る
。
た
ね
や
グ
ル
ー
プ
の
育
児

支
援
の
取
組
み
で
は
、
短
時
間
勤
務
制
度
や
育
休
中
の

リ
モ
ー
ト
保
育
園
な
ど
、
充
実
し
た
制
度
が
あ
る
が
、

例
え
ば
、
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
９
時
か
ら
16
時
ま
で

の
勤
務
と
な
る
よ
う
に
利
用
す
る
従
業
員
が
多
い
と
い

う
。
と
こ
ろ
が
、
百
貨
店
の
売
場
で
は
夕
方
か
ら
お
客

さ
ま
が
増
え
て
く
る
の
で
、
人
を
増
や
し
た
い
時
間
帯
に

人
員
が
減
っ
て
し
ま
う
状
況
と
な
り
、
ほ
か
の
従
業
員
に

か
か
る
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
現
場
も
あ
る
そ
う
だ
。

し
あ
わ
せ
推
進
室
で
は
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
短
時

間
勤
務
を
し
て
い
る
80
人
ほ
ど
の
従
業
員
に
リ
モ
ー
ト

説
明
会
を
開
催
し
、
育
児
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
た

め
の
い
ろ
い
ろ
な
応
援
制
度
が
会
社
に
あ
る
と
い
う
説

明
を
あ
ら
た
め
て
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
に
関
し

て
、
現
状
と
し
て
ほ
か
の
従
業
員
の
負
担
が
増
し
て
い

る
現
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
役
員
を
交
え
て
報
告

し
た
。
す
る
と
、
保
育
園
の
送
り
迎
え
を
家
族
で
話
し

合
い
、「
こ
の
日
は
遅
番
で
も
大
丈
夫
で
す
」と
い
っ
た

柔
軟
な
働
き
方
を
申
し
出
る
人
も
出
て
き
た
そ
う
だ
。

の
定
年
を
迎
え
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
ね
ぎ
ら
い
と
こ

れ
か
ら
も
仕
事
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
会
社

の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
始
め
ま
し
た
。
初
年
度
は
55

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
従
業
員
を
対
象
と
し
て
、
２
回
に

分
け
て
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
50
人
ほ
ど
が
受
講
し
ま
し

た
。
産
業
医
か
ら
健
康
に
関
す
る
講
話
を
、
人
事
部
か

ら
定
年
後
の
働
き
方
と
賃
金
の
話
を
、
ま
た
、
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
招
い
て
55
歳
以
降
の
お
金

の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
や
親
の
介
護
で
ど

れ
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
る
の
か
と
い
っ
た
お
話
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

丸
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
好
評
な
う
え
、
同
年
代
の
従
業
員
が
久
し
ぶ

り
に
再
会
す
る
機
会
と
な
り
、
健
康
談
義
に
花
が
咲
く

な
ど
し
て
「
同
世
代
と
話
せ
る
機
会
が
持
て
た
こ
と
も

と
て
も
よ
か
っ
た
」と
い
う
感
想
も
聞
か
れ
た
そ
う
だ
。

「『
み
ら
い
学
』と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、『
行
っ
て
み

た
い
』
と
か
『
行
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
か
ら
人
に
す
す

め
た
い
』と
思
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
内
容
に
し
よ
う
と
い

う
発
想
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
55
歳
は
定
年
が
近
づ
い

て
く
る
年
齢
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
、
55
歳
か
ら
先
の
未
来

を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
に
し
た
い
、

そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
名
づ
け
ま
し
た
」

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
具
体
的
な
介
護
の
話
は
盛
り

込
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
し

両
立
支
援
を
円
滑
に
行
う
に
は
、「
お
互
い
さ
ま
の

気
持
ち
で
働
け
る
よ
う
に
協
力
し
あ
う
職
場
環
境
づ
く

り
が
大
事
」と
田
原
室
長
は
強
調
し
、
育
児
支
援
の
取

組
み
経
験
を
、
今
後
、
介
護
を
し
な
が
ら
働
く
人
へ
の

支
援
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
話
し
た
。

し
あ
わ
せ
推
進
室
で
は
こ
の
ほ
か
、
睡
眠
を
テ
ー
マ

に
し
た
健
康
教
室
を
開
い
た
り
、
肩
こ
り
解
消
の
体
操

を
習
っ
た
り
、
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ
と

い
っ
た
、
元
気
に
働
い
て
い
る
従
業
員
が
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
健
康
教
室
や

セ
ミ
ナ
ー
を
工
場
な
ど
各
拠
点
で
開
催
し
て
い
る
。

し
あ
わ
せ
推
進
室
は
い
ま
で
は
社
内
で
も
浸
透
し
て

き
て
お
り
、「
相
談
だ
け
で
は
な
く
、『
こ
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
』、『
こ
ん
な
人
が
い
ま
す
よ
』と
、
働
い

て
い
る
部
署
の
よ
い
話
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
よ
い
話
は
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
社
内
で
共
有

し
ま
す
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
部
署
に
と
っ
て
は
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
ほ
か
の
人

た
ち
に
と
っ
て
は
、
ほ
か
の
部
署
の
こ
と
を
知
る
機
会

に
な
り
ま
す
」と
笑
顔
で
語
る
田
原
室
長
。

「
な
ん
で
も
い
っ
て
ね
」、「
い
つ
で
も
話
を
聞
か
せ

て
ね
」と
全
従
業
員
に
呼
び
か
け
、
聞
い
た
話
に
対
し

て
責
任
を
持
っ
て
関
係
部
署
と
連
携
し
対
応
を
図
る
し

あ
わ
せ
推
進
室
は
、
今
後
、
介
護
を
し
な
が
ら
働
く
従

業
員
に
と
っ
て
も
、
た
ね
や
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
も
大

き
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。



DADWAY／Ergobaby 二子玉川ライズ店 （写真提供：株式会社ダッドウェイ）

2025.6 242025.6 24

事例事例22

ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
用
品
の

ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
用
品
の

輸
入
・
卸
・
販
売
会
社

輸
入
・
卸
・
販
売
会
社

１
９
９
２（
平
成
４
）年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
株
式

会
社
ダ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
は
、
ベ
ビ
ー
な
ら
び
に
キ
ッ
ズ
向

け
の
子
育
て
用
品
の
企
画
・
輸
入
・
販
売
事
業
を
展
開
。

乳
幼
児
用
品
と
し
て
、抱
っ
こ
ひ
も
、哺
乳
瓶
、ベ
ビ
ー

カ
ー
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
網
羅
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
量
販
店
、
専
門
店
、
百
貨
店
向
け

の
卸
売
り
を
中
心
に
、
自
社
に
て
店
舗
運
営
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
学
童
保
育
も
手
が
け
て
い
る
。「
ダ
ッ
ド

ウ
ェ
イ
」と
い
う
社
名
は
、
父
親
の
子
育
て
が
ま
だ
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
創
業
当
初
、
創
立
者
が
自
身
の
経

験
も
ふ
ま
え
て
「
お
父
さ
ん
の
子
育
て
を
も
っ
と
楽
し

く
し
た
い
」を
提
唱
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
そ
う

だ
。２

０
２
５（
令
和
７
）年
４
月
時
点
で
の
社
員
数
は

２
０
９
人
（
男
性
20
・
４
％
、
女
性
79
・
６
％
）、
年

代
比
率
は
20
代
が
18
・
１
％
、
30
代
が
31
・
７
％
、
40

代
が
27
・
１
％
、
50
代
以
上
が
23
・
１
％
。
設
立
か
ら

30
年
余
、
当
初
か
ら
若
手
が
中
心
で
、
子
育
て
中
の
社

員
が
活
躍
し
て
い
る
が
、
次
第
に
年
齢
層
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
。

家
族
の
介
護
が
必
要
な
社
員
を

家
族
の
介
護
が
必
要
な
社
員
を

人
事
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

人
事
が
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
定
評
が
あ
る
同
社
。
社

員
の
家
族
構
成
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
休
暇
制
度

を
整
え
て
き
た
。
産
休
・
育
休
後
の
職
場
復
帰
率
は

96
％
で
、休
暇
取
得
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
復
帰
し
て
い
る
。

同
社
に
は
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
事
制
度
と
し
て
、

不
妊
治
療
や
養
子
縁
組
に
か
か
わ
る
費
用
を
支
給
す
る

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
制
度
」を
は
じ
め
、
幅
広
い
用
途
で
休

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
取
得
で
き
る
、
同
社
独
自
の
有
給
休
暇

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
取
得
で
き
る
、
同
社
独
自
の
有
給
休
暇

制
度
を
活
用
し
介
護
疲
れ
を
癒
し
て
離
職
を
防
ぐ

制
度
を
活
用
し
介
護
疲
れ
を
癒
し
て
離
職
を
防
ぐ

株
式
会
社
ダ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
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特集 介護離職防止に向けて

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
で
お
互
い
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
把
握
で
き
た
り
、
本
人
の
体
調
の
変
化
に

気
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
介
護
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
特
別
休
暇
取
得
が
増
え
て
く
る
と
、
ま
わ
り
の

従
業
員
の
理
解
や
取
得
の
き
っ
か
け
も
増
え
る
と
考
え

て
い
ま
す
」

取
得
理
由
を
拡
大
し
利
用
者
が
増
加
し
た

取
得
理
由
を
拡
大
し
利
用
者
が
増
加
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇

で
は
、
社
内
の
介
護
者
は
ど
ん
な
制
度
を
利
用
し
、

ど
ん
な
働
き
方
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
宮
澤
ジ
ェ
ネ

ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
多
彩
な
働
き
方
の
拡
大
と
し
て
、
２
０
２
１
年
に

時
差
出
勤
、
２
０
２
２
年
か
ら
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
丸
１
日
休
む
必
要
の

な
い
用
事
、
例
え
ば
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
打
合
せ

や
、
役
所
に
行
く
、
出
勤
前
に
施
設
に
寄
る
こ
と
な
ど

で
活
用
で
き
ま
す
。『
１
時
間
だ
け
で
も
時
間
が
必
要
』

と
い
う
場
合
に
、
全
日
休
暇
を
取
ら
な
く
て
も
よ
い
の

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

休
暇
に
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
」を

あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
休
暇
制
度
は
、
育
児
や

介
護
、看
護
な
ど
、家
族
の
た
め
に
休
む
目
的
の
ほ
か
、

冠
婚
葬
祭
、
誕
生
日
（
本
人
含
む
）、
災
害
・
事
故
な

ど
に
よ
る
被
害
の
復
旧
、
取
得
者
本
人
の
通
院・治
療
、

取
得
者
本
人
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

ジ
ャ
ー
の
宮み

や

澤ざ
わ

敦あ
つ

子こ

さ
ん
は
、
同
社
に
お
け
る
家
庭
と

仕
事
の
両
立
の
取
組
み
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
話
す
。

「
扱
っ
て
い
る
商
材
が
ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
向
け
で
あ

り
、
子
育
て
を
す
る
お
客
さ
ま
に
対
し
て
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
産
休
・
育
休

を
取
得
す
る
社
員
、
家
族
を
介
護
す
る
社
員
に
対
し
て

も
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
介
護
に
つ
い
て

は
、
実
際
に
介
護
に
直
面
し
た
際
に
制
度
の
活
用
に
い

た
ら
な
い
従
業
員
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
人
事
部
と

し
て
は
考
え
て
い
ま
す
。
介
護
は
出
産
や
本
人
の
病
気

と
異
な
り
、
届
け
出
や
申
請
が
な
く
、
事
情
を
公
表
す

る
か
ど
う
か
は
個
人
の
判
断
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
気

づ
き
が
あ
れ
ば
利
用
の
案
内
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
介
護
そ
の
も
の
の
理
由
で
は
な
く
て
も
、
本
人
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
目
的
で
の
取
得
も
で
き
る
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
利
用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」

ま
た
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
に
直
面
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
公
に
し
た
く
な
い
社
員
も
い
る
こ
と
か
ら
、
福

利
厚
生
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
介
護
の
相
談
が
で
き
、

情
報
提
供
を
行
う
外
部
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。
問
合

せ
窓
口
に
は
、
会
社
を
通
さ
ず
個
別
に
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
社
内
で
も
相
談
で
き
る
場
を
つ
く
る
な
ど
、
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
が
、
部
署
の
な
か
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

暇
を
取
得
で
き
る「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休

暇
」、
病
気
な
ど
で
休
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
社
員
に
対

し
て
、
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
付
与
さ
れ
て
い
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
」
を
当
該
社
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
き
る「
休
暇
プ
レ
ゼ
ン
ト
制
度
」な
ど
が
あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
3
人
の
社
員
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
休

暇
も
活
用
し
な
が
ら
入
院
・
治
療
を
行
っ
た
実
績
が
あ

る
そ
う
だ
。

同
社
で
は
、「
こ
ど
も
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
毎
日
を
」

を
理
念
に
掲
げ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
全
体
を
支
え
る
事
業
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
員
も
そ
の
家
族
も
大
事

に
考
え
る
と
い
う
創
業
者
の
強
い
思
い
が
こ
れ
ら
の
施

策
の
根
底
に
あ
る
。
人
事
部
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
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き
っ
き
り
と
な
る
と
、
日
数
が
足
り
る
と
は
い
え
な
い

も
の
の
、
通
院
を
含
め
、
ほ
か
の
家
族
と
協
力
し
な
が

ら
の
介
護
を
想
定
し
、法
定
の
介
護
休
暇
や
介
護
休
業
、

さ
ら
に
年
次
有
給
休
暇
も
あ
わ
せ
て
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

現
在
、
仕
事
と
家
族
の
介
護
の
両
立
を
続
け
る
本
社

勤
務
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
職
の
社
員
が
お
り
、
介
護
の
さ

ま
ざ
ま
な
用
事
に
対
し
て
、
１
日
、
半
日
、
１
時
間
の

休
暇
を
柔
軟
に
取
得
し
な
が
ら
、
仕
事
と
の
両
立
を

図
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
通
院
の
送
迎
と
つ
き
そ
い
で
あ

れ
ば
半
日
休
暇
を
と
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
訪
問

す
る
と
き
は
予
定
の
時
間
だ
け
休
み
を
取
得
す
る
。
一

方
、
通
院
先
で
あ
っ
た
り
、
介
護
施
設
を
探
す
た
め
の

情
報
収
集
な
ど
に
は
か
な
り
時
間
が
必
要
と
な
り
、
役

所
や
関
係
各
所
を
回
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
そ

う
い
う
場
合
は
１
日
の
休
み
を
取
得
し
て
い
る
そ
う

だ
。実

際
に
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
体
験
し
た
社
員
か
ら

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
を
は
じ
め
と
す

る
同
社
の
制
度
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

・�

病
院
や
施
設
と
の
や
り
と
り
な
ど
、
介
護
に
直
接
的

に
か
か
わ
る
目
的
で
は
な
く
て
も
運
用
の
自
由
度
が

高
い
の
で
、
休
息
や
余
暇
に
も
あ
て
ら
れ
る
こ
と
で

心
身
の
健
康
を
保
て
る
。

・�

10
時
出
社
Ｏ
Ｋ
。
16
時
退
社
Ｏ
Ｋ
の
フ
レ
ッ
ク
ス
制

な
り
、
い
ま
で
は
取
得
用
途
の
第
１
位
に
な
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
２
位
は
子
ど
も
の
看
護
、通
院
、学
校
行
事
、

３
位
は
体
調
不
良
（
本
人
、
親
以
外
）、
４
位
は
親
の

介
護
、
通
院
と
な
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
親
の
病
院
の
つ
き
そ
い
で
の
取
得
理
由
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
体
的
に
社
員
の
年
齢
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
こ
と
、
い
ま
ま
で
は
年
次
有
給
休
暇
を
利

用
し
て
家
族
の
介
護
を
し
て
い
た
社
員
が
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
を
活
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
、
同
社
で
は
分
析
し
て
い
る
。

な
お
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
の
取
得
に

あ
た
っ
て
は
、
年
次
有
給
休
暇
を
当
年
度
に
５
日
以
上

取
得
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
以
前
は
こ

う
し
た
条
件
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
の
有
効
期
限
は
１
年
の
み
で
毎
年

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
２
年
が
有
効
期
限
で
あ

る
年
次
有
給
休
暇
よ
り
も
、
先
に
取
得
さ
れ
や
す
い
。

そ
う
な
る
と
、
５
日
間
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
義
務
を

果
た
せ
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
取
得
の
た
め
の
条
件
に
、
当

年
度
で
の
年
次
有
給
休
暇
5
日
以
上
の
取
得
を
加
え
た
。

実
際
に
仕
事
と
介
護
の
両
立
に

実
際
に
仕
事
と
介
護
の
両
立
に

取
り
組
む
社
員
の
声

取
り
組
む
社
員
の
声

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
で
は
、
最
大
で
年

間
9
日
の
休
暇
を
取
得
で
き
る
が
、
毎
日
介
護
に
つ

的
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
給
の
特
別
休
暇
だ
。

家
族
の
範
囲
は
、
２
親
等
以
内
の
親
族
の
ほ
か
、
同
居

人
や
同
居
す
る
ペ
ッ
ト
も
含
ま
れ
る
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
は
２
０
１
１
年

か
ら
開
始
し
た
取
組
み
で
、
当
初
は
２
親
等
以
内
の
家

族
の
学
校
の
送
迎
や
各
種
行
事
、
介
護
や
災
害
発
生
時

な
ど
、
取
得
用
途
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
子

ど
も
関
連
の
理
由
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
休
暇
制
度

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
族
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
形
が
あ
り
、
子
ど
も
が
い
な
い
人
、
高
齢
の
親
が
い

る
人
な
ど
も
含
め
、
ど
の
世
代
で
も
男
女
問
わ
ず
使
え

る
よ
う
な
休
暇
に
し
よ
う
と
、
対
象
者
や
取
得
理
由
の

見
直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
同
居
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
や
ペ
ッ
ト
ま
で
対
象
を
広
げ
て
、
用
途
は

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
は
、
そ
れ
以
前
に

夏
季
休
暇
を
従
業
員
が
各
自
で
日
程
を
選
ん
で
取
得
す

る
特
別
休
暇
を
、
さ
ら
に
自
由
な
用
途
で
使
え
る
よ
う

に
見
直
し
た
こ
と
で
発
足
し
た
。
家
族
や
子
ど
も
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、（
正
社
員
で
週
５
日
勤
務
の
場
合
）

最
大
年
９
日
の
有
給
休
暇
を
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る

仕
組
み
と
し
て
整
備
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
お
も
に
子
ど
も

の
用
事
で
使
わ
れ
て
い
た
休
暇
制
度
が
、
よ
り
身
近
で

利
用
し
や
す
い
休
暇
制
度
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
現
在

は
社
員
自
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
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特集 介護離職防止に向けて

人
事
と
し
て
は
こ
う
い
っ
た
方
に
こ
そ
、
よ
り
会
社
に

残
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

勤
務
し
て
い
た
の
が
物
流
倉
庫
の
事
業
所
で
、
荷
物
が

到
着
す
る
時
間
や
集
荷
の
時
間
に
合
わ
せ
て
仕
事
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
る
関
係
上
、
時
間
単
位
で

の
休
暇
取
得
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
の
柔
軟
な
勤

務
が
む
ず
か
し
か
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も

感
じ
て
い
ま
す
」

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
介
護
だ
け
に
、
多
く
の

休
暇
が
必
要
な
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意
味
で
も
、
前
述

の「
休
暇
プ
レ
ゼ
ン
ト
制
度
」の
活
用
に
も
期
待
が
集

ま
る
。
同
制
度
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
の

一
部
を
ほ
か
の
社
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
、
休

暇
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
側
の
社
員
は
公
募
１
件
に
つ
き

１
日
ま
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
側
が
受
け
取
れ
る
休
暇
日
数
の
上
限
は
公
募
1
件
に

つ
き
最
大
２
カ
月
分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

「
人
事
が
会
社
の
掲
示
板
で
、『
こ
う
い
っ
た
理
由
で
希

望
者
が
出
て
い
ま
す
』
と
代
理
で
募
り
ま
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
人
が
上
限
の
2
カ
月
分
に
あ
た
る
60
人
に
達

し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。
毎
回
、
公
開
か
ら
１
～
２
日

で
上
限
に
な
っ
て
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
病
気
で
療
養
し

て
い
る
方
が
希
望
す
る
こ
と
が
多
く
、
み
ん
な
仲
間
で

す
の
で『
し
っ
か
り
回
復
に
つ
と
め
、
復
帰
を
待
っ
て
い

ま
す
』と
い
う
気
持
ち
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
」

ほ
ぼ
、
病
気
や
入
院
で
長
期
の
休
み
が
必
要
に
な
っ

度
が
あ
り
が
た
い
。

・�

職
場
に
各
々
の
時
間
に
出
社
、
退
社
す
る
社
員
が
い

る
の
で
気
兼
ね
が
な
い
。

・�
介
護
は
ど
う
し
て
も
休
暇
を
取
ら
な
い
と
い
け
な
い

用
事
が
出
て
く
る
。
年
次
有
給
休
暇
と
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
休
暇
を
使
い
切
る
心
配
を
せ
ず
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
な
く
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
別
休
暇

は
使
い
切
っ
た
。

・�

こ
れ
ま
で
育
児
な
ど
で
特
別
休
暇
を
利
用
す
る
機
会

が
な
く
、
初
め
て
介
護
で
使
っ
た
。
と
て
も
便
利
な

制
度
だ
と
思
っ
た
。

・�

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
は
早
い
段
階
で
休
み
が
増
え

る
こ
と
を
周
知
し
た
の
で
、
出
社
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
過
度
に
感
じ
な
く
て
も
す
ん
だ
。

一
方
で
、
社
内
で
両
立
支
援
制
度
を
整
え
て
も
、
結

果
的
に
介
護
離
職
に
い
た
っ
て
し
ま
っ
た
社
員
も
い
る

そ
う
だ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
特
別
休
暇
を
は
じ
め

と
す
る
社
内
の
各
種
制
度
や
、
法
定
の
介
護
休
業
・
介

護
休
暇
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
う
え
で
、
所
属
部

署
の
メ
ン
バ
ー
も
交
え
、
介
護
を
し
な
が
ら
ど
う
い
っ

た
働
き
方
が
で
き
る
か
を
相
談
し
た
が
、
両
親
と
も
に

介
護
が
必
要
で
あ
り
症
状
が
重
く
目
が
離
せ
な
い
こ

と
、社
員
本
人
以
外
に
介
護
に
あ
た
れ
る
人
が
い
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
最
終
的
に
本
人
が
仕
事
と
の
両
立

に
限
界
を
感
じ
て
離
職
に
い
た
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

「
離
職
し
て
し
ま
う
と
経
済
的
な
面
も
心
配
で
す
し
、

た
社
員
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
介
護
者
が
増
加
す
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
介
護
に
お
け
る
事
例
が
出
て
く
る
可

能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

介
護
離
職
の
防
止
に
向
け
た

介
護
離
職
の
防
止
に
向
け
た

今
後
の
課
題

今
後
の
課
題

「
現
在
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
を
行
っ
て
い
る
社
員

は
、
本
社
勤
務
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
職
と
し
て
仕
事
を
采

配
で
き
る
立
場
に
い
る
の
で
、
休
み
の
調
整
が
し
や
す

く
、
比
較
的
時
間
の
融
通
が
利
く
環
境
に
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
当
社
の
社
員
の
半
数
が
シ
フ
ト
制
の
販
売
員

で
す
。
シ
フ
ト
制
に
お
い
て
急
な
休
暇
の
取
得
に
ど
こ

ま
で
対
応
が
で
き
る
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
、介
護
に
対
す
る
情
報
を
知
り
た
く
て
も
、『
ど

こ
に
聞
け
ば
よ
い
か
も
わ
か
ら
な
い
』と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
の
で
、
介
護
者
の
社
員
が
増
え
て
き
た
ら
、
社

員
同
士
で
情
報
交
換
が
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

介
護
を
す
る
こ
と
で
心
身
の
疲
労
が
溜
ま
っ
た
り
、

「
つ
ら
い
」と
感
じ
た
と
き
に
、
会
社
に
来
て
会
話
を

し
た
り
、
仕
事
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
数
時
間
は
介
護

を
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
も
、
仕
事
を
続
け
る
う
え
で
大
き

い
意
味
を
持
つ
。
介
護
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
介
護
の

疲
労
を
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
、
介
護
離
職
防
止
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。
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味
に
注
力
し
て
品
ぞ
ろ
え
拡
充
・
販
路
拡
大

味
に
注
力
し
て
品
ぞ
ろ
え
拡
充
・
販
路
拡
大

神
戸
発
の
老
舗
珍
味
メ
ー
カ
ー

神
戸
発
の
老
舗
珍
味
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
伍
魚
福
は
明
治
時
代
か
ら
食
品
加
工
業
を

営
む
老
舗
の
珍
味
メ
ー
カ
ー
。
１
９
５
３（
昭
和
28
）

年
に
兵
庫
県
神
戸
市
で
す
る
め
加
工
業
と
し
て
創
業

し
、
１
９
５
５
年
に
有
限
会
社
五
魚
福
を
設
立
、
１
９

７
０
年
に「
株
式
会
社
伍
魚
福
」に
改
組
し
、
２
０
２

５（
令
和
７
）年
４
月
に
法
人
設
立
70
周
年
を
迎
え
た
。

美
味
し
さ
に
こ
だ
わ
り
、
さ
き
い
か
、
チ
ー
ズ
、
生

ハ
ム
、
か
ら
す
み
な
ど
、
定
番
の
お
つ
ま
み
か
ら
プ
レ

ミ
ア
ム
感
の
あ
る
チ
ル
ド
品
ま
で
約
４
０
０
種
類
を
展

開
し
て
お
り
、
年
間
50
ア
イ
テ
ム
以
上
の
新
製
品
を
発

売
。
同
社
の
商
品
群
は
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
と
食
べ

る
楽
し
み
が
感
じ
ら
れ
る「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ニ
ン
グ
フ
ー

ド
Ⓡ
」（
★
）
と
し
て
、
幅
広
い
層
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て

い
る
。
同
社
独
自
の
味
つ
け
や
デ
ザ
イ
ン
の
商
品
を
全

国
の
協
力
工
場
の
ラ
イ
ン
に
て
製
造
す
る
フ
ァ
ブ
レ
ス
※

企
業
で
あ
る
。

同
社
の
山や

ま

中な
か

勧か
ん

代
表
取
締
役
社
長
は
、「
創
業
時
か

ら
続
く
い
か
製
品
、
魚
介
類
の
加
工
品
を
土
台
に
、
１

９
６
０
年
代
に
酒
販
店
に
販
路
を
求
め
た
こ
ろ
よ
り
、

全
国
の
工
場
か
ら
原
材
料
を
仕
入
れ
て
リ
パ
ッ
ク
す
る

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
１
９
８
９
年
か
ら
は
チ
ル
ド
珍

味
開
発
に
取
り
組
み
、
お
酒
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト

ア
の
ブ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
全
国
に
販
路
が
広
が
り
ま
し

た
」と
そ
の
経
緯
を
語
る
。

現
在
は
、
ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
、
酒
販
店
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
、
全
国
約
４
０
０
０
店
以
上
で

同
社
の
商
品
が
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
自
社
の
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
大
手
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

で
も
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。
２
０
１
３（
平
成
25
）

年
に
は
直
営
店
と
し
て「
ＫO

Ｂ
Ｅ
伍
魚
福 
阪
神
梅

※　ファブレス……�「fabrication�facility�less] の略で、自社で生産設備を持たず外部に製造を委託すること
★���「エンターテイニングフードⓇ」は、株式会社伍魚福の登録商標です。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
り

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を
図
り

介
護
離
職
を
防
ぐ
柔
軟
な
勤
務
体
系
を
用
意

介
護
離
職
を
防
ぐ
柔
軟
な
勤
務
体
系
を
用
意

株
式
会
社
伍ご

魚ぎ
ょ

福ふ
く

（
兵
庫
県
神
戸
市
）
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特集 介護離職防止に向けて

図表　伍魚福エンターテイニングスパイラル

※�資料提供：株式会社伍魚福

れ
ば
お
客
さ
ま
が
お
も
し
ろ
く
な
り（
喜
び
）、
会
社

も
お
も
し
ろ
く
な
る（
成
長
す
る
）、
こ
の
サ
イ
ク
ル

を
く
り
返
し
、
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
組
織
全
体
の
生

産
性
や
収
益
性
を
着
実
に
向
上
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
り
待

遇
改
善
が
可
能
に
な
り
、
従
業
員
・
家
族
が
お
も
し
ろ

く（
幸
せ
に
）な
る
と
い
う
、
理
念
体
系
で
あ
る
。

こ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ニ
ン
グ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
一
環
と

し
て
、
従
業
員
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
同
社

で
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

か
つ
て
、
同
社
は
ワ
ン
マ
ン
経
営
で
あ
り
、
従
業
員

伍
魚
福
版
「
三
方
よ
し
」
の
一
角
で
あ
る

伍
魚
福
版
「
三
方
よ
し
」
の
一
角
で
あ
る

従
業
員
の
人
生
を
「
お
も
し
ろ
く
」
す
る

従
業
員
の
人
生
を
「
お
も
し
ろ
く
」
す
る

同
社
の
定
年
は
60
歳
、
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
嘱

託
社
員
と
し
て
再
雇
用
す
る
。
65
歳
以
降
は
時
給
制
の

パ
ー
ト
社
員
に
移
行
し
、
現
在
は
70
歳
を
上
限
と
し
て

い
る
が
、
延
長
も
検
討
中
だ
。
従
業
員
79
人
の
う
ち
、

正
社
員
が
42
人（
男
性
25
人
、
女
性
17
人
）、
嘱
託
社
員

が
２
人
、パ
ー
ト
社
員
が
35
人（
男
性
8
人
、女
性
27
人
）。

60
歳
以
上
の
従
業
員
は
、
60
〜
64
歳
11
人
、
65
〜
69
歳

７
人
（
２
０
２
５
年
4
月
1
日
時
点
）と
な
っ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
２
０
０
７
年
に
ま
と
め
た
中
期
計
画
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
神
戸
で
一
番
お
も
し
ろ
い
会
社
に

な
ろ
う
！
」を
掲
げ
、２
０
０
９
年
に「
伍
魚
福
ク
レ
ド
」

（
行
動
指
針
）
を
策
定
し
た
。「
１　
す
ば
ら
し
く
お
い

し
い
も
の
を
造
り
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
商
い
を
す

る
」、「
２　
仕
事
を
通
じ
て
お
互
い
に
共
感
を
も
た
れ

る
商
い
を
す
る
」、「
３　
仕
事
を
通
じ
て
人
格
の
向
上

に
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
に
す
る
」、「
４　
神
戸
で
一
番

お
も
し
ろ
い
会
社
に
な
ろ
う
！
」、「
５　
全
員
が
ヒ
ッ

ト
商
品
の
開
発
者
に
な
ろ
う
！
」
の
五
つ
の
行
動
指
針

を
中
心
に
、「
伍
魚
福
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ニ
ン
グ
ス
パ
イ

ラ
ル
」（
図
表
）
を
示
し
、そ
の
実
現
を
目
ざ
し
て
い
る
。

「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ニ
ン
グ
ス
パ
イ
ラ
ル
」
と
は
、
従

業
員
満
足
度
と
協
力
会
社
、
財
務
の
、
い
わ
ば
伍
魚
福

版
の
「
三
方
よ
し
」。
商
品
が
お
も
し
ろ
く
（
よ
く
）な

田
店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
２
０
２
２
年
12
月
に
「
伍
魚

福
オ
ツ
マ
ミ
ド
コ
ロ
神
戸
三
宮
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
な

ど
、
着
実
な
成
長
を
続
け
て
い
る
。

関
西
地
域
限
定
の
土
産
品
の
販
売
も
行
っ
て
お
り
、

看
板
商
品
で
あ
る「
い
か
な
ご
の
く
ぎ
煮
」は
、
神
戸

周
辺
の
漁
師
町
に
お
い
て
親
し
ま
れ
て
き
た
郷
土
料
理

を
同
社
が
商
品
化
し
た
も
の
。
近
年
は
い
か
な
ご
の
供

給
が
減
少
し
て
価
格
が
高
騰
し
、
庶
民
の
味
が
希
少
化

し
つ
つ
あ
る
な
か
、
地
域
の
食
文
化
を
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
同
社
が
事
務
局
と
な
り「
い
か
な
ご
の
く
ぎ

煮
振
興
協
会
」を
設
立
し
、
文
化
の
継
承
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
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は
、
女
性
従
業
員
の
増
加
に
起
因
し
て
い
る
。

「
酒
販
店
で
商
品
を
販
売
し
て
い
た
時
代
、
お
も
な

購
買
層
は
男
性
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
ご
ろ

か
ら
ス
ー
パ
ー
で
商
品
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
い

ま
で
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
販

売
が
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
と

も
な
い
、
商
品
デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
女
性
を
意
識

し
た
方
向
性
に
転
換
す
る
た
め
、
20
年
ほ
ど
前
に
女
性

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
活
躍
し
、
育
児
休
暇
や
短
時
間
勤
務
、
介
護
休
暇
な

ど
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、各
種
制
度
を
整
備
し
、

希
望
す
る
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
き
ま

し
た
。
従
来
、
物
流
や
事
務
部
門
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

と
し
て
は
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
正

社
員
と
し
て
、
栄
養
学
を
学
ん
だ
女
子
学
生
が
求
人
に

応
募
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
の
正
社
員
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
出
産
・
育
児
で
離
職
せ
ず
、
育
児
休

業
か
ら
復
帰
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
」（
山
中
社
長
）

介
護
休
暇
の
取
得
者
数
は
、
２
０
２
２
年
度
17
人
、

２
０
２
３
年
度
15
人
、
２
０
２
４
年
度
13
人
。
取
得
す
る

年
代
や
属
性
は
幅
広
く
、
若
い
世
代
の
利
用
も
あ
る
。
特

に
要
介
護
者
の
施
設
入
所
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
事
が
発
生
す
る
の
で
、
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
介

護
休
暇
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

経
理
・
総
務
チ
ー
ム
副
責
任
者
課
長
の
川か

わ

口ぐ
ち

雄ゆ
う

太た

さ

ん
は
、「
通
院
時
の
つ
き
そ
い
に
は
、
介
護
休
暇
を
時
間

は
残
業
が
多
く
、
有
給
休
暇
も
取
り
に
く
い
環
境
だ
っ

た
と
い
う
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
採
用
を
強

化
し
人
員
増
を
図
る
と
と
も
に
残
業
を
減
ら
す
取
組
み

と
し
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
た
勤
怠
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
残
業
時
間
を
正
確
に
把
握
。
そ
の
削
減
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
し
て
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
促
進
す
る

た
め
、
年
次
有
給
休
暇
の
う
ち
５
日
は
１
時
間
単
位
で

取
得
で
き
る
制
度
を
導
入
、
短
時
間
で
す
む
用
事
な
ど

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
年
に
１
回
５
〜

７
連
休
を
取
得
す
る
制
度
も
導
入
。
そ
の
結
果
、
年
次

有
給
休
暇
取
得
率
は
、
２
０
１
４
年
度
の
39
・
99
％
か

ら
、
２
０
２
４
年
度
で
は
75
・
04
％
と
大
き
く
改
善
し

た
。
さ
ら
に
、
時
差
出
勤
制
度
を
導
入
し
、
午
前
7
時

か
ら
10
時
の
間
は
30
分
刻
み
で
出
勤
時
間
を
選
べ
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
働
け
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。

従
業
員
個
別
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

従
業
員
個
別
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

有
給
で
利
用
可
能
な
介
護
休
暇
制
度
を
整
備

有
給
で
利
用
可
能
な
介
護
休
暇
制
度
を
整
備

同
社
で
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
有
給
で
利
用
で
き

る
介
護
休
暇
を
導
入
。
２
０
２
２
年
度
か
ら
は
時
間
単

位
で
の
取
得
も
可
能
と
し
て
い
る
。
介
護
が
必
要
な
1

人
に
対
し
て
年
間
５
日
、
最
大
で
年
間
10
日
が
付
与
さ

れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
介
護
を
目
的
と
し
て
活
用
で
き
る

制
度
は
、短
時
間
勤
務
制
度
や
在
宅
勤
務
制
度
が
あ
る
。

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
に
関
す
る
制
度
の
導
入

単
位
で
取
得
し
、
遅
く
出
社
し
た
り
、
早
め
に
退
社
す

る
社
員
も
い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
社
員
は
１
日
８
時
間

勤
務
で
す
が
、
必
要
な
時
間
だ
け
時
間
単
位
で
取
得
す

れ
ば
、
何
日
に
も
分
け
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
介
護
は
家
庭
の
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
職
場
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
共
有
す
る
わ
け
に

も
い
か
ず
、
介
護
休
暇
で
休
む
際
に
、
仕
事
の
し
わ
寄

せ
が
周
り
に
行
き
、
状
況
が
わ
か
ら
な
い
だ
け
に
納
得

を
得
ら
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
こ
は
配
慮
が
必
要
か
と
考
え
て
い
ま
す
」と
語
る
。

同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
家
族
の
介
護
が
原
因
で
社
員

が
介
護
離
職
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。
こ
れ
は
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き
る
柔
軟
な
勤
務

体
系
が
、
自
ず
と
介
護
離
職
の
防
止
対
策
に
な
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

親
の
将
来
を
含
め
て
「
人
生
設
計
」
を
作
成

親
の
将
来
を
含
め
て
「
人
生
設
計
」
を
作
成

介
護
を
す
る
将
来
と
働
き
方
を
見
す
え
る

介
護
を
す
る
将
来
と
働
き
方
を
見
す
え
る

ま
た
、
介
護
を
大
き
な
ス
パ
ン
で
と
ら
え
、
人
生
設

計
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
と
介
護
の
両
立
を
考
え
る
た
め

の
き
っ
か
け
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。
同
社
で
は
、
２

０
１
１
年
か
ら
毎
年
、
一
人
ひ
と
り
が
人
生
設
計（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
）を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
「
よ

り
良
い
人
生
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
仕
事
を
す
る
」こ

と
。
そ
の
た
め
に
本
人
の
気
づ
き
を
う
な
が
し
、
人
生

の
目
標
と
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
仕
事
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
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特集 介護離職防止に向けて

取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
４
年
に
健
康
経
営
優

良
法
人
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

「
健
康
経
営
優
良
法
人
に
申
請
す
る
に
あ
た
り
、
す

べ
て
の
項
目
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
何
か
を
す
る
必
要

も
な
く
、
ベ
ー
ス
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
時
差
出
勤
、

時
間
単
位
年
次
有
給
休
暇
は
す
で
に
実
施
し
て
お
り
、

健
康
診
断
の
面
で
は
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
毎
年
会

社
負
担
で
行
っ
て
い
ま
す
。
禁
煙
の
取
組
み
で
は
、
喫

煙
時
間
を
休
憩
扱
い
に
し
、
午
前
中
は
全
面
禁
止
に
す

る
こ
と
で
、
喫
煙
頻
度
が
確
実
に
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
朝
出
社
後
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
は
朝
の
ス
イ
ッ
チ
と
し
て
効
果
が

あ
り
、
従
業
員
の
健
康
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
社
内
で

行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
則
っ
て
、
健
康
経
営
に
お
い

て
も
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
を
回
し
、
２
０
２
５

年
度
は
上
位
５
０
０
社
の
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
認
証
を
目

ざ
し
ま
す
」(

川
口
課
長)

ま
た
、
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
従
業

員
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
半
年
に
１
回
の
デ
ィ
ー

プ
サ
ー
ベ
イ
※
、
毎
月
１
回
の
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ベ
イ
や

気
力
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

る
。
調
査
結
果
は
従
業
員
の
声
と
し
て
活
用
し
社
内
改

善
に
活
か
す
。

さ
ら
に
、社
長
に
直
接
提
案
と
報
告
を
行
う
制
度（
提

報
）を
20
年
以
上
運
用
し
て
お
り
、
社
内
の
環
境
改
善

や
、
従
業
員
の
働
き
方
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ

す
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
に
は
、
本
人
と
家
族
の
年
齢

を
記
し
、
本
年
、
３
年
後
、
５
年
後
、
10
年
後
、
20
年

後
、30
年
後
の
目
標
お
よ
び
プ
ラ
ン
を
考
え
る
。
結
婚
、

子
ど
も
の
誕
生
、
家
の
購
入
な
ど
、
大
き
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
に
ま
つ
わ
る
で
き
ご
と
と

し
て
親
の
世
話
や
子
ど
も
の
教
育
、
あ
る
い
は
仕
事
に

お
け
る
で
き
ご
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
に
か
か

わ
る
で
き
ご
と
に
至
る
ま
で
、
自
分
と
家
族
の
将
来
を

思
い
描
い
て
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。

「
頭
の
中
で
漠
然
と
考
え
て
は
い
る
も
の
の
、
表
に
し

て
目
に
す
る
と
あ
ら
た
め
て
気
づ
く
こ
と
も
出
て
き
ま

す
。
年
表
を
見
れ
ば
、
親
が
歳
を
と
る
こ
と
も
わ
か
り
、

い
ず
れ
親
に
育
児
の
手
助
け
を
求
め
る
こ
と
や
、
介
護
に

つ
い
て
も
考
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
シ
ー
ト

を
元
に
、
年
に
１
度
は
深
く
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

年
に
１
度
、
経
営
計
画
の
発
表
会
の
場
で
、
従
業
員
全
員

が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
な
か
で
、
周
り
と
共
有
で
き
る
こ
と

を
色
紙
に
書
き
出
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
」（
山
中
社
長
）

若
い
こ
ろ
は
、
思
い
お
よ
ば
な
い
も
の
だ
が
、
こ
う

し
た
取
組
み
が
、
数
十
年
後
、
親
の
介
護
が
必
要
に
な

る
将
来
に
つ
い
て
気
づ
き
を
得
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る

健
康
経
営

健
康
経
営
®®（
★
）

（
★
）
の
取
組
み
と
社
内
改
善

の
取
組
み
と
社
内
改
善

同
社
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の

は
、
女
性
従
業
員
の
増
加
に
起
因
し
て
い
る
。

「
酒
販
店
で
商
品
を
販
売
し
て
い
た
時
代
、
お
も
な

購
買
層
は
男
性
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
ご
ろ

か
ら
ス
ー
パ
ー
で
商
品
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
い

ま
で
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
販

売
が
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
と

も
な
い
、
商
品
デ
ザ
イ
ン
に
あ
た
っ
て
は
女
性
を
意
識

し
た
方
向
性
に
転
換
す
る
た
め
、
20
年
ほ
ど
前
に
女
性

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
活
躍
し
、
育
児
休
暇
や
短
時
間
勤
務
、
介
護
休
暇
な

ど
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、各
種
制
度
を
整
備
し
、

希
望
す
る
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
き
ま

し
た
。
従
来
、
物
流
や
事
務
部
門
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

と
し
て
は
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、
正

社
員
と
し
て
、
栄
養
学
を
学
ん
だ
女
子
学
生
が
求
人
に

応
募
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
の
正
社
員
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
出
産
・
育
児
で
離
職
せ
ず
、
育
児
休

業
か
ら
復
帰
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
」（
山
中
社
長
）

介
護
休
暇
の
取
得
者
数
は
、
２
０
２
２
年
度
17
人
、

２
０
２
３
年
度
15
人
、
２
０
２
４
年
度
13
人
。
取
得
す
る

年
代
や
属
性
は
幅
広
く
、
若
い
世
代
の
利
用
も
あ
る
。
特

に
要
介
護
者
の
施
設
入
所
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
事
が
発
生
す
る
の
で
、
時
間
単
位
で
取
得
で
き
る
介

護
休
暇
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

経
理
・
総
務
チ
ー
ム
副
責
任
者
課
長
の
川か

わ

口ぐ
ち

雄ゆ
う

太た

さ

ん
は
、「
通
院
時
の
つ
き
そ
い
に
は
、
介
護
休
暇
を
時
間

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
商
品
ア
イ
デ
ア
提
案
制
度
が
あ
り
、
毎
月
1

件
の
提
案
に
つ
き
１
０
０
円
を
支
給
す
る
仕
組
み
で
、

さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
表
彰
や
皆
勤
賞
を
導
入
し
、
ア
イ
デ

ア
を
よ
り
多
く
得
る
よ
う
参
加
を
促
進
し
て
い
る
。
な

お
、
商
品
開
発
の
提
案
で
は
優
れ
た
も
の
は
商
品
化
さ

れ
て
お
り
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品
が
こ
の
制
度
か
ら
生
ま
れ

て
い
る
。

最
後
に
山
中
社
長
は
、「
伍
魚
福
が
よ
い
ス
パ
イ
ラ

ル
を
自
ら
回
す
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
食
品
業
界
の

よ
い
ス
パ
イ
ラ
ル
の
起
点
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
取
組
み
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
お
も
し
ろ
い
会
社
を
目
ざ
し
、
社
会
に

役
立
つ
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
地

域
社
会
や
協
力
企
業
と
の
関
係
を
通
じ
て
、
日
本
中
で

よ
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
が
目
標
で
す
」と
先
を
見
す
え
た
取
組
み
を
語
ら
れ

た
。従

業
員
の
声
を
細
や
か
に
く
み
上
げ
る
施
策
に
よ

り
、
ニ
ー
ズ
を
迅
速
に
制
度
化
す
る
な
ど
の
社
内
改
善

活
動
を
行
っ
て
い
る
同
社
。
介
護
の
負
担
を
負
う
従
業

員
に
柔
軟
な
勤
務
が
で
き
る
労
働
環
境
を
用
意
し
、
自

ず
と
介
護
離
職
を
防
い
で
い
る
よ
う
だ
。
商
品
を
通
じ

て
顧
客
に
喜
び
や
楽
し
さ
を
提
供
し
、
こ
の
先
、
介
護

に
か
か
わ
る
社
会
の
変
化
が
生
じ
て
も
、
ス
パ
イ
ラ
ル

ア
ッ
プ
の
理
念
体
系
で
対
応
し
て
い
く
。

★「健康経営Ⓡ」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
※��ディープサーベイ……従業員の心身の状態や組織の状況を把握するために行う調査



明
治
政
府
の
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
後

46
歳
で
教
育
機
関
へ
と
転
身

１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
明
治
政
府
は
官
営
の
郵
便

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
を
も
う
け

た
の
が
前
島
密
で
す
。
密
は
越
後
国
の
豪
農
の
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
が
、
の
ち
に
幕
臣
の
前
島
家
に
養
子
に
入
り
ま

し
た
。
優
秀
だ
っ
た
の
で
開か

い

成せ
い

所じ
ょ

（
幕
府
の
教
育
機
関
）

教
授
に
抜
擢
さ
れ
ま
す
が
、
新
政
府
軍
に
降
伏
し
た
徳
川

家
が
静
岡
へ
移
封
と
な
る
と
、
静
岡
藩
（
駿
河
府
中
藩
）

の
留
守
居
役
や
遠え

ん
し
ゅ
う州

中な
か

泉い
ず
み

奉
行
な
ど
を
歴
任
。
し
か
し
１

８
６
９
年
、
請
わ
れ
て
明
治
政
府
の
民
部
・
大
蔵
省
の
役

人
と
な
り
、
鉄
道
の
敷
設
や
税
法
改
革
に
尽
力
、
そ
し
て

郵
便
制
度
を
立
案
・
実
現
さ
せ
た
の
で
す
。

そ
の
後
は
内
務
省
で
出
世
し
、
１
８
８
０
年
に
は
内
務

大
輔
（
次
官
）
に
の
ぼ
り
、
翌
年
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に

よ
り
、政
府
か
ら
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
年
、
密
は
役
人
を
依
願
退
職
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
だ
46
歳
な
の
で
、隠
居
に
は
早
す
ぎ
る
年
齢
で
す
。

じ
つ
は
同
年
、
参
議
の
大お

お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

が
伊い

藤と
う

博ひ
ろ

文ぶ
み

ら
薩
長
閥

に
よ
っ
て
政
府
か
ら
駆
逐
さ
れ
ま
し
た
（
明
治
14
年
の
政

変
）。
こ
の
お
り
大
隈
派
だ
っ
た
密
は
、
野
に
下
っ
て
大

隈
と
行
動
を
共
に
し
た
の
で
す
。

翌
年
、
大
隈
は
国
会
開
設
に
備
え
て
立
憲
改
進
党
を
立

ち
上
げ
ま
す
が
、密
も
党
の
幹
部
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

政
治
活
動
よ
り
教
育
の
ほ
う
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

大
隈
が
創
建
し
た
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）

の
評
議
員
と
な
り
、
校
長
の
小お

野の

梓あ
ず
さ

が
急
逝
す
る
と
、
密

は
大
隈
に
頼
ん
で
校
長
職
に
就
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
密
は
、
政
府
の
高
級
官
僚
か
ら
教
育
職
へ

の
意
外
な
転
身
を
遂
げ
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
当
時
、
東
京
専
門
学
校
の
経
営
は
苦
し
く
、

大
隈
個
人
が
資
金
を
提
供
し
て
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
ま

し
た
。
密
は
、
学
問
の
独
立
を
果
た
す
に
は
自
営
す
べ
き

だ
と
考
え
、
大
隈
か
ら
の
支
援
を
断
ち
、
授
業
料
を
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
横
浜
の
富
豪
の
も
と
に

出
向
き
、
渋
る
彼
を
説
き
伏
せ
て
大
金
を
寄
付
さ
せ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
苦
労
の
す
え
、
経
営
は
安
定
し
て
い
っ
た

の
で
す
。

転
職
を
く
り
返
し
た

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

こ
の
時
期
、密
は「
国
語
独
立
論
」を
主
張
し
て
い
ま
す
。

「
長
い
あ
い
だ
漢
文
を
尊
ん
で
き
た
が
、
日
本
人
は
漢
字

を
廃
し
て
か
な
文
字
を
つ
か
う
べ
き
だ
」
と
主
張
し
、
新

政
府
に
も
漢
字
の
廃
止
を
た
び
た
び
提
言
し
た
の
で
す
。

１
８
７
３
年
に
は
『
ひ
ら
が
な　
し
ん
ぶ
ん
し
』
を
発
刊

し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
聞
は
仮
名
文
字
だ
け
で
記
さ
れ
て

お
り
、
な
ん
と
も
斬
新
な
試
み
で
し
た
。

１
８
８
７
年
、
密
は
新
設
さ
れ
た
私
鉄
・
関
西
鉄
道
会

社
の
社
長
に
就
任
し
ま
す
。
今
度
は
実
業
家
の
道
を
歩
み

始
め
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
社
長
の
地
位
を
あ
っ

さ
り
降
り
、
東
京
専
門
学
校
の
校
長
職
も
辞
め
て
し
ま
い

ま
す
。
な
ん
と
密
は
、
再
び
官
界
へ
戻
っ
た
の
で
す
。

３
年
前
、
逓て

い

信し
ん

省し
ょ
う

が
新
設
さ
れ
、
通
信
分
野
と
と
も
に
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方
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像
化
し
た
い
と
願
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。す
る
と
あ
る
日
、

夢
の
な
か
に
白
衣
の
観
音
様
に
似
た
慈
悲
の
瞳
と
威
厳
を

持
っ
た
女
性
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
女
性
は
、
右

手
を
天
に
向
け
、
左
手
を
地
に
伏
せ
、
眉
間
か
ら
光
線
を

発
射
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
密
は
、
夢
の
記
憶
を

友
人
の
西に

し

田だ

春し
ゅ
ん

耕こ
う

に
く
わ
し
く
語
り
、
じ
っ
さ
い
に
電
気

像
を
描
か
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
満
足
で
き
る
姿

で
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
ま
で

電
気
を
崇
拝
す
る
の
は
珍
し
い
し
、
思
い
込
み
が
激
し
過

ぎ
る
気
も
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
役
人
か
ら
身
を
引
い
た
密
は
、
そ
の

後
も
東
京
馬
車
鉄
道
会
社
、
北
越
鉄
道
会
社
、
韓
国
京
釜

鉄
道
会
社
、
日
清
生
命
保
険
株
式
会
社
、
東
海
汽
船
会
社

な
ど
の
社
長
・
取
締
役
や
理
事
、
監
査
役
を
務
め
る
な
ど

実
業
界
で
活
躍
す
る
と
と
も
に
、帝
国
教
育
会
や
盲
学
校
、

日
本
海
員
掖
済
会
を
積
極
的
に
支
援
・
育
成
す
る
な
ど
勢

力
的
な
活
動
を
み
せ
ま
し
た
。

68
歳
の
１
９
０
２
年
に
男
爵
を
授
け
ら
れ
て
華
族
に
列

せ
ら
れ
、１
９
０
４
年
に
は
貴
族
院
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
、
75
歳
に
な
っ
た
１
９
１
０
年
ご
ろ
か
ら
何
を
す
る

の
も
お
っ
く
う
に
な
り
、
貴
族
院
議
員
や
会
社
の
役
員
も

次
々
辞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
年
、
保
養
の
た
め
に

九
州
の
周
遊
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
神
奈
川
県

三
浦
郡
葦あ

し

名な

の
地
に
山
荘
を
か
ま
え
、
翌
１
９
１
１
年
か

ら
は
こ
の
地
で
作
庭
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
静
か
な
暮
ら

し
を
送
り
、
１
９
１
９
（
大
正
8
）
年
に
84
歳
で
大
往
生

を
遂
げ
た
の
で
す
。

た
。す

る
と
、
こ
れ
を
聞
い
た
密
の
顔
色
が
み
る
み
る
変
わ

り
、
大
声
で
書
生
を
一
喝
し
た
あ
と
、「
狼
狽
と
は
何
事

ぞ
！ 

俺
は
盗
難
ぐ
ら
い
で
あ
わ
て
た
り
せ
ぬ
わ
。
誤
解

さ
れ
る
の
は
面
白
く
な
い
。
す
ぐ
に
こ
れ
か
ら
警
察
署
へ

戻
り
、
狼
狽
の
二
文
字
を
取
り
消
し
て
こ
い
。
そ
も
そ
も

盗
難
を
予
期
し
て
品
物
を
取
り
調
べ
て
お
く
人
間
が
い
る

わ
け
な
い
だ
ろ
う
！
届
け
漏
れ
が
あ
る
の
は
当
然
だ
。

そ
れ
を
調
査
し
、
調
べ
る
機
関
が
お
ま
え
た
ち
警
察
な
ん

だ
。
そ
う
い
っ
て
こ
い
」
と
厳
命
し
た
の
で
す
。
こ
ん
な

性
格
だ
っ
た
の
で
、
人
と
も
よ
く
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
晩
期
は
実
業
界
や

教
育
分
野
な
ど
多
方
面
で
活
躍

さ
て
、
電
話
事
業
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
で
密
は
電
気
学

会
（
１
８
８
８
年
創
立
）
の
副
会
長
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
こ
ろ
か
ら
電
気
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
い
う
よ
り
、
電
気
を
神
の
如
く
あ
が
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
密
が
自
伝
に
書
い
た
一
文
（
電
気

の
美
的
形
象
）
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
嗚あ

呼あ

偉い

な
る
哉
、電
気
の
力
、神
な
る
か
な
其
徳
、（
略
）

万
里
の
遠
信
以
て
通
す
べ
し
、
或あ

る
い

は
光こ

う

明み
ょ
う

灼し
ゃ
く

燿よ
う

闇あ
ん

黒こ
く

を

照
し
、
円
転
疾
徐
其
機
に
応
じ
て
工
作
を
利
す
其
力
偉
に

し
て
実
に
大
な
り
（
略
）
其
功
之
を
何
と
か
言
は
ん
、
只た

だ

是
れ
神
と
称
せ
ん
の
み
」

こ
の
よ
う
に
密
は
、
電
気
の
効
用
を
ほ
め
た
た
え
て
崇

敬
し
、
電
気
に
神
秘
さ
を
感
じ
、
電
気
の
姿
を
美
し
く
偶

郵
便
業
務
も
同
省
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
逓
信
大

臣
は
、
密
と
同
じ
旧
幕
臣
の
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

で
し
た
。
そ
こ
で

榎
本
は
か
つ
て
の
密
の
手
腕
に
期
待
し
、「
政
府
に
戻
っ

て
逓
信
次
官
に
就
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
請
し
た
の
で

す
。
当
時
、
逓
信
省
内
で
は
、
新
た
な
電
話
事
業
を
官
営

に
す
る
か
民
営
に
す
る
か
で
も
め
て
い
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
密
は
53
歳
で
逓
信
省
の
次
官
と
し
て
政
府

に
復
帰
し
た
の
で
す
。
在
任
中
は
、
郵
便
局
と
電
信
局
を

合
併
し
て
郵
便
電
信
局
や
郵
便
電
信
学
校
を
つ
く
っ
た

り
、
電
話
事
業
を
官
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
な
ど
の
功
績

を
残
し
、
３
年
後
の
１
８
９
１
年
に
退
職
し
て
い
ま
す
。

榎
本
の
後
任
・
後ご

藤と
う

象し
ょ
う

二じ

郎ろ
う

と
意
見
が
合
わ
ず
、
我
慢
で

き
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。
密
の
短
気
は
有
名
で

し
た
。
何
か
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
に
で

も
ど
こ
に
で
も
雷
を
落
と
し
、
手
当
た
り
次
第
に
モ
ノ
を

ぶ
ん
投
げ
ま
し
た
。

こ
ん
な
話
も
あ
り
ま
す
。
密
の
自
宅
に
空
き
巣
が
入
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
盗
難
届
を
出
し
た
の
で

す
が
、
数
日
後
、
警
察
か
ら
「
盗
人
を
逮
捕
し
た
の
で
盗

品
の
確
認
に
来
て
ほ
し
い
」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
す
。
そ

こ
で
密
が
書
生
を
使
わ
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
夜
に
帰
っ
て
き
た
書
生
が
い
う
に

は
「
盗
難
届
に
な
い
品
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
な
ぜ
漏

れ
た
の
か
」と
警
察
に
厳
し
く
質
問
さ
れ
た
の
で
、「
当
時
、

狼
狽
し
て
い
た
の
で
届
け
漏
れ
が
あ
っ
た
」
と
弁
解
、
そ

の
旨
を
書
類
に
記
し
た
ら
夜
に
な
っ
て
す
べ
て
の
品
を
下

げ
渡
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
密
に
報
告
し
ま
し

は
大
隈
に
頼
ん
で
校
長
職
に
就
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
密
は
、
政
府
の
高
級
官
僚
か
ら
教
育
職
へ

の
意
外
な
転
身
を
遂
げ
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
当
時
、
東
京
専
門
学
校
の
経
営
は
苦
し
く
、

大
隈
個
人
が
資
金
を
提
供
し
て
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
ま

し
た
。
密
は
、
学
問
の
独
立
を
果
た
す
に
は
自
営
す
べ
き

だ
と
考
え
、
大
隈
か
ら
の
支
援
を
断
ち
、
授
業
料
を
大
幅

に
ア
ッ
プ
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
横
浜
の
富
豪
の
も
と
に

出
向
き
、
渋
る
彼
を
説
き
伏
せ
て
大
金
を
寄
付
さ
せ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
苦
労
の
す
え
、
経
営
は
安
定
し
て
い
っ
た

の
で
す
。

転
職
を
く
り
返
し
た

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

こ
の
時
期
、密
は「
国
語
独
立
論
」を
主
張
し
て
い
ま
す
。

「
長
い
あ
い
だ
漢
文
を
尊
ん
で
き
た
が
、
日
本
人
は
漢
字

を
廃
し
て
か
な
文
字
を
つ
か
う
べ
き
だ
」
と
主
張
し
、
新

政
府
に
も
漢
字
の
廃
止
を
た
び
た
び
提
言
し
た
の
で
す
。

１
８
７
３
年
に
は
『
ひ
ら
が
な　
し
ん
ぶ
ん
し
』
を
発
刊

し
て
い
ま
す
。
こ
の
新
聞
は
仮
名
文
字
だ
け
で
記
さ
れ
て

お
り
、
な
ん
と
も
斬
新
な
試
み
で
し
た
。

１
８
８
７
年
、
密
は
新
設
さ
れ
た
私
鉄
・
関
西
鉄
道
会

社
の
社
長
に
就
任
し
ま
す
。
今
度
は
実
業
家
の
道
を
歩
み

始
め
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
社
長
の
地
位
を
あ
っ

さ
り
降
り
、
東
京
専
門
学
校
の
校
長
職
も
辞
め
て
し
ま
い

ま
す
。
な
ん
と
密
は
、
再
び
官
界
へ
戻
っ
た
の
で
す
。

３
年
前
、
逓て

い

信し
ん

省し
ょ
う

が
新
設
さ
れ
、
通
信
分
野
と
と
も
に
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つ
ら
い
経
験
か
ら
学
ん
だ
福
祉
の
心

私
は
茨
城
県
の
牛う

し

久く

市
に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
ま

で
牛
久
で
過
ご
し
ま
し
た
。
実
家
は
農
家
で
、
家
の

中
に
囲
炉
裏
が
あ
り
、
私
は
赤
ん
坊
の
こ
ろ
そ
の
囲

炉
裏
に
落
ち
て
し
ま
い
、
顔
に
や
け
ど
を
負
い
ま
し

た
。
父
が
バ
イ
ク
で
病
院
に
運
ん
で
く
れ
た
そ
う
で

す
。
い
ま
の
医
療
な
ら
跡
が
残
ら
な
い
治
療
も
可
能

だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
目
元
に
大
き
な
し
み
が
残
り

ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
19
歳
で
結

婚
、
す
ぐ
に
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。
結
婚
が
人
よ
り

早
か
っ
た
の
は
、
や
け
ど
の
跡
が
残
る
自
分
に「
一

緒
に
人
生
を
歩
も
う
」
と
い
っ
て
く
れ
た
人
の
存
在

が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
左
官
業
の
夫
と
の
新
婚
生
活
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
私
の
成
人
式
の
前
日
に
、
夫
が
運

転
す
る
車
に
同
乗
し
て
交
通
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。

夫
婦
一
緒
に
し
ば
ら
く
入
院
、
幸
い
大
事
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
こ
と
は
い
ま
で
も
悔
い
が
残
り
ま
す
。

23
歳
で
長
女
が
生
ま
れ
、
３
年
後
に
長
男
、
さ
ら

に
３
年
後
に
次
男
が
誕
生
し
て
、
子
育
て
に
専
念
す

る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
育
児
の
手
が
少
し
離
れ
た

こ
ろ
知
人
が「
老
人
ホ
ー
ム
で
働
か
な
い
か
」
と
す

す
め
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
世
界
な

の
に
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を
覚
え
た
の
は
、
つ
ら
い

で
き
ご
と
の
な
か
で
も
だ
れ
か
に
助
け
て
も
ら
っ
て

い
ま
の
自
分
が
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
が
心
の
ど
こ
か

に
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

顔
写
真
を
撮
る
こ
と
に
少
し
た
め
ら
い
な
が
ら
も

快
く
応
じ
て
く
れ
た
鹿
島
田
さ
ん
。「
過
酷
な
で
き

ご
と
に
遭
遇
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
心
の
こ
も
っ
た
介

護
が
で
き
る
の
で
は
」
と
問
う
と
、「
仕
事
が
大
好

き
な
だ
け
で
す
」
と
笑
顔
で
応
じ
た
。

気
が
つ
け
ば
介
護
の
世
界
に

最
初
に
働
い
た
老
人
ホ
ー
ム
は
人
間
関
係
で
悩
ん

で
早
々
に
退
職
し
ま
し
た
。
た
だ
、
介
護
の
仕
事
は

自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
、
求
人
情
報
で
介
護
施

設
を
探
す
な
か
で
出
会
っ
た
の
が
、
千
葉
県
佐さ

倉く
ら

市

に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
白は

く

翠す
い

園え
ん

（
現
・
佐

倉
白
翠
園
）」
で
し
た
。
当
時
36
歳
で
し
た
が
、
幸

い
正
規
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
白
翠
園
」
は
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
開
所
以

来
、
地
域
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
お
り
、
そ
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
老
人
ホ
ー
ム
で
少
し
働
い
た
こ
と
が
あ
る
程
度

で
、
介
護
の
世
界
は
初
心
者
も
同
然
で
し
た
が
、
仕

事
を
す
る
な
か
で
学
ば
せ
て
も
ら
う
日
々
で
し
た
。

ま
た
、
何
度
も
試
験
に
落
ち
な
が
ら
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
取
得
で
き
、
少
し
は
成
長
で
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
白
翠
園
」
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
誠せ

い

友ゆ
う

会か
い

※　�瑞宝双光章……国家または公共に対し功労があり、公務等に長年にわたり従事し、成績をあげた方に授与される勲章

社会福祉法人誠友会
特別養護老人ホーム 

栄白翠園

介護職員

鹿
か

島
し ま

田
だ

 直
な お

子
こ

さん

　鹿島田直子さん（69歳）は、介護職の道一筋に 33 年間歩き続けてきた。
施設の利用者に寄り添った介護サービスの実践に対し、昨年には、瑞

ずい

宝
ほう

双
そう

光
こう

章
しょう

※

を受章した。介護の現場でいつも笑顔を絶やさない鹿島田さんが、生涯現役で 
働くことの喜びを語る。

105



高齢者に聞く

エルダー35

は
２
０
０
１
年
に
千
葉
県
印い

ん

旛ば

郡ぐ
ん

栄さ
か
え

町ま
ち

に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
栄さ

か
え

白は
く

翠す
い

園え
ん

」
を
開
所
し
、
私
は
異
動

で
新
天
地
に
移
り
ま
し
た
。
利
根
川
流
域
に
あ
る
栄

町
は
水
田
地
帯
が
広
が
り
、
施
設
の
近
く
で
は
ウ
グ

イ
ス
の
鳴
き
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
自
然
豊
か
な

町
で
大
好
き
な
仕
事
が
で
き
る
毎
日
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
早
い
も
の
で
介
護
の
仕
事
に
就
い
て
33
年
が

経
ち
ま
し
た
。

「
白
翠
園
」
と
い
う
名
前
は
、
雨
上
が
り
の
田
園

風
景
を
う
た
っ
た
中
国
の
詩
に
ち
な
ん
だ
と
の
こ

と
。
地
域
と
の
共
生
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
６
年
ほ

ど
前
か
ら
は
積
極
的
に
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け

入
れ
、
施
設
の
敷
地
内
に
は
実
習
生
の
住
居
も
整
備

さ
れ
て
い
る
。

心
に
寄
り
添
う
介
護
を
目
ざ
し
て

介
護
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
食
事
や
排
せ
つ
、
入

浴
な
ど
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
利
用
者
さ
ん
と
か

か
わ
り
ま
す
か
ら
、
つ
い
、
職
員
の
感
情
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
も
若
い
こ
ろ
は
、
と
き

ど
き
口
調
が
厳
し
く
な
っ
た
も
の
で
し
た
。
特
に
排

せ
つ
な
ど
で
う
ま
く
い
か
な
く
て
私
た
ち
が
い
ら
い

ら
す
る
と
利
用
者
さ
ん
も
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
や
さ
し
く
話
し
か
け
る
と
利
用
者
さ
ん
も

笑
顔
に
な
る
こ
と
が
、
長
年
経
験
を
積
む
な
か
で
よ

う
や
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
年
上
の
利
用

者
さ
ん
に
は
人
生
の
先
輩
に
対
す
る
尊
敬
を
忘
れ
な

い
こ
と
、
逆
に
私
よ
り
も
若
い
利
用
者
さ
ん
に
は
、

人
と
し
て
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
き
ま
し
た
。

利
用
者
さ
ん
は
職
員
の
こ
と
を
し
っ
か
り
見
て
い

ま
す
。
休
み
が
続
く
と
、「
病
気
で
も
し
て
い
た
の
」

と
心
配
し
て
く
れ
ま
す
。
最
近
は
、
休
み
が
続
く
と

き
は
対
話
が
で
き
る
人
た
ち
に
は
事
前
に
き
ち
ん
と

伝
え
て
い
ま
す
。
重
い
認
知
症
の
人
に
も
、
伝
わ
ら

な
く
て
も
よ
い
か
ら
同
じ
よ
う
に
必
ず
声
か
け
を
し

て
い
ま
す
。
理
解
で
き
な
い
よ
う
に
見
え
る
人
た
ち

も
、
本
当
は
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
忙
し
い
と
き
は
つ
い
つ

い
対
応
が
雑
に
な
っ
て
し
ま
い
、反
省
の
毎
日
で
す
。

い
ま
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
４
人
の
実
習
生
が
来
て
い

ま
す
が
、
彼
女
た
ち
の
て
い
ね
い
な
仕
事
ぶ
り
に
学

ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
。
母
国
を
離
れ
て
働
い
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
他
人
の
気
持
ち
が
身
に
染
み
て
わ
か
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
と
き
も
前
を
向
い
て

現
在
の
私
は
常
勤
パ
ー
ト
で
、
週
５
日
、
自
宅
か

ら
車
で
15
分
か
け
て
通
っ
て
い
ま
す
。
36
歳
で
正
規

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
は
嘱

託
職
員
で
、
65
歳
か
ら
夜
勤
の
な
い
パ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。
い
ま
は
早
番
と
日
勤
遅
番
の
勤
務
で
す
。

早
番
は
朝
６
時
30
分
か
ら
で
す
が
、
早
め
に
家
を
出

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
介
護
の
仕
事
は
体
力
が
必

要
な
の
で
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
男
性
職
員
が
増
え
て
入
浴
介
助
な
ど
の
仕
事

が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
短
期
間
で
離
職

す
る
人
も
多
く
、
介
護
現
場
は
慢
性
的
な
人
材
不
足

が
続
い
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
意
欲
的
に
働
け

る
よ
う
な
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
よ
い
な
と
、
思
い

ま
す
。

昨
年
、
瑞
宝
双
光
章
を
い
た
だ
い
た
と
き
、
あ
ら

た
め
て
長
い
間
介
護
現
場
で
働
き
続
け
て
こ
ら
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
利
用
者
さ
ん
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
楽
し
く
働
く
こ
と

を
目
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
お
誕
生
会
の
担
当
だ
っ
た

と
き
は
、
毎
月
の
誕
生
者
ポ
ス
タ
ー
に
切
り
絵
を
添

え
て
い
ま
し
た
。
係
で
は
な
い
い
ま
も
、
季
節
感
の

あ
る
切
り
絵
を
添
え
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
白
翠
園
」
は
、
お
誕
生
会
を
は
じ
め
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
職
員
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。私

は
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
に
顔
に
や
け
ど
を
負
い
、

成
人
式
の
前
日
に
自
動
車
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
を
話
す
と
何
か
不
幸
の
連
続
の
人
生
の
よ
う

で
す
が
、
３
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
小
学
生
の
孫
に
加
え
、
最
近
、
息
子
に
女
の
子
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
命
の
誕
生
が
、
生
き
る
と

い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

介
護
と
い
う
仕
事
も
、
思
え
ば
命
に
た
ず
さ
わ
る

仕
事
で
す
。
命
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
の
場

所
で
、
も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
か
と
、
明
日

も
ま
た
元
気
に
職
場
へ
向
か
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

1日
本
で
は
、
少
子
化
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
働
く

期
間
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
70
歳
ま
で
働

く
こ
と
が
企
業
の
努
力
義
務
に
な
っ
た
り
、
健
康
で
長

生
き
を
目
ざ
す
動
き
が
広
が
っ
た
り
。
そ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
歳
を
重
ね
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
変
わ
る
心

と
体
に
、
早
め
早
め
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に
と
っ
て
特
に
気
に
な
る
の

は
、
加
齢
と
と
も
に
増
え
る
病
気
の
リ
ス
ク
。
女
性
の

場
合
特
に
、
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
や
プ

ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
の
減
少
）
に
よ
っ
て
、
特
定
の
病
気
を

引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
、
心

血
管
疾
患
、
乳
が
ん
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
2
型
糖

尿
病
と
い
っ
た
病
気
も
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

た
り
、
医
療
の
力
を
う
ま
く
取
り
入
れ
た
り
す
れ
ば
、

リ
ス
ク
を
大
き
く
減
ら
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
女
性
の
健
康
課
題
に
対
す
る
意
識
を
持
ち
、
早
い

う
ち
か
ら
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

企
業
も
、
健
康
な
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
相
談

窓
口
や
情
報
提
供
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
で
も
、
ま

ず
は
自
分
の
体
は
自
分
で
知
る
こ
と
、
自
分
の
体
は
自

※１　�内閣府「令和4年版�高齢社会白書」および厚生労働省「令和5年（2023）人口動態統計（確定数）」をもとに推計
★　　本連載の第1回から最終回まで、当機構（JEED）ホームページでまとめてお読みいただけます
　　　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/series.html

分
で
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
加
齢
に
よ
る
病
気
や
女

性
特
有
の
健
康
の
変
化
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
学
ん
で

お
け
ば
、
未
来
の
健
康
リ
ス
ク
が
減
り
、
ご
自
身
が
望

む
人
生
に
近
い
人
生
を
過
ご
せ
る
可
能
性
が
高
く
な
る

で
し
ょ
う
。

加
齢
に
お
い
て

加
齢
に
お
い
て

気
を
つ
け
た
い
病
気
と
対
策

気
を
つ
け
た
い
病
気
と
対
策

2歳
を
重
ね
る
と
、
だ
れ
で
も
体
の
変
化
を
感
じ
る
も

の
で
す
。
男
女
共
通
で
リ
ス
ク
が
上
が
る
病
気
と
、
す

ぐ
に
始
め
ら
れ
る
対
策
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
無
理

な
く
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
心
血
管
疾
患
（
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
）

→
心
臓
と
血
管
を
い
た
わ
り
た
い

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
※1
、
65
歳
以
上
の
心
疾
患
に

よ
る
死
亡
率
は
全
体
の
約
３
倍
と
高
く
、
血
管
が
硬
く

な
っ
た
り
（
動
脈
硬
化
）、
血
圧
が
上
が
っ
た
り
（
高

　
高
齢
従
業
員
が
安
心
・
安
全
に
働
け
る
職
場
環
境
を
整
備
し
て
い
く
う
え
で
は
、
加
齢
に
よ
る
身
体

機
能
の
変
化
な
ど
に
よ
る
労
働
災
害
の
発
生
や
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
本
連
載
で
は
、
加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
が
ど
う
変
化
し
、
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
生
じ
る
の
か
、 

毎
回
テ
ー
マ
を
定
め
、専
門
家
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
終
回
の
テ
ー
マ
は「
加
齢
と
疾
病
」で
す
。

身
体
機
能

身
体
機
能
のの
変
化
変
化

安
全
・
健
康
対
策

安
全
・
健
康
対
策

とと

株
式
会
社
は
る
う
ら
ら 

代
表
／

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医
／

産
婦
人
科
専
門
医

 

高た
か

尾お 

美み

穂ほ

加
齢
と
疾
病

最終回
加齢
  による
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●
医
療
で
の
サ
ポ
ー
ト

　

�　
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬
で
、
心
臓

へ
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
心
筋
梗

塞
・
脳
卒
中
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め

の
取
組
み
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

②
糖
尿
病

→
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の
調
査
※2
で
は
、
65
歳
以

上
の
5
人
に
1
人
が
糖
尿
病
か
そ
の
予
備
軍
で
す
。
加

齢
に
よ
り
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
弱
く
な
る
こ
と
で
、

2
型
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま
す
。
男
性
の
ほ
う

が
糖
尿
病
を
発
症
し
や
す
い
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、
女

性
は
閉
経
後
に
内
臓
脂
肪
が
増
え
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク

が
上
が
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
女
性
の
糖
尿
病
有
症
率

は
約
15
〜
20
％
。
特
に
肥
満
女
性
の
有
症
率
は
一
般
人

口
の
２
〜
４
倍
に
達
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
※3
。

【
生
活
に
お
い
て
で
き
る
対
策
】

●
健
康
診
断

　

�　

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
6
・
5
％
未
満
が
望
ま
し
い
で

す
。
年
に
1
回
の
チ
ェ
ッ
ク
で
、
自
分
の
体
の
状
態

を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
事

　

�　

糖
質
は
1
日
１
３
０
ｇ
程
度
に
。
ご
飯
は
小
盛

り
、
野
菜
や
豆
を
た
っ
ぷ
り
。
甘
い
も
の
は「
ご
褒

美
」程
度
の
頻
度
に
抑
え
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
食
事
を

意
識
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
物
繊
維
を
1
日
30
ｇ

血
圧
）す
る
の
が
お
も
な
原
因
で
す
。
女
性
は
閉
経
前
、

つ
ま
り
50
歳
前
後
ま
で
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
血
管
を

守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
リ
ス
ク
が
そ
こ
ま
で
高
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
閉
経
後
は
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
守

ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
急
上

昇
し
ま
す
。
65
歳
以
上
の
女
性
の
心
筋
梗
塞
は
男
性
を

上
回
り
、
75
歳
以
上
で
は
心
血
管
疾
患
が
死
亡
原
因
の

半
分
以
上
を
占
め
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
活
に
お
い
て
で
き
る
対
策
】

●
食
事

　

�　
塩
分
は
1
日
６
ｇ
未
満
に
。
濃
い
味
つ
け
に
慣
れ

て
い
る
方
は
、
味
つ
け
の
方
法
を
見
直
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
外
食
は
塩
分
多
め
で
す
か
ら
、
ス
ー
プ
は

残
す
く
せ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
魚
や
野
菜
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
た
っ
ぷ
り
の
地
中
海
風
の
食
事
が
血
管
や

心
臓
に
や
さ
し
い
で
す
。

●
運
動

　

�　
週
に
１
５
０
分
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
軽
い
運

動
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
1
日
30
分
を
5
日
で
も
Ｏ

Ｋ
で
す
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
な
く
、
階
段
を
使

う
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
血
圧
チ
ェ
ッ
ク

　

�　
１
３
０
／
80
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満
を
目
ざ
し
て
、
毎
日

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
測
っ
て
記
録
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
血
圧
が
高
め
の
方
は
、
家
に
血
圧
計
が
あ
る
と

有
用
で
す
。

※2　�厚生労働省「令和4年�国民健康・栄養調査」
※3　�国際糖尿病連合（IDF）「糖尿病アトラス第10版」（2021年）
※4　国立がん研究センター「がん情報サービス『がん統計』」2020年データ（https://ganjoho.jp/reg_stat/index.html）

摂
る
と
、
糖
尿
病
発
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
体
重

　

�　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
kg
÷
身
長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）
を
18
・

5
〜
25
に
。
減
量
に
よ
っ
て
糖
尿
病
発
症
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
が
ん

→
早
め
の
気
づ
き
が
鍵

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
※4
、
60
歳
以
上

の
が
ん
罹
患
率
は
全
体
の
7
割
。
細
胞
の
修
復
力
が
落

ち
る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
は
特
に
乳

が
ん
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
分

泌
さ
れ
る
期
間
（
初
潮
か
ら
閉
経
ま
で
の
期
間
）
が
長

い
女
性
や
、
家
族
に
乳
が
ん
経
験
者
が
い
る
場
合
は
、

乳
が
ん
発
症
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
閉
経
後
の
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）も
、

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
さ
れ
ま

す
。
乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
の
9
人
に
1
人
が
経
験
す

る
病
気
で
す
。

が
ん
は
、
見
つ
け
る
の
が
早
け
れ
ば
命
を
落
と
さ
ず

に
す
み
ま
す
。
検
診
と
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
、
ご
自
身

の
安
心
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
に
お
い
て
で
き
る
対
策
】

●
禁
煙

　

�　
タ
バ
コ
は
肺
が
ん
リ
ス
ク
を
4
〜
5
倍
に
。
禁
煙

10
年
で
発
が
ん
リ
ス
ク
を
半
分
に
減
ら
す
こ
と
が
で

身体機能身体機能のの変化変化 安全・健康対策安全・健康対策とと加齢
  による
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④
骨
粗
し
ょ
う
症

→
骨
を
強
く
、
し
な
や
か
に

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
密
度
の
低
下
と
骨
質
の
劣
化

に
よ
り
骨
折
リ
ス
ク
が
高
ま
る
疾
患
で
す
。
骨
密
度
は

加
齢
に
よ
っ
て
毎
年
1
〜
2
％
減
少
し
、
日
本
骨
粗
鬆

症
学
会
に
よ
る
と
※5�

70
歳
代
の
女
性
で
約
３
人
に
１
人

（
約
33
％
）、60
歳
代
で
約
５
人
に
１
人（
約
20
％
）が

骨
粗
し
ょ
う
症
に
罹
患
し
て
い
ま
す
。
女
性
に
お
い
て

は
、
閉
経
後
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
減
少
が
骨
吸
収
を
加
速

さ
せ
、
骨
形
成
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。
エ
ス
ト

ロ
ゲ
ン
は
破
骨
細
胞
の
活
性
を
抑
制
す
る
た
め
、
そ
の

欠
乏
が
骨
量
減
少
を
促
進
し
ま
す
。

国
際
骨
粗
鬆
症
財
団
（
Ｉ
Ｏ
Ｆ
）
に
よ
る
と
※6
、
50

歳
以
上
の
女
性
の
3
人
に
1
人
が
骨
折
を
経
験
し
ま

す
。
転
倒
な
ど
に
よ
る
骨
折
は
生
活
の
質
を
落
と
す
だ

け
で
な
く
、
特
に
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
に
お
い
て
、
1

年
以
内
の
死
亡
率
は
20
〜
24
％
と
高
い
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
骨
密
度
の
計
測
に
よ
り
、
現
状
を

把
握
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
骨
は
あ
な
た
の

「
体
の
柱
」
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
と
運
動
で
、
い
つ
ま

で
も
し
っ
か
り
立
っ
た
り
歩
い
た
り
で
き
る
体
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
に
お
い
て
で
き
る
対
策
】

●
カ
ル
シ
ウ
ム

　

�　

１
日
６
５
０
〜
８
０
０
mg
を
、
牛
乳
な
ど
乳
製

品
や
小
魚
か
ら
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

　

�　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に
吸
収
さ
せ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
に

お
い
て
、
日
本
人
の
平
均
摂
取
量
は
推
奨
量
に
達
し

な
い
こ
と
が
多
い
※7
た
め
、
日
光
浴
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
活
用
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
1
日
15
〜
20
μ
ｇ
摂

取
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
よ
り
骨
密
度
低
下
を
抑
制
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
運
動

　

�　
週
2
回
程
度
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、

骨
密
度
低
下
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
週

に
3
回
程
度
の
重
量
負
荷
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

軽
い
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）
は
骨
密
度
を

１
〜
２
％
増
加
さ
せ
ま
す
。
運
動
習
慣
は
骨
に
対
し

て
有
効
で
す
。

●
医
学
的
な
サ
ポ
ー
ト

　

�　
整
形
外
科
で
は
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
（
ア
レ
ン
ド

ロ
ネ
ー
ト
な
ど
）の
薬
剤
が
選
択
肢
と
し
て
あ
げ
ら

れ
、
骨
吸
収
を
抑
制
し
、
大
腿
骨
骨
折
リ
ス
ク
が
約

50
％
低
減
し
ま
す
。
女
性
に
お
い
て
、
閉
経
後
早
期

に
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）
を
開
始
す
る
こ

と
で
骨
密
度
を
維
持
で
き
、
適
切
な
介
入
に
よ
っ
て

骨
折
リ
ス
ク
を
3
〜
5
割
減
ら
せ
ま
す
。

⑤
認
知
症

→
頭
を
す
っ
き
り
と
保
つ

厚
生
労
働
省
の
推
計
※8
で
は
、
65
歳
以
上
の
約
20
％

き
ま
す
。
ま
ず
は
「
１
日
1
本
減
ら
す
」
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
方
は
、
受
動
喫
煙

を
避
け
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
酒

　

�　
禁
酒
が
お
す
す
め
で
す
が
、
ま
ず
は
ビ
ー
ル
な
ら

１
日
６
０
０
ml
、
日
本
酒
な
ら
1
合
程
度
ま
で
に
抑

え
ま
し
ょ
う
。�

　
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
が
多
い
と
、
発
が
ん
リ
ス
ク

が
上
が
る
一
方
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
を
抑
え
る

こ
と
は
乳
が
ん
発
症
リ
ス
ク
が
下
が
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
検
診

　

�　
早
期
発
見
の
た
め
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、

年
に
一
度
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
の
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
2
年
ご
と

の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
の
検
診
と
、
月
1
度
の
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
は
お
風
呂
や
寝
る
前
な
ど
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
い
る
と
き
が
お
す
す
め
で
す
。

　

�　
し
こ
り
や
皮
膚
の
変
化
、
痛
み
な
ど
、
い
つ
も
と

違
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
乳
腺
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

●
生
活
習
慣

　

�　
体
重
管
理
は
と
て
も
重
要
で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
25
未

満
に
維
持
す
る
と
、
閉
経
後
乳
が
ん
リ
ス
ク
が
低
下

し
ま
す
。

※5　一般社団法人骨粗鬆症学会「骨粗鬆症の予防と治療のガイドライン�2015年版」
※6　International�Osteoporosis�Foundation「Facts&�Statistics」（https://www.osteoporosis.foundation/facts-statistics）
※7　厚生労働省「日本人の食事摂取基準（2020年版）『日本人の食事摂取基準』策定検討会報告書」
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（
約
７
０
０
万
人
）
が
認
知
症
に
罹
患
し
、
特
に
85
歳

以
上
で
は
発
症
率
が
40
％
超
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

女
性
は
男
性
よ
り
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
の
発

症
率
が
高
く
、
こ
れ
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
減
少
に
よ
っ
て

失
う
神
経
保
護
効
果
や
、
遺
伝
子
の
影
響
を
強
く
受
け

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ
タ

ン
パ
ク
質
の
蓄
積
が
脳
の
機
能
を
障
害
し
ま
す
。

【
生
活
に
お
い
て
で
き
る
対
策
】

●
睡
眠

　

�　
１
日
７
〜
８
時
間
、
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
と
る
こ

と
で
脳
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

●
脳
ト
レ

　

�　
週
3
回
以
上
の
記
憶
力
・
計
算
課
題
、
読
書
、
パ
ズ

ル
な
ど
脳
ト
レ
的
な
要
素
を
含
む
頭
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
が
、
認
知
症
予
防
に
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
運
動

　

�　
週
１
５
０
分
の
運
動
で
認
知
機
能
低
下
が
抑
制
さ

れ
る
ほ
か
、
血
圧
・
糖
尿
病
の
管
理
に
よ
り
Ａ
Ｄ
発

症
リ
ス
ク
を
低
下
で
き
る
た
め
、
Ａ
Ｄ
予
防
と
し
て

も
生
活
習
慣
の
見
直
し
は
大
切
で
す
。

●
友
人
と
の
時
間

　

�　
週
1
回
の
お
し
ゃ
べ
り
や
趣
味
の
集
ま
り
な
ど
社

会
へ
の
参
加
で
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
は
3
割
減
少
し

ま
す
。
社
交
的
な
活
動
が
お
す
す
め
で
す
。
脳
は

「
ち
ゃ
ん
と
使
お
う
と
思
え
ば
使
え
る
」
も
の
。
友

人
と
の
時
間
や
ち
ょ
っ
と
し
た
脳
ト
レ
で
、
い
つ
ま

で
も
す
っ
き
り
と
し
た
頭
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
身
体
機
能
の
低
下

→
動
け
る
体
を
大
切
に

身
体
機
能
面
に
お
い
て
の
加
齢
に
よ
る
変
化
と
し
て

は
、
骨
密
度
の
低
下
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
筋
肉
量

も
毎
年
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
筋
力
と
筋
肉
量
の
減
少

（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
）
は
意
識
的
な
運
動
習
慣
、
特
に
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
補
え
る
一
方
で
、
関
節
機
能
の
変

化
に
よ
り
慢
性
的
な
痛
み
を
経
験
す
る
女
性
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
変
形
性
関
節
症
の
有
病
率
は
65
歳
以
上

で
約
半
数
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
膝
の
可
動
域
が
低
下

し
、
動
作
が
制
限
さ
れ
、
痛
み
が
生
じ
る
こ
と
で
活
動

量
が
減
少
し
、
肥
満
や
筋
肉
量
減
少
の
原
因
と
な
り
、

さ
ら
に
身
体
機
能
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
、
と
い
っ
た

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
が
ち
で
す
。

仕
事
を
長
く
続
け
る
時
代
に
お
い
て
、
身
体
機
能
を

あ
る
程
度
の
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
は
必
須
不
可
欠
で

す
。

【
生
活
に
お
い
て
で
き
る
対
策
】

●
筋
ト
レ

　

�　
週
2
回
の
軽
い
筋
ト
レ
で
、
筋
力
を
キ
ー
プ
し
ま

し
ょ
う
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
腕
を
動
か
す
だ

け
で
も
筋
ト
レ
に
な
り
ま
す
。

●
関
節
ケ
ア

　

�　
毎
日
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
、
柔
軟
な
膝
や
股
関
節
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。
痛
み
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
整

形
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
動
く
習
慣

　

�　

意
識
的
に
階
段
を
使
っ
た
り
、
1
駅
分
歩
い
た

り
。
少
し
の
運
動
が
体
と
心
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま

す
。
体
は
、
意
識
的
に
動
か
す
こ
と
で
ち
ゃ
ん
と
応

え
て
く
れ
る
も
の
。
小
さ
な
一
歩
か
ら
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

加
齢
は「
自
分
を
大
切
に
す
る

加
齢
は「
自
分
を
大
切
に
す
る

チ
ャ
ン
ス
」

チ
ャ
ン
ス
」

3年
齢
を
重
ね
る
こ
と
は
、
体
の
変
化
と
の
出
会
い
と

も
い
え
ま
す
。
で
も
、
心
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
、
が
ん
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
認
知
症
、
身
体
機
能
の
低
下
、
ど
ん

な
病
気
も
、
毎
日
の
小
さ
な
習
慣
と
早
め
の
ケ
ア
で
、

リ
ス
ク
を
多
少
な
り
と
も
減
ら
せ
る
も
の
で
す
。運
動
、

食
事
、
睡
眠
と
い
っ
た
生
活
習
慣
、
定
期
的
な
健
康
診

断
や
が
ん
検
診
、
そ
し
て
友
人
と
の
時
間
、
ご
自
身
の

笑
顔
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
特
に
、
自
分
が
「
健
康
の
主
役
」
で
す
。

今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
を
ま
ず
は
一
つ
、
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

※8　厚生労働省「認知症施策の総合的な推進について」（2019年）

身体機能身体機能のの変化変化 安全・健康対策安全・健康対策とと加齢
  による



な
ど
を
理
由
と
し
て
、
解
雇
そ
の
他
の
不
利
益
取
扱

い
を
行
っ
た
場
合
も
、
同
様
に
不
当
労
働
行
為
に
該

当
し
ま
す（
同
法
第
7
条
第
4
号
）。

し
た
が
っ
て
、団
体
交
渉
の
継
続
中
に
つ
い
て
は
、

使
用
者
と
し
て
は
、
団
体
交
渉
に
は
誠
実
に
応
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
う
え
、
不
利
益
取
扱
い
に
つ
い
て

も
制
限
を
受
け
て
い
る
状
態
に
な
り
ま
す
。

団
体
交
渉
の
対
象
は
、
労
働
条
件
そ
の
他
団
体
交

渉
に
関
す
る
手
続
や
ル
ー
ル
な
ど
は
義
務
的
団
体

交
渉
事
項
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
使
用
者
が
拒
む

こ
と
は
で
き
ず
、
誠
実
交
渉
に
応
じ
る
必
要
が
あ
り

労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉

1労
働
組
合
法
は
、
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
つ

い
て
、
使
用
者
に
誠
実
交
渉
義
務
を
課
し
て
お
り
、

こ
れ
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
不
当
労
働
行
為（
同

法
第
7
条
第
2
号
）
と
し
て
、
労
働
委
員
会
へ
の
救

済
命
令
申
立
て
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
訴
訟
上
で
不
法

行
為
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
委
員
会
へ
の
申
立
て
等
を
し
た
こ
と

原
則
と
し
て
、
再
雇
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
対
応
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

交
渉
に
付
随
す
る
行
動
を
理
由
と
し
て
、
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
理
由
お
よ
び
社
会
通
念
上
の

相
当
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

A
団
体
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
な
か
で
、
再
雇
用
を
拒
否
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か

知
り
た
い

定
年
後
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
で
は
折
合
い
が
つ
か
ず
、
労
働
組
合
を
交
え
た

団
体
交
渉
に
応
じ
て
い
ま
す
。

会
社
と
し
て
団
体
交
渉
に
は
誠
実
に
応
じ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
当
該
社
員

が
団
体
交
渉
の
経
過
に
お
い
て
会
社
の
機
密
情
報
を
必
要
以
上
に
組
合
に
共
有
し
た
り
、
対
外

的
に
も
事
実
と
異
な
る
こ
と
を
取
引
先
に
も
伝
え
た
り
し
て
お
り
、
定
年
後
の
再
雇
用
を
継
続

す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

団
体
交
渉
が
継
続
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
再
雇
用
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ

う
か
。

Q 1

第 84回   団体交渉中の再雇用終了、偽装請負に基づく労働契約の成立
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本連載では、こうした法改正や重要判例の理解をはじめ、人事労務担当者に知ってもらいたい
労働法などを、Q＆A形式で解説します。

弁護士法人 ALG&Associates　執行役員・弁護士　家永 勲／弁護士　髙木勝瑛

2025.6 40

知っておきたい
労働法 A&Q



ま
す
。

定
年
後
の
労
働
条
件
は
、
労
働
条
件
の
一
種
で
あ

る
こ
と
か
ら
義
務
的
団
体
交
渉
事
項
と
し
て
対
象
に

な
る
と
こ
ろ
、
最
近
で
は
、
定
年
後
の
労
働
条
件
に

つ
い
て
、
外
部
の
労
働
組
合
に
加
入
し
て
団
体
交
渉

を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
、社
内
に
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
は
、

自
社
で
団
体
交
渉
に
対
応
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
お
ら

ず
、
前
述
し
た
団
体
交
渉
へ
の
誠
実
交
渉
義
務
な
ど

も
知
ら
な
い
ま
ま
対
応
を
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
労
働
組
合
か
ら
は
、
組
合
員
の

加
入
通
知
と
団
体
交
渉
の
申
入
書
が
届
き
、
団
体
交

渉
の
申
入
事
項
と
あ
わ
せ
て
団
体
交
渉
実
施
時
期
に

関
し
て
、
期
限
を
区
切
っ
て
回
答
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
の
で
、
労
働
組
合
か
ら
の
書
面
が

届
い
た
と
き
に
は
、
自
社
で
対
応
で
き
る
か
否
か
、

で
き
な
い
場
合
に
は
専
門
家
へ
の
相
談
な
ど
を
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

定
年
後
の
労
働
条
件
の
交
渉
と

再
雇
用
拒
絶

2労
働
組
合
か
ら
の
団
体
交
渉
事
項
と
し
て
、
あ
る

労
働
者
（
も
し
く
は
定
年
を
迎
え
る
労
働
者
全
般
に

つ
い
て
）
の
定
年
後
の
労
働
条
件
が
対
象
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

使
用
者
と
し
て
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
観
点

も
ふ
ま
え
つ
つ
、
な
ぜ
定
年
後
の
労
働
者
の
労
働
条

件
が
切
り
下
げ
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
説
明
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
、
定
年
後
に
継
続
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
、
定
年
後
に
継
続
雇
用
さ
れ
た

労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
通
常
の
労
働
者

よ
り
待
遇
を
下
げ
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
す
。

業
務
の
内
容
、
責
任
の
程
度
、
配
置
の
変
更
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
考
慮
し
て
通
常
の
労
働
者
と
の

相
違
が
不
合
理
な
も
の
で
な
け
れ
ば
差
が
生
じ
る
こ

と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
均
衡
の
と
れ
た
も
の
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
に
注
意
し
て
定
年
後
の
労
働
条
件

を
提
示
し
誠
実
な
交
渉
を
尽
く
し
て
い
た
と
し
て

も
、
労
働
組
合（
ま
た
は
そ
の
組
合
員
）
が
希
望
す

る
内
容
で
は
合
意
に
至
ら
ず
結
論
に
齟
齬
が
あ
れ

ば
、
労
働
組
合
に
よ
る
労
働
委
員
会
へ
の
救
済
申
立

て
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

裁
判
例
の
紹
介

3団
体
交
渉
の
経
緯
も
ふ
ま
え
て
、
再
雇
用
を
拒
絶

す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
相
当
に
慎
重
な

判
断
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
参
考
と
な
る

過
去
の
裁
判
例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
東
京

地
裁
令
和
6
年
3
月
27
日
判
決
）。

事
案
と
し
て
は
、
定
年
後
再
雇
用
対
象
と
な
っ
て

い
た
労
働
者
に
つ
い
て
、
労
働
組
合
を
通
じ
た
団
体

交
渉
を
継
続
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
不
適
切
な
行
動
が

度
重
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
契
約
を
終
了
す
る
た

め
に
定
年
後
再
雇
用
を
更
新
し
な
い
旨
を
通
知
し
た

と
い
う
事
案
で
す
。

不
適
切
な
行
動
の
内
容
が
重
要
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
会
社
が
指
示
し
た
シ
ス
テ
ム
連
携
に
必
要
な
シ

ス
テ
ム
構
築
の
委
託
先
と
、
当
該
シ
ス
テ
ム
連
携
で

協
力
が
必
要
な
倉
庫
業
者
と
の
打
合
せ
や
具
体
的
な

業
務
遂
行
を
遅
々
と
し
て
進
行
さ
せ
ず
、
最
終
的
に

は
信
用
を
喪
失
さ
せ
て
倉
庫
の
保
管
契
約
を
解
除
さ

れ
る
に
至
っ
た
こ
と
や
、
日
常
的
な
対
応
と
し
て
報

告
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
こ
と
を
無
視
し
て
返
答
す

ら
せ
ず
、
改
善
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
で

し
た
。
特
殊
な
背
景
事
情
と
し
て
は
、
移
管
対
象
の

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
労
働
者
本
人
が
構
築
に
関
与

し
て
お
り
、
仕
組
み
や
操
作
方
法
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

な
い
状
態
で
、
労
働
者
本
人
の
協
力
が
シ
ス
テ
ム
移

管
に
必
要
だ
っ
た
と
い
う
点
も
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
委
託
先
と
倉
庫
業
者

と
の
打
合
せ
に
お
い
て
、
当
該
労
働
者
が
①
移
管
に

関
す
る
必
要
性
が
社
内
で
共
有
さ
れ
て
お
ら
ず
混
乱

し
て
い
る
こ
と
、
②
当
面
の
間
は
現
行
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
い
こ
と
、
③
会
社
と
は
こ
れ
ま
で
労
働
条

件
に
関
し
て
何
度
か
裁
判
に
な
っ
た
こ
と
や
現
在
も

裁
判
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
会
社
の
意
向
と
は
異
な
る

内
容
を
伝
え
た
結
果
、
シ
ス
テ
ム
会
社
の
担
当
者
か

ら
当
該
労
働
者
が
や
り
た
く
な
い
と
い
っ
て
い
る
よ

う
に
し
か
聞
こ
え
ず
非
常
に
困
っ
て
い
る
、
こ
の
ま

ま
で
は
進
め
ら
れ
な
い
と
返
答
さ
れ
、
そ
の
後
、
労

働
組
合
の
執
行
委
員
長
か
ら
こ
れ
ら
の
企
業
宛
に
労

働
委
員
会
で
審
理
さ
れ
て
い
る
事
件
の
速
記
録
を
送

付
さ
れ
る
な
ど
し
た
結
果
、
倉
庫
の
保
管
契
約
な
ど
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も
含
め
て
解
除
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

裁
判
所
は
、労
働
者
お
よ
び
労
働
組
合
の
行
為
を
、

シ
ス
テ
ム
移
管
の
計
画
を
頓
挫
さ
せ
る
目
的
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
労
働
者
が
シ
ス
テ
ム
会
社
お
よ
び
倉

庫
業
者
に
伝
え
た
内
容
も
計
画
を
頓
挫
さ
せ
る
こ
と

を
ね
ら
っ
た
行
動
と
評
価
さ
れ
、
再
雇
用
契
約
を
更

新
し
な
い
こ
と
に
は
客
観
的
か
つ
合
理
的
な
理
由
と

社
会
通
念
上
の
相
当
性
が
あ
る
も
の
と
認
め
、
契
約

の
終
了
を
認
め
ま
し
た
。

団
体
交
渉
に
お
い
て
も
、
シ
ス
テ
ム
移
管
の
計
画

自
体
の
合
理
性
や
妥
当
性
が
交
渉
事
項
と
関
連
さ
せ

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
更
新
拒
絶
す
る
と
い
う

判
断
に
は
困
難
が
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
た
と
え
団
体
交

渉
継
続
中
と
い
え
ど
も
、労
働
時
間
中
に
つ
い
て
は
、

通
常
通
り
の
労
務
提
供
が
必
要
で
す
。
団
体
交
渉
中

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
常
業
務
に
お
け
る
労
務
提

供
に
不
備
が
著
し
い
状
況
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
再

雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
判
断
も
許
容
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
偽
装
請
負
と
し
て
法
令
違
反
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
偽
装
請
負

は
、
違
反
者
に
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
っ
た
罰
則
が
あ

る
ほ
か
、
労
働
者
と
の
間
の
直
接
契
約
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

A
業
務
委
託
先
の
従
業
員
に
対
す
る
指
示
は
問
題
に
な
る
の
か
知
り
た
い

当
社
は
、
長
い
間
、
他
社
に
あ
る
業
務
を
委
託
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
会
社
の
従
業
員

に
対
す
る
指
示
や
労
働
時
間
に
関
す
る
指
示
、
服
務
規
律
に
関
す
る
指
示
な
ど
は
当
社
が
行
っ

て
い
ま
す
。
何
か
問
題
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

Q 2偽
装
請
負
と
は

1他
社
に
労
働
力
を
供
給
す
る
、
い
わ
ゆ
る
労
働
者

供
給
事
業
は
、
こ
れ
を
自
由
に
許
し
て
し
ま
う
と
労

働
者
に
対
す
る
不
当
な
搾
取
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

た
め
、
法
律
で
許
さ
れ
た
場
合
の
み
許
容
さ
れ
ま
す

（
労
働
基
準
法
第
6
条
、
職
業
安
定
法
第
44
条
）。
ま

た
、
労
働
者
供
給
事
業
の
一
つ
で
あ
る
労
働
者
派
遣

は
、許
可
を
受
け
た
業
者
の
み
行
え
る
も
の
と
し
て
、

無
許
可
業
者
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す（
労
働
者
派
遣
法
第
5
条
第
1
項
）。

そ
し
て
、
偽
装
請
負
と
は
、
実
質
的
に
み
れ
ば
労

働
者
派
遣
（
労
働
者
供
給
）
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
形
式
的
に
は
請
負
契
約
や
業
務
委
託
契
約
を
締

結
す
る
な
ど
の
方
法
を
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
的
規

制
を
免
れ
よ
う
と
す
る
行
為
を
い
い
ま
す
。
偽
装
請

負
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
1
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
規
定
さ
れ
て
お

り
（
職
業
安
定
法
第
44
条
、64
条
）、
ま
た
、
偽
装
請

負
の
目
的
を
も
っ
て
偽
装
請
負
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
労
働
者
と
の
直
接
雇
用
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す（
労
働
者
派
遣
法
第
40
条
の
6
第
1
項

5
号
）。裁

判
例
の
紹
介

2⑴
　
事
案
の
概
要

偽
装
請
負
に
よ
る
直
接
雇
用
が
認
め
ら
れ
た
裁
判

例
と
し
て
、
東
リ
事
件
（
大
阪
高
裁
令
和
3
年
11
月

4
日
判
決
）が
あ
り
ま
す
。

本
件
で
は
、
床
材
の
製
造
な
ど
を
目
的
と
す
る
会

社
で
あ
る
Ａ
社
が
、
巾は

ば

木き

、
床
材
の
製
造
の
請
負
業

務
な
ど
を
目
的
と
す
る
Ｂ
社
と
の
間
で
、
巾
木
の
製

造
お
よ
び
加
工
に
関
し
て
、
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
、
Ｂ
社
に
雇
用
さ
れ
た
従
業
員
ら
は
、
Ａ
社
の
工

場
に
お
い
て
巾
木
工
程
な
ど
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
Ａ
社
と
Ｂ
社
は
、

業
務
委
託
契
約
を
労
働
者
派
遣
契
約
に
切
り
替
え
、
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契
約
期
間
満
了
を
も
っ
て
従
業
員
ら
を
整
理
解
雇
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
労
働
者
ら
は
、
本
件
の
業
務
委
託
契
約

が
派
遣
法
第
40
条
の
6
第
1
項
5
号
に
該
当
す
る
と

し
て
、
Ａ
社
か
ら
の
直
接
雇
用
の
申
込
み
を
承
諾
す

る
旨
の
意
思
表
示
を
行
い
、
Ａ
社
と
の
労
働
契
約
上

の
地
位
の
確
認
な
ど
を
求
め
、
訴
訟
を
提
起
し
ま
し

た
。
①
偽
装
請
負
の
状
態
に
あ
っ
た
か
、
②
偽
装
請

負
の
目
的
が
あ
っ
た
か
が
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

⑵
　
偽
装
請
負
該
当
性

裁
判
例
は
、「
請
負
人
に
よ
る
労
働
者
に
対
す
る

指
揮
命
令
が
な
く
、
注
文
者
が
そ
の
場
屋
内
に
お
い

て
労
働
者
に
直
接
具
体
的
な
指
揮
命
令
を
し
て
作
業

を
行
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
請
負
人
と
注

文
者
と
の
間
に
お
い
て
請
負
契
約
と
い
う
法
形
式
が

採
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
請
負
契
約
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と
し
た
う
え
で
、「
労
働

者
派
遣
と
請
負
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
…
…『
労

働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ
る
事
業
と
の

区
分
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
告
示
』
が
公
表
さ
れ

て
」お
り
、
こ
れ
を
参
照
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
件
で
は
、
Ｂ
社
は
、
業
務
の
遂
行
方

法
に
関
す
る
指
示
そ
の
ほ
か
の
管
理
を
自
ら
行
っ
て

い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
Ｂ
社
が
自
己
の
従

業
員
の
労
働
時
間
管
理
を
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
、
Ｂ
社
が
Ａ
社
か
ら
製
品
の
不
具
合
に
関

し
て
請
負
人
と
し
て
の
法
的
責
任
の
履
行
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
、
原
材
料
や
製
造
機
械
を
自

己
の
責
任
や
負
担
で
調
達
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
と
い
っ
た
事
情
を
認
定
し
、
偽
装
請
負
の

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
肯
定
し
ま
し
た
。

⑶
　
偽
装
請
負
の
目
的

ま
た
、
裁
判
例
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
40
条
の
６

の
規
定
の
制
度
趣
旨
に
つ
い
て
、「
違
法
派
遣
の
是

正
に
当
た
っ
て
、
派
遣
労
働
者
の
希
望
を
踏
ま
え
つ

つ
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
違
法
派
遣
を
受
け
入
れ
た
者
に
対
す
る
民
事

的
な
制
裁
と
し
て
、
当
該
者
が
違
反
行
為
を
行
っ
た

時
点
に
お
い
て
、
派
遣
労
働
者
に
対
し
労
働
契
約
の

申
込
み
を
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
労
働

者
派
遣
法
の
規
制
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
し
、
労
働
者
派
遣
法
第
40
条
の
６
第
１
項
５

号
に
つ
い
て
、「
特
に
偽
装
請
負
等
の
目
的
と
い
う

主
観
的
要
件
を
付
加
し
た
も
の
」で
あ
り
、「
偽
装
請

負
等
の
状
態
が
発
生
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
直
ち
に

偽
装
請
負
等
の
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
認
す
る
こ

と
は
相
当
で
は
な
い
」が
、「
日
常
的
か
つ
継
続
的
に

偽
装
請
負
等
の
状
態
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
特
段
の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、…
…

偽
装
請
負
等
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が

ら
、
組
織
的
に
偽
装
請
負
等
の
目
的
で
当
該
役
務
の

提
供
を
受
け
て
い
た
も
の
と
推
認
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
」と
判
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
提
に
、
本
件
で
は
、
日
常
的
か
つ
継
続

的
に
偽
装
請
負
等
の
状
態
を
続
け
て
い
た
と
し
て
、

偽
装
請
負
の
目
的
が
肯
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
結
論
と
し
て
、
Ａ
社
と
従
業
員
と
の
直
接

雇
用
を
認
め
ま
し
た
。

終
わ
り
に

3本
裁
判
例
は
、
①
偽
装
請
負
該
当
性
の
判
断
に
あ

た
っ
て
、「
労
働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ

れ
る
事
業
と
の
区
分
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
告

示
」（
昭
和
61
年
労
働
省
告
示
第
37
号
。
平
成
24
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
５
１
８
号
に
よ
る
改
正
後
の
も

の
）
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
、
②
偽
装
請
負
の
目
的

の
認
定
に
際
し
て
、
日
常
的
か
つ
継
続
的
に
偽
装
請

負
等
の
状
態
を
続
け
て
い
た
場
合
に
は
、
特
段
の
事

情
が
な
い
か
ぎ
り
、
偽
装
請
負
目
的
を
推
認
す
る
と

い
う
考
え
方
を
採
用
し
た
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

他
社
に
業
務
委
託
を
す
る
場
合
に
は
、
少
な
く
と

も
、
上
記
告
示
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ
う
。
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　「生涯現役社会」に向け、ミドル・シニア世代の“学び直し”が注目されています。しかし、 　「生涯現役社会」に向け、ミドル・シニア世代の“学び直し”が注目されています。しかし、 
その重要性は理解しつつも「勉強のやり方がわからない」、「モチベーションが続かない」と その重要性は理解しつつも「勉強のやり方がわからない」、「モチベーションが続かない」と 
いう人は多く、ミドル・シニアを雇用する企業でも、いかにして学び直しを促進するか模索いう人は多く、ミドル・シニアを雇用する企業でも、いかにして学び直しを促進するか模索
が続いています。そこで本連載では、１万人の脳を診断した脳内科医・医学博士として、脳が続いています。そこで本連載では、１万人の脳を診断した脳内科医・医学博士として、脳
を鍛える方法などに関する著書も多く執筆されている加藤俊徳先生に、脳の機能や加齢に を鍛える方法などに関する著書も多く執筆されている加藤俊徳先生に、脳の機能や加齢に 
よる変化、ミドル・シニアの学びのポイントなどについてお話しいただきます。よる変化、ミドル・シニアの学びのポイントなどについてお話しいただきます。

10代と50・60代の脳の違いとは？

株式会社脳の学校 代表／加藤プラチナクリニック 院長　加
か

藤
と う

俊
と し

徳
の り

第 1回

新連載
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脳
は
一
生
成
長
し
続
け
る

脳
は
一
生
成
長
し
続
け
る

「
年
齢
と
と
も
に
体
力
が
低
下
す
る
よ
う
に
、
脳
も

衰
え
る
」と
考
え
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
す
。
脳
の
成
長
は
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
右
肩
上
が
り
で
す
。
私
自
身
は
約
20
年
前
に『
老

化
に
挑
む
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
テ
レ
ビ
番
組
の
監
修

に
た
ず
さ
わ
り
、
１
０
０
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
の

事
例
を
見
た
と
き
に
確
信
し
ま
し
た
。
１
０
０
歳
に

な
っ
て
も
、
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
る
の
で

す
。
１
０
０
歳
で
学
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
支

え
て
い
る
脳
の
仕
組
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
際
、「
超ち

ょ
う

頭と
う

頂ち
ょ
う

野や

」
と
呼
ば
れ
る
脳
の
部
位
は
、

人
間
だ
け
に
備
わ
っ
た
、
情
報
を
分
析
し
て
理
解
す
る

と
き
に
働
く
高
次
脳
機
能
を
司
り
、
40
代
で
成
長
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
実
行
力
や
判
断
力
を
司
る
「
超ち

ょ
う

前ぜ
ん

頭と
う

野や

」
の
ピ
ー
ク
は
50
代
。
脳
が
一
生
成
長
し
続
け

る
こ
と
は
、脳
科
学
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

脳
の
成
人
式
は

脳
の
成
人
式
は
3030
歳歳

人
の
身
長
は
20
歳
ぐ
ら
い
ま
で
伸
び
ま
す
が
、
身
長

が
伸
び
る
と
同
時
に
頭
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
頭
が
大

き
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
脳
み
そ
が
増
え
、
重
く
な

る
と
い
う
こ
と
。
脳
の
重
量
は
、女
性
だ
と
16
～
18
歳
、

男
性
で
20
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
10
代
で
は
毎
日
、
脳
が
大
き
く
重
く
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
脳
の
量
が
増
え
て
い
く
期
間
で
す
。

20
歳
ま
で
は
、
脳
の
基
本
的
な
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ

る
時
期
で
、
20
歳
を
超
え
た
あ
と
は
、
量
は
変
わ
ら
ず

「
質
」を
よ
く
す
る
こ
と
で
脳
が
成
長
し
ま
す
。
脳
が

構
造
上
「
大
人
に
な
っ
た
」と
い
う
状
態
に
な
る
の
は

30
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
つ
ま
り
「
脳
の
成
人
式
は
30
歳
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
脳
の「
質
」と
は
何
か
と
い
う
と
、
脳
の
中

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
神
経
細
胞
と
神
経
細
胞
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
私
は
こ
れ
を「
脳
の
枝
ぶ
り
」と

呼
ん
で
い
ま
す
。
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
質
を
高
め
、

枝
ぶ
り
を
よ
く
す
る
仕
組
み
は
、
50
・
60
代
に
な
っ
て

も
、
１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

「
脳
の
枝
ぶ
り
」
が
よ
く
な
り

「
脳
の
枝
ぶ
り
」
が
よ
く
な
り

脳
は
成
長
す
る

脳
は
成
長
す
る

脳
の
中
で
、
高
次
脳
機
能
を
生
み
出
す
場
所
は「
大だ

い

脳の
う

」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
大
脳
は
神
経
細
胞
で
で
き
た

「
皮ひ

質し
つ

」で
覆
わ
れ
て
い
て
、
内
側
に
は
神
経
線
維
で

で
き
た「
白は

く

質し
つ

」が
あ
り
、
こ
の
白
質
が
皮
質
同
士
を

つ
な
ぐ
役
割
を
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
が
何
か
を
見
聞
き
し
て
脳
に
情
報
を
取
り
入
れ
る
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重
ね
た「
大
人
脳
」で
優
勢
に
な
る
の
が
有
意
味
記
憶
。

50
・
60
代
で
は
、
耳
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
記
憶
す
る
よ

り
先
に
、「
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
？
」
と

い
う
疑
問
が
わ
き
、
意
味
を
理
解
し
て
か
ら
記
憶
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
記
憶
か
ら
理
解
」す
る
の
が
無
意
味
記
憶
の
仕
組

み
で
、「
理
解
か
ら
記
憶
」す
る
の
が
有
意
味
記
憶
の

仕
組
み
。
こ
こ
が
50
・
60
代
と
10
代
の
脳
と
の
大
き
な

違
い
で
す
。
聞
い
た
そ
の
ま
ま
を
記
憶
す
る
、
見
た
ま

ま
を
記
憶
で
き
る
10
代
と
違
っ
て
、
50
・
60
代
が
記
憶

す
る
た
め
に
は
陰
圧
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
脳
の
陰
圧
に
な
る
の
が「
好
奇
心
」や「
理
由
づ
け
」。

あ
る
い
は「
深
い
疑
問
」な
ど
で
す
。
生
き
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
強
く
し
、
情
報
を
脳
の
中
に
引
き
込
む
陰
圧

を
強
く
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
50
・
60
代
の
脳
は
鍛
え

ら
れ
ま
す
。

「
大
人
脳
」
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ

「
大
人
脳
」
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ

記
憶
力
の
低
下
も
物
覚
え
の
悪
さ
も
、
加
齢
に
よ
る

脳
の
老
化
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
50
・
60
代
の
学

び
で
は
ま
ず
、「
大
人
脳
」の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
し
っ

か
り
理
解
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。
10
代
の

「
学
生
脳
」と
、
い
ま
の
「
大
人
脳
」
で
は
仕
組
み
が
変

わ
っ
て
い
て
、
10
代
と
同
じ
勉
強
法
で
学
ん
で
も
、
費

や
し
た
時
間
に
比
例
す
る
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

方
で
、
大
人
に
は
大
人
な
り
の
脳
の
使
い
方
が
あ
り
、

そ
れ
が
で
き
れ
ば
学
生
時
代
よ
り
も
記
憶
力
を
高
め
る

こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

学
び
に
お
い
て
50
・
60
代
の
優
位
性
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
50・60
代
で「
自
分
に
は
学
歴
が
な
い
か
ら
」、

「
私
は
た
い
し
た
仕
事
を
し
て
き
て
い
な
い
か
ら
」な

ど
と
い
う
人
も
多
い
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
違
い

ま
す
。
50
・
60
代
に
な
る
ま
で
に
、
自
分
が
何
度
目
覚

め
て
、
何
度
食
事
を
し
て
き
た
か
、
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
だ
れ
も
が
そ
の
間
に
、
多
く
を
学
ん
で
き
て
い

る
の
で
す
。

そ
う
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
学
ん
で
き
た
こ
と

に
対
す
る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
経
験
し
て
い
な
い
新
し
い
分
野
で
の
リ
ス
キ
リ

ン
グ
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
忘
れ
て
い
る
学
び

直
し
が
、
自
分
の
人
生
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
で
す
。
自
分

が
人
生
で
得
た
も
の
を
、
も
う
一
度
理
解
し
直
す
と
い

う
こ
と
こ
そ
、
私
は
必
要
な
リ
ス
キ
リ
ン
グ
だ
と
思
い

ま
す
。

新
し
い
分
野
で
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
と
も
に
、
自
分

の
人
生
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
、
50・60
代
は
、

さ
ら
に
学
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

�

（
取
材
・
文　
沼
野
容
子
）

と
、
脳
内
の
白
質
が
伸
び
て
太
く
な
り
ま
す
。
白
質
が

変
化
す
る
と
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
皮
質
の
細
胞
も
成
長

し
、
表
面
積
が
広
が
り
ま
す
。
こ
れ
が「
脳
の
枝
ぶ
り

が
よ
く
な
る
」と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
簡
単
に
い
え

ば
、
脳
に
情
報
を
取
り
込
め
ば
取
り
込
む
ほ
ど
、
枝
ぶ

り
を
よ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

逆
に
、
年
齢
を
重
ね
、
加
齢
を
理
由
に
学
ぶ
こ
と

を
諦
め
た
り
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
こ
と
を
億
劫

が
っ
た
り
し
て
い
る
と
、
脳
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

鈍
化
し
て
、「
脳
の
お
じ
さ
ん
化
」が
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

「
学
生
脳
」
と
「
大
人
脳
」
の
仕
組
み
の
違
い

「
学
生
脳
」
と
「
大
人
脳
」
の
仕
組
み
の
違
い

10
代
と
50
・
60
代
の
脳
の
一
番
の
違
い
は
、「
無
意

味
記
憶
」
と
「
有
意
味
記
憶
」で
す
。
無
意
味
記
憶
は
、

意
味
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
聞
い
た
も
の
を
い
っ
た
ん

脳
内
に
入
れ
て
吸
収
す
る
と
い
う
も
の
。
聴
覚
か
ら
記

憶
へ
と
つ
な
が
る
ル
ー
ト
が
強
く
て
使
い
や
す
く
な
っ

て
い
る
、
10
代
の「
学
生
脳
」で
は
、
無
意
味
記
憶
が

主
体
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
年
齢
を
重
ね
て
経
験
値
が
上
が
り
、
蓄
積

さ
れ
た
情
報
量
が
増
え
る
と
、
感
情
系
や
思
考
系
の
新

た
な
ル
ー
ト
が
広
が
り
、
学
生
脳
で
の
ル
ー
ト
が
徐
々

に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
年
齢
を
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第58回

今
回
は
、
労
働
生
産
性
と
労
働
分
配
率
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
す
。
両
方
と
も
人
事
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る

賃
金
水
準
や
働
き
方
に
密
接
に
か
か
わ
る
指
標（
判
断・

評
価
の
基
準
や
目
安
）
で
す
。

労
働
生
産
性
は
労
働
者
の
成
果
を

指
標
化
し
た
も
の

ま
ず
は
、
労
働
生
産
性
か
ら
み
て
い
き
ま
す
が
、
労

働
生
産
性
の
定
義
の
前
に
そ
も
そ
も
生
産
性
と
は
何
か

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
の
生
産
性
向
上
の
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
る
公

益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
に
よ
る
と
生
産
性
の
代

表
的
な
定
義
を
「
生
産
諸
要
素
の
有
効
利
用
の
度
合
い

で
あ
る
」
と
し
、
あ
る
モ
ノ
を
つ
く
る
産
出
に
あ
た
り

投
入
す
る
生
産
諸
要
素
が
ど
れ
だ
け
効
果
的
に
使
わ
れ

て
い
る
か
を
割
合
で
示
し
た
も
の
が
生
産
性
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
算
式
で
あ
ら
わ
す
と
「
生
産
性
＝
産
出

（output
）÷
投
入
（input

）」と
な
り
ま
す
。
こ
こ

で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
生
産
諸
要
素
と
は
何
か
で
す
が
、

モ
ノ
を
つ
く
る
際
に
必
要
と
な
る
機
械
設
備
、
土
地
、

建
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
材
料
、
そ
し
て
人
が
行
う
労

働
な
ど
に
な
り
ま
す
。

労
働
生
産
性
は
、
投
入
す
る
生
産
諸
要
素
を
労
働
の

視
点
か
ら
と
ら
え
た
も
の
で
※１
、
労
働
者
１
人
あ
た
り
、

あ
る
い
は
労
働
１
時
間
あ
た
り
で
ど
れ
だ
け
成
果
を
生

み
出
し
た
か
を
示
す
も
の
で
す
。
同
じ
労
働
量
で
多
く

の
モ
ノ
を
生
産
し
た
り
、
少
な
い
労
働
量
で
同
じ
量
の

モ
ノ
を
生
産
す
る
と
労
働
生
産
性
が
向
上
し
た
状
態
と

い
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
測
る
た
め
に
は
、
お
も
に
二

つ
の
方
法
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

・�

物
的
生
産
性
…
産
出
部
分
を
生
産
す
る
モ
ノ
の
大

き
さ
や
重
さ
、
あ
る
い
は
個
数
な
ど
と
い
っ
た
物

量
に
し
た
も
の

・�

付
加
価
値
生
産
性
…
産
出
部
分
を
企
業
が
新
し
く

生
み
出
し
た
金
額
ベ
ー
ス
の
価
値
＝
付
加
価
値
額
※２

に
し
た
も
の

先
ほ
ど
の
算
式
に
あ
て
は
め
る
と
、
「
労
働
生
産
性
＝

産
出
（
生
産
量
／
付
加
価
値
額
）
÷
投
入
（
労
働
者

数
×
労
働
時
間
）」で
労
働
者
１
時
間
あ
た
り
の
生
産

性
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
労
働
生
産
性
で
す
が
、
他
国
と
比
較
し
て
低
い

こ
と
が
し
ば
し
ば
報
道
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
生
産
性
本
部
が
公
表
し
て
い
る
『
労
働
生
産
性
の
国

際
比
較
２
０
２
４
』
と
い
う
資
料
を
参
照
す
る
と
、
２
０

２
３（
令
和
５
）年
の
日
本
の
１
時
間
あ
た
り
労
働
生
産

性（
付
加
価
値
生
産
性
）は
56
・
８
ド
ル
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
※３

加
盟
38
カ
国
中
29
位
と
い
う
状
況
で
す
。
主
要
先
進
７

カ
国
※４
で
順
位
を
比
較
し
た
グ
ラ
フ
で
経
年
を
確
認
し

て
も
、
１
９
７
０（
昭
和
45
）年
以
降
日
本
は
最
下
位
、

ま
た
２
０
１
８（
平
成
30
）年
21
位
だ
っ
た
も
の
が
２
０

２
２
年
に
は
31
位（
２
０
２
３
年
29
位
）と
近
年
の
落

ち
込
み
が
大
き
い
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

「労働生産性・労働分配率」

※１　�このほかの生産性には、資本の視点からとらえた「資本生産性」や投入した生産諸要素すべてに対してどのくらい生産されたかの視点でとらえた「全要素生産性」が
ある

※２　付加価値とは、生産額（売上高）から原材料費や外注加工費、機械の修繕費、動力費など外部から購入した費用を除いたもの
※３　経済協力開発機構（Organisation�for�Economic�Co-operation�and�Development）。国際的な経済協力と発展を目的とした政府間組織のこと
※４　米国・フランス・ドイツ・イタリア・英国・カナダ・日本が対象
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同
資
料
に
一
人
あ
た
り
労
働
生
産
性
比
較
も
あ
り
ま
す

が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
38
カ
国
中
32
位
と
い
う
状
況
で
、

日
本
の
労
働
生
産
性
は
指
摘
の
通
り
“
低
い
”
と
い
え

ま
す
。

労
働
分
配
率
は
人
件
費
へ
の
還
元
度
合
い
を

指
標
化
し
た
も
の

次
に
、労
働
分
配
率
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

労
働
分
配
率
は
、「
付
加
価
値
額
に
占
め
る
人
件
費
の

割
合
」で
、
労
働
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
価
値
が
従

業
員
に
ど
の
程
度
還
元
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。
こ
こ
で
の
人
件
費
に
は
、
従
業
員
の
基
本
的
な

賃
金
で
あ
る
給
与
・
賞
与
の
ほ
か
、
退
職
金
や
法
定
福

利
費（
社
会
保
険
料
、
労
働
保
険
料
等
）、福
利
厚
生
費

（
健
康
診
断
費
用
、
慶
弔
見
舞
金
、
懇
親
会
費
な
ど
会

社
が
独
自
に
取
り
組
む
福
利
厚
生
の
費
用
）、教
育
研

修
費
、
役
員
報
酬
な
ど
従
業
員
を
雇
用
す
る
に
あ
た
り

か
か
る
費
用
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
ま
す
。

算
式
で
示
す
と
、「
労
働
分
配
率
＝
人
件
費
÷
付
加

価
値
額
」で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
労
働
分
配
率

の
見
方
に
つ
い
て
は
、
労
働
生
産
性
の
よ
う
に「
高
い

状
態
＝
望
ま
し
い
状
態
」に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
点

に
注
意
が
必
要
で
す
。労
働
分
配
率
が
高
い
場
合
に
は
、

人
件
費
の
還
元
度
合
い
が
高
い（
望
ま
し
い
）と
付
加

価
値
額
が
小
さ
い（
望
ま
し
く
な
い
）の
両
方
の
状
況

が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
同
様
に
、
労
働
分
配
率
が

低
い
場
合
に
は
、
付
加
価
値
額
が
大
き
い（
望
ま
し
い
）

と
人
件
費
が
抑
制
さ
れ
て
い
る（
望
ま
し
く
な
い
）の

両
方
の
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
規
模

別
に
比
較
す
る
と
顕
著
で
、
統
計
上
の
賃
金
水
準
は
小

規
模
企
業
や
中
規
模
企
業
に
比
べ
て
大
規
模
企
業
が
高

い
※５
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
表
に
あ
る
よ
う
に
労
働
分

配
率
は
大
規
模
企
業
が
も
っ
と
も
低
い
数
値
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
企
業
の
付
加
価

値
額
が
も
っ
と
も
高
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、『
令
和
５
年
版
労
働
経
済
の
分
析
』（
厚
生

労
働
省
）に
、「
１
９
９
６
～
２
０
０
０
年
で
は
諸
外

国
と
比
べ
て
も
比
較
的
高
い
水
準
で
あ
っ
た
我
が
国
の

労
働
分
配
率
は
、
こ
こ
20
年
間
、
一
貫
し
て
低
下
傾
向

で
推
移
し
、
２
０
１
６
～
２
０
２
０
年
に
は
、
主
要
国

で
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
」と
の
記
載
が
あ
る
通
り
、

他
国
と
比
べ
て
労
働
生
産
性
が
低
く
生
み
出
さ
れ
る
付

加
価
値
額
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
分
配
率
も

低
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近

年
の
賃
上
げ
議
論
の
な
か
で
出
て
く
る
、
企
業
の
従
業

員
に
対
す
る
人
件
費
の
還
元
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う

指
摘
は
十
分
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
労
働
生
産
性
が
低
い
ま
ま
労
働
分
配
率
を
上

昇
さ
せ
る
だ
け
で
は
企
業
経
営
の
面
か
ら
い
つ
か
限
界

が
来
ま
す
。
労
働
分
配
率
を
無
理
の
な
い
水
準
に
保
ち

つ
つ
、
人
件
費
の
還
元
を
増
や
す
た
め
に
は
、
日
本
が

遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
収
益
性
の
高
い
事
業
へ

の
シ
フ
ト
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効
率

化
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
労
働
時
間
の
短
縮
化
な
ど
の

労
働
生
産
性
向
上
の
取
組
み
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

次
回
は
、「
組
織
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※５　厚生労働省「賃金構造基本統計調査」からも小規模企業・中規模企業に比べ、大規模企業の賃金が高いことが確認できる

出典：中小企業庁「2022年版中小企業白書」

図表　�労働分配率の推移

資料 : 財務省「法人企業統計調査年報」
（注）１．ここでいう大企業とは資本金10億円以上、中規模企業とは資本金1千万円以上1億円未満、小規模企業とは資本金1千万円未満。

２．ここでいう労働分配率とは付加価値額に占める人件費とする。
３．�付加価値額＝営業純益（営業利益－支払利息等）＋人件費（役員給与＋役員賞与＋従業員給与＋従業員賞与＋福利厚生費）＋支払利息等＋動産・
不動産賃借料＋租税公課。

４．金融業、保険業は含まれていない。
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65
歳
を
超
え
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
企
業
で
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

今
後
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
企
業
が
多
か
っ
た
。

調
査
対
象
企
業
10
社
の
う
ち
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保

を
実
施
し
て
い
た
企
業
が
5
社
、
未
実
施
の
企
業
が
５

社
で
あ
っ
た
。
実
施
方
法
は
継
続
雇
用
制
度
で
あ
り
、

70
歳
ま
で
の
定
年
延
長
や
定
年
廃
止
を
行
っ
た
企
業
、

創
業
支
援
等
措
置
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
な
か
っ
た
。

第
２
に
、
60
歳
前
後
で
の
働
き
方
の
変
化（
65
歳
ま

で
の
働
き
方
）に
つ
い
て
み
る
と
、
60
歳
前
後
で
働
き

方
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
す
る
企
業
が
5
社
、
働
き

方
の
選
択
が
可
能
な
企
業
が
４
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

定
年
延
長
や
役
職
定
年
制
の
廃
止
に
よ
り
、
60
歳
以
前

と
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
と
す
る
企
業

が
複
数
み
ら
れ
た
。
60
歳
以
前
と
変
わ
ら
な
い
働
き
方

と
す
る
か
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
な
ど
で
ペ
ー
ス
を
落

と
し
た
働
き
方
と
す
る
か
の
選
択
が
可
能
な
制
度
と
し

て
い
る
企
業
も
複
数
み
ら
れ
た
。

第
３
に
、
高
齢
社
員
の
処
遇
に
つ
い
て
み
る
と
、
調

査
対
象
10
社
の
う
ち
、
高
齢
社
員
に
つ
い
て
、
59
歳
ま

で
と
処
遇
を
切
り
替
え
て
い
る
企
業
が
７
社
、
切
り
替

え
て
い
な
い
企
業
が
３
社
で
あ
っ
た
。
処
遇
が
下
が
る
場

合
は
、
定
年
前
の
５
～
８
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
従
前
に
比
べ
る
と
処
遇
を
改
善
し
、
落
ち
幅
を
小

さ
く
し
た
り（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
）、
元
管
理
監
督
者

と
す
る
企
業
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
代
わ
っ
て
定
年
年

齢
を
65
歳
と
す
る
企
業
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

後
者
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
は
２
０
１
３
年
に

改
正
さ
れ
た
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以
下
、「
高
齢

法
」）で
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
改
正
高
齢
法
で
は
、
65

歳
ま
で
の
雇
用
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、「
定
年
制
の

廃
止
」、「
定
年
の
引
上
げ
」、「
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」

の
い
ず
れ
か
の
措
置（
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
）を

講
じ
る
よ
う
事
業
主
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
２
０
２
３

年
の「
高
年
齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
」の
集
計
結
果
に

よ
れ
ば
、
65
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
を
実

施
済
み
の
企
業
は
報
告
し
た
企
業
全
体
の
99
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
。
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
措
置
内
容

別
の
内
訳
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
企
業（
常
時
雇
用
す

る
労
働
者
が
３
０
１
人
以
上
）で
は「
継
続
雇
用
制
度

の
導
入
」に
よ
る
実
施
が
81
・
９
％
を
占
め
、
中
小
企

業（
同
21
～
３
０
０
人
）の
68・２
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

一
方
、「
定
年
の
引
上
げ
」（
大
企
業
17
・
４
％
、
中
小

が
え
る
。

さ
ら
に
、２
０
２
２
年
の「
就
労
条
件
総
合
調
査
」（
厚

生
労
働
省
）で
み
る
と
、
定
年
制
を
定
め
て
い
る
企
業

は
94
・
４
％
で
あ
っ
た
。
２
０
０
７（
平
成
19
）年
、

２
０
１
２
年
、
２
０
１
７
年
の
同
調
査
に
お
い
て
も
、

９
割
以
上
の
企
業
が
定
年
を
定
め
て
い
た
。
定
年
制
の

定
め
方
と
し
て
は
、
定
年
制
を
一
律
に
定
め
て
い
る
企

業
が
96
・
９
％
で
あ
っ
た
。
定
年
制
を
職
種
別
に
定
め

て
い
る
企
業
は
２
・
１
％
、
定
年
制
を
そ
の
他
の
方
法

で
定
め
て
い
る
企
業
は
０
・
６
％
で
あ
っ
た
。
２
０
０

７
年
、
２
０
１
２
年
、
２
０
１
７
年
に
お
い
て
も
、
９

割
以
上
の
企
業
が
定
年
制
を
一
律
で
定
め
て
い
た
。
ま

た
、
一
律
定
年
制
を
定
め
て
い
る
企
業
の
う
ち（
２
０

２
２
年
の
同
調
査
を
参
照
）、
定
年
年
齢
を
60
歳
と
し

て
い
る
企
業
は
72
・
３
％
、
65
歳
と
し
て
い
る
企
業
は

21
・
１
％
、
定
年
年
齢
を
61
～
64
歳
と
し
て
い
る
企
業

は
２・６
％
、
66
歳
以
上
と
し
て
い
る
企
業
は
３・５
％

で
あ
っ
た
。
経
年
推
移
を
み
る
と
、
定
年
年
齢
を
60
歳

企
業
の
高
齢
社
員（
60
歳
前
半
層
）の

雇
用
状
況

1企
業
の
60
歳
前
半
層（「
高
齢
社
員
」）の
雇
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
定
年
制
の
状
況
と
高
年
齢
者
雇
用
確
保

措
置
の
二
つ
か
ら
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
の
「
高

年
齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
」（
厚
生
労
働
省
）に
よ
れ
ば
、

企
業
に
お
け
る
定
年
制
の
状
況
に
つ
い
て
定
年
年
齢
別

に
み
る
と
、
大
企
業
、
中
小
企
業
と
も「
60
歳
定
年
制
」

の
企
業
の
割
合
が
65
％
以
上
を
占
め
て
最
も
大
き
く
、

特
に
大
企
業
で
は
77
・
２
％
の
割
合
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
60
歳
定
年
企
業
に
お
け
る
定
年
到
達
者
の
動
向

を
み
る
と
、
87・４
％
の
者
が
継
続
雇
用
さ
れ
て
お
り
、

継
続
雇
用
を
希
望
し
な
い
定
年
退
職
者
は
12
・
５
％
、

継
続
雇
用
を
希
望
し
た
が
継
続
雇
用
さ
れ
な
か
っ
た
者

は
０
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。
定
年
到
達
者
の
９
割
近

く
が
同
じ
企
業
で
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

特 別 寄 稿

玉
川
大
学
経
営
学
部 

教
授
　
大お

お

木き 

栄え

い

一い

ち

事
例
に
み
る
大
企
業
の
高
齢
社
員

事
例
に
み
る
大
企
業
の
高
齢
社
員（（
6060
歳
前
半
層
）

歳
前
半
層
）の
戦
力
化
の
現
状
と
課
題

の
戦
力
化
の
現
状
と
課
題

～
業
界
に
お
け
る
代
表
的
な
大
企
業

～
業
界
に
お
け
る
代
表
的
な
大
企
業
1010
社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
よ
り
～

社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
よ
り
～
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特別寄稿 事例にみる大企業の高齢社員（60 歳前半層）の戦力化の現状と課題事例にみる大企業の高齢社員（60 歳前半層）の戦力化の現状と課題
～業界における代表的な大企業10 社に対するヒアリング調査結果より～～業界における代表的な大企業10 社に対するヒアリング調査結果より～

65
歳
を
超
え
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
企
業
で
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、

今
後
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
企
業
が
多
か
っ
た
。

調
査
対
象
企
業
10
社
の
う
ち
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保

を
実
施
し
て
い
た
企
業
が
5
社
、
未
実
施
の
企
業
が
５

社
で
あ
っ
た
。
実
施
方
法
は
継
続
雇
用
制
度
で
あ
り
、

70
歳
ま
で
の
定
年
延
長
や
定
年
廃
止
を
行
っ
た
企
業
、

創
業
支
援
等
措
置
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
な
か
っ
た
。

第
２
に
、
60
歳
前
後
で
の
働
き
方
の
変
化（
65
歳
ま

で
の
働
き
方
）に
つ
い
て
み
る
と
、
60
歳
前
後
で
働
き

方
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と
す
る
企
業
が
5
社
、
働
き

方
の
選
択
が
可
能
な
企
業
が
４
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

定
年
延
長
や
役
職
定
年
制
の
廃
止
に
よ
り
、
60
歳
以
前

と
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
ら
な
く
な
っ
た
と
す
る
企
業

が
複
数
み
ら
れ
た
。
60
歳
以
前
と
変
わ
ら
な
い
働
き
方

と
す
る
か
、
短
日
・
短
時
間
勤
務
な
ど
で
ペ
ー
ス
を
落

と
し
た
働
き
方
と
す
る
か
の
選
択
が
可
能
な
制
度
と
し

て
い
る
企
業
も
複
数
み
ら
れ
た
。

第
３
に
、
高
齢
社
員
の
処
遇
に
つ
い
て
み
る
と
、
調

査
対
象
10
社
の
う
ち
、
高
齢
社
員
に
つ
い
て
、
59
歳
ま

で
と
処
遇
を
切
り
替
え
て
い
る
企
業
が
７
社
、
切
り
替

え
て
い
な
い
企
業
が
３
社
で
あ
っ
た
。
処
遇
が
下
が
る
場

合
は
、
定
年
前
の
５
～
８
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
従
前
に
比
べ
る
と
処
遇
を
改
善
し
、
落
ち
幅
を
小

さ
く
し
た
り（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
）、
元
管
理
監
督
者

動
車
・
住
宅
（
自
動
車
）
Ｄ
社
」、「
自
動
車
・
住
宅
（
住

宅
）
Ｅ
社
」、「
消
費
財
・
小
売
Ｆ
社
」、「
生
活
必
需
品
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｇ
社
」、「
金
融
サ
ー
ビ
ス
Ｈ
社
」、「
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
情
報
通
信
（
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
）

Ｉ
社
」、「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
情
報
通
信
（
情
報
通

信
）」
Ｊ
社
）
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会

社（
２
０
２
３
）『
生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
調

査
研
究
事
業
報
告
書
』（
令
和
５
年
度
厚
生
労
働
省
委

託
）
は
、
大
企
業
に
お
け
る
高
齢
社
員
の
戦
力
化
に
か

か
る
取
組
み
の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
１
に
、
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保

に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
企
業
10
社
す
べ
て
が
実
施
済

み
で
あ
っ
た
。
雇
用
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
定
年

制
を
廃
止
し
た
企
業
は
な
く
、
定
年
延
長
ま
た
は
継
続

雇
用
制
度
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
定
年

制
に
つ
い
て
み
る
と
、
60
歳
定
年
制
が
６
社
、
60
～
65

歳
の
間
で
の
選
択
定
年
制
が
１
社
、
65
歳
定
年
制
が
3

社
と
な
っ
て
い
た
。
65
歳
定
年
制
と
な
っ
て
い
る
企
業

3
社
の
う
ち
、
Ｅ
社
は
２
０
１
３
年
度
と
い
う
早
い
時

期
に
定
年
を
60
歳
か
ら
延
長
し
て
い
た
。
Ａ
社
は
２
０

２
１
年
度
に
、
Ｈ
社
は
２
０
２
２
年
度
に
定
年
を
延
長

し
て
お
り
、
２
０
２
１
年
４
月
施
行
の
高
齢
法
改
正
が

延
長
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ほ
か
、
技
能
継
承
や
人
材

確
保
の
必
要
性
が
延
長
の
背
景
に
あ
っ
た
。

企
業
27
・
７
％
）
や
「
定
年
制
の
廃
止
」（
同
０
・
７
％
、

４
・
２
％
）」に
よ
る
実
施
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の

ほ
う
が
大
企
業
よ
り
も
実
施
率
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
70
歳
ま
で
の
就
業
の
確
保
を
目
的
と
し
た

「
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
」（
努
力
義
務
）の
実
施
率

に
つ
い
て
み
る
と
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
実

施
し
て
い
る
企
業
は
29
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
規
模

別
に
み
る
と
、
中
小
企
業
の
ほ
う
が
大
企
業
よ
り
も
実

施
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。

上
記
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保

に
つ
い
て
、
現
状
で
は
、
定
年
年
齢
を
60
歳
と
し
た
う

え
で
、
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
に
よ
り
実
現
す
る

傾
向
が
、
特
に
大
企
業
で
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

継
続
雇
用
制
度
の
場
合
は
、
雇
用
契
約
が
有
期
雇
用
と

さ
れ
、
処
遇
な
ど
が
60
歳
を
契
機
に
変
更
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
意
欲
が

あ
る
高
齢
社
員
が
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
は
取
組
み
の
途

上
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

高
齢
社
員
の
戦
力
化
に
か
か
る
取
組
み
の

現
状
と
課
題

2筆
者
が
参
加
し
た
わ
が
国
の
各
業
界
に
お
け
る
代
表

的
な
大
企
業
10
社
（「
素
材
・
資
源
Ａ
社
」、「
産
業
イ

ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
社
」、「
運
輸
・
公
共
Ｃ
社
」、「
自
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や
専
門
性
が
高
い
者
な
ど
に
つ
い
て
は
個
別
契
約
と
し
、

現
役
並
み
の
処
遇
と
な
り
う
る
と
い
う
企
業
も
み
ら
れ

た
（
産
業
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
社
、
生
活
必
需
品
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｇ
社
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
Ｉ
社
）。
定
年

後
の
処
遇
を
下
げ
な
い
選
択
を
し
た
企
業
も
一
部
み
ら

れ
た
が
、
処
遇
は
下
げ
つ
つ
も
従
来
よ
り
処
遇
の
改
善

を
図
り
、
さ
ら
に
、
高
齢
社
員
も
評
価
対
象
と
し
成
果

や
働
き
ぶ
り
に
よ
っ
て
処
遇
に
差
が
つ
く
仕
組
み
を
入

れ
る
こ
と
で
、
高
齢
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や

戦
力
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

第
４
に
、
高
齢
期（
60
歳
以
降
）の
活
躍
に
向
け
た

取
組
み（
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
・
能
力
開
発
）に
つ
い

て
み
る
と
、
高
齢
期
の
活
躍
を
見
す
え
た
キ
ャ
リ
ア
づ

く
り
を
考
え
る
機
会
に
つ
い
て
は
、
中
高
年
期
以
降
か

ら
設
け
て
い
る
企
業
が
多
い
が
、
20
代
や
30
代
な
ど
早

期
か
ら
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
と
い
う
企
業
も
み
ら
れ
た
。
他
方
、
能
力
開
発
に
つ

い
て
は
、
調
査
対
象
企
業
10
社
に
お
い
て
は
、
高
齢
社

員
も
対
象
者
に
含
め
て
能
力
開
発
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
企
業
が
あ
る
。
た
だ
し
、
特
に
高
齢
期
に
活
躍
す
る

た
め
の
能
力
開
発
を
目
的
と
し
た
取
組
み
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
企
業
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。「
高
齢
社
員
は
、

定
年
以
前
に
培
っ
た
専
門
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
、
お

よ
び
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
活
躍
（
素
材
・

資
源
Ａ
社
）」と
い
う
声
も
あ
り
、
高
齢
社
員
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
術
、
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
を
企
業
は
期

待
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
５
に
、
高
齢
社
員
の
ニ
ー
ズ
や
意
見
の
把
握
（
社

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）に
関
し
て
は
、「
社
員

の
意
見
を
把
握
す
る
仕
組
み
（
労
働
組
合
等
）」
と
「
高

齢
社
員
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
労
使
協
議
の
有

無
」、の
2
点
か
ら
整
理
す
る
と
、以
下
の
よ
う
に
な
る
。

前
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
調
査
対
象
企
業
10
社
の
う

ち
、
労
働
組
合
あ
り
は
9
社
で
あ
っ
た（
組
合
な
し
は

自
動
車
・
住
宅
Ｅ
社
）。
労
働
組
合
あ
り
9
社
の
う
ち
、

ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
制
の
組
合
が
あ
る
と
い
う
企
業

は
5
社（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
、
運
輸
・
公
共
Ｃ
社
、

産
業
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
社
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
Ｈ

社
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
Ｉ
社
）、
企
業
別
労
働
組
合

は
２
社（
素
材
・
資
源
Ａ
社
、
消
費
財
・
小
売
Ｆ
社
）

で
あ
る
。
情
報
通
信
Ｊ
社
は
任
意
加
入
の
組
合
あ
り
、

生
活
必
需
品
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
Ｇ
社
は
一
部
工
場
に
単
体

の
組
合
あ
り
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
非
正
社
員

も
組
合
員
と
し
て
い
る
労
働
組
合
が
あ
る
企
業
は
３
社

（
運
輸
・
公
共
Ｃ
社
、
素
材
・
資
源
Ａ
社
、
消
費
財
・

小
売
Ｆ
社
）、元
管
理
職
や
元
役
員
が
再
加
入
で
き
る

労
働
組
合
が
あ
る
企
業
は
５
社（
運
輸
・
公
共
Ｃ
社
、

素
材
・
資
源
Ａ
社
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
Ｈ
社
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
Ｉ
社
、
情
報
通
信
Ｊ
社
）で
あ
っ
た
。

一
方
、労
働
組
合
が
な
い
企
業（
自
動
車・住
宅
Ｅ
社
）

に
お
い
て
は
、「
人
事
部
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ

て
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
て
い
る
」、「
中
期
計
画
策
定
時

（
３
年
毎
）に
全
社
員
（
嘱
託
、
契
約
社
員
も
含
む
）

に
人
事
制
度
全
般
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

検
討
の
材
料
に
し
て
い
る
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

後
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
労
使
の
間
で
高
齢
社
員
に
関

す
る
事
項
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、「
現
時

点
で
高
齢
者
雇
用
が
大
き
な
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
は
い
な
い（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
・

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
社
）」、「
定
年
延
長
後
は
高
齢
者
雇
用
が
大

き
な
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
」（
素
材
・

資
源
Ａ
社
）」、「
労
働
組
合
は
定
年
延
長
に
つ
い
て
中
長

期
で
議
論
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
示
し
て
い

る
（
運
輸
・
公
共
Ｃ
社
）」と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
一
方
、

過
去
の
制
度
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
労
使
で
て
い
ね
い
な

話
し
合
い
・
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

た（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
、運
輸
・
公
共
Ｃ
社
、金
融
サ
ー

ビ
ス
Ｈ
社
）。
制
度
設
計
や
条
件
変
更
時
は
、
再
雇
用
者

（
非
組
合
員
）に
対
し
て
も
協
議
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
と
い
う
企
業（
金
融
サ
ー
ビ
ス
Ｈ
社
）も
み
ら
れ
た
。

求
め
ら
れ
る
社
員
が
60
歳
を
超
え
て

活
躍
し
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

3社
員
が
60
歳
を
超
え
て
活
躍
し
続
け
る
た
め
に
は
、
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特別寄稿 事例にみる大企業の高齢社員（60 歳前半層）の戦力化の現状と課題事例にみる大企業の高齢社員（60 歳前半層）の戦力化の現状と課題
～業界における代表的な大企業10 社に対するヒアリング調査結果より～～業界における代表的な大企業10 社に対するヒアリング調査結果より～

シ
ョ
ン
の
双
方
を
通
し
て
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
を
労
使

双
方
が
納
得
す
る
形
で
制
度
や
取
組
み
に
反
映
さ
せ
、

活
躍
と
処
遇
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
た
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
、
企
業
に
と
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と

な
る
。　
　

第
４
に
、
高
齢
期
の
活
躍
を
見
す
え
た
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
・
能
力
開
発
で
あ
る
。
企
業
が
社
員

に
期
待
す
る
キ
ャ
リ
ア
や
役
割
を
伝
え
る
た
め
、
た
と

え
ば
10
年
刻
み
な
ど
で
キ
ャ
リ
ア
研
修
や
キ
ャ
リ
ア
面

談
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。そ
れ
に
よ
り
、

企
業
と
社
員
の
双
方
に
と
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
マ
ッ
チ

ン
グ
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
現
状
で
は
、
高
齢
期
の
活
躍
を
見
す
え
た
キ
ャ

リ
ア
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
に
つ
い
て
は
中
高
年
期
以

降
か
ら
設
け
て
い
る
企
業
が
多
い
が
、
今
後
は
よ
り
多

く
の
企
業
で
、
20
代
や
30
代
な
ど
早
期
か
ら
の
自
律
的

な
キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
づ
く
り
の
手
段
と
し
て
、

社
員
が
自
社
の
な
か
だ
け
で
な
く
社
外
で
の
活
躍
の
場

を
広
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
企
業
と
し
て
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
定
年
後
な
い
し
は
高
齢
期
に
期
待
す
る
仕
事
と
役

割
を
明
確
化
し
、
そ
の
働
き
ぶ
り
を
評
価
し
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
納
得
感
の
得
ら
れ
る
報
酬
を
再
セ
ッ
ト
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
３
に
、
高
齢
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
企
業
は
社
員
に
対
し
て
、
50
代
ま
で
は
個
別
に

キ
ャ
リ
ア
研
修
を
し
た
り
、
今
後
長
く
働
く
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
個
人
と
企
業
の
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
は
、
60
歳
以
降
に
つ
い
て

は
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
、
ま
だ

整
備
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
65
歳
以

降
の
活
躍
を
考
え
る
う
え
で
も
、
高
齢
社
員
の
ニ
ー
ズ

を
く
み
上
げ
す
り
合
わ
せ
る
よ
う
な
企
業
と
高
齢
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
。
企
業
で

は
雇
用
期
間
が
長
期
化
す
る
の
に
合
わ
せ
て
高
齢
社
員

の
「
戦
力
化
」を
求
め
る
流
れ
が
あ
る
が
、
一
方
、
社

員
の
側
で
は
、
高
齢
期
に
な
る
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
よ
り
重
視
す
る
な
ど
仕
事
以
外
に
重
き
を

置
く
よ
う
に
な
る
者
も
増
加
す
る
。
高
齢
社
員
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
労
使
間
で
個
別
に
対
応
す
る
柔

軟
性
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
労
働
組
合

を
通
じ
た
集
団
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
個
別

ニ
ー
ズ
を
聞
き
と
る
よ
う
な
個
別
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

以
下
の
４
点
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
第
１
に
、「
こ
れ

ま
で
の
定
年
＝
雇
用
の
終
了
」と
い
う
意
味
合
い
か
ら

「
キ
ャ
リ
ア
の
節
目
と
し
て
の
定
年
制
」へ
と
定
年
制
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
社
員
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

で
あ
る
。
60
歳
を
定
年
年
齢
と
す
る
企
業
に
お
い
て
も
、

多
く
の
者
が
60
歳
以
降
も
継
続
し
て
働
い
て
お
り
、
定

年
は
退
職
の
年
齢
で
は
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
の
節
目
と
な

る
年
齢
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
企
業
は
定
年
前
後
で
役

割
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
働

く
側
に
そ
の
こ
と
が
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
る
。
役
割
の
見
直
し
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

企
業
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
発
信
し
、
一

方
で
働
く
側
も
そ
れ
を
受
け
と
め
て
自
ら
の
仕
事
や

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

第
２
に
、
仕
事
と
報
酬
の
再
設
定
で
あ
る
。
65
歳
ま

で
の
雇
用
確
保
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
企
業
で
実

施
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
対
象
と
し

た
大
企
業
に
お
い
て
も
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
は
行
わ

れ
て
い
る
が
、
定
年
後
の（
あ
る
い
は
高
齢
期
の
）仕

事
と
報
酬
の
再
設
定
に
つ
い
て
は
多
く
の
企
業
で
取
組

み
の
途
上
に
あ
る
。
定
年
後
の
処
遇
を
下
げ
な
い
選
択

を
し
た
企
業
も
一
部
み
ら
れ
た
が
、
処
遇
は
下
げ
つ
つ

も
従
来
よ
り
も
処
遇
の
改
善
を
図
る
企
業
が
多
く
み
ら

れ
た
。
企
業
に
お
い
て
は
、
高
齢
社
員
の
人
数
が
増
え

る
な
か
、
高
齢
社
員
の「
戦
力
化
」を
図
っ
て
い
く
こ

一
方
、労
働
組
合
が
な
い
企
業（
自
動
車・住
宅
Ｅ
社
）

に
お
い
て
は
、「
人
事
部
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ

て
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
て
い
る
」、「
中
期
計
画
策
定
時

（
３
年
毎
）に
全
社
員
（
嘱
託
、
契
約
社
員
も
含
む
）

に
人
事
制
度
全
般
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

検
討
の
材
料
に
し
て
い
る
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

後
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
労
使
の
間
で
高
齢
社
員
に
関

す
る
事
項
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、「
現
時

点
で
高
齢
者
雇
用
が
大
き
な
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
は
い
な
い（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
・

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
社
）」、「
定
年
延
長
後
は
高
齢
者
雇
用
が
大

き
な
論
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
」（
素
材
・

資
源
Ａ
社
）」、「
労
働
組
合
は
定
年
延
長
に
つ
い
て
中
長

期
で
議
論
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
示
し
て
い

る
（
運
輸
・
公
共
Ｃ
社
）」と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
一
方
、

過
去
の
制
度
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
労
使
で
て
い
ね
い
な

話
し
合
い
・
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

た（
自
動
車
・
住
宅
Ｄ
社
、運
輸
・
公
共
Ｃ
社
、金
融
サ
ー

ビ
ス
Ｈ
社
）。
制
度
設
計
や
条
件
変
更
時
は
、
再
雇
用
者

（
非
組
合
員
）に
対
し
て
も
協
議
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
た
と
い
う
企
業（
金
融
サ
ー
ビ
ス
Ｈ
社
）も
み
ら
れ
た
。

求
め
ら
れ
る
社
員
が
60
歳
を
超
え
て

活
躍
し
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

3社
員
が
60
歳
を
超
え
て
活
躍
し
続
け
る
た
め
に
は
、

【
参
考
資
料
】

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
２
０
２
３
）『
生
涯
現
役

社
会
の
実
現
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
報
告
書
』（
令
和
５
年
度
厚
生
労
働
省
委
託
）

（https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001252845.pdf

）
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全有効回答労働者（n=10000 人）に 2020 年 3 月時点の就業状況について尋ねると、「現在の勤め先※１で、
働いていた」割合は 63.9％で、「現在の勤め先以外で、働いていた」が 22.2％、「現在の勤め先で、働いていた（が
１度退職し、再就職した）」が 4.7％、「当時は働いていなかった」が 9.2％となった。 

その上で、全有効回答労働者のうち、「2020 年 3 月以降」に定年を迎えた「定年後の再雇用社員」（=2020
年 3 月当時はパート・有期雇用労働者でなかった者）と、2020 年 3 月「当時は、働いていなかった」者を除く
全員（n=8705 人）に、約 3 年半前の 2020 年 4 月以降、自身に新たに支給・適用された待遇や労働条件※２

の有無について尋ねると、何らか「あった」割合は 30.8％で「特に変化はない」が 69.2％となった。同様に、
2020 年３月以前から支給・適用されていたが、2020 年４月以降に増額・改善された待遇や労働条件の有無に
ついても尋ねると、「あった」割合は 13.6％で「特に変化はない」が 86.4％となった。なお、上記のいずれか
が ｢あった｣ とする割合は、34.5％と算出された。 

2020 年４月以降、自身に新たに支給・適用された待遇や労働条件が「あった」場合（ｎ =2677人）に具体
的な内容をみると（複数回答）、「賞与・ボーナス※３」（36.8％）が最多で、次いで「通勤手当（交通費支給を
含む）※４」（29.9％）、「定期的な昇給制度※５」（24.0％）、「時間外、深夜・休日労働に対する手当（割増率を
含む）※６」（19.4％）、「特定の日に勤務したことに対する手当※７」（13.6％）、「その他（前の選択肢以外の、待
遇・労働条件）」（8.9％）、「慶弔休暇」（8.3％）、「病気休職」（7.8％）、「退職金、退職手当」（6.1％）などがあ
がった。 

同様に、2020 年 3 月以前から支給・適用されていたが、2020 年 4 月以降に増額・改善された待遇や労働
条件が「あった」場合（ｎ =1182 人）の具体的な内容としては（複数回答）、「定期的な昇給制度」（22.2％）
が最多で、これに「その他（前の選択肢以外の待遇・労働条件）」（19.2％）、「賞与・ボーナス」（15.1％）、「通
勤手当（交通費支給を含む）」（10.2％）、「時間外、深夜・休日労働に対する手当（割増率を含む）」（9.9％）、「特
定の日に勤務したことに対する手当」（9.5％）、「勤続年数に応じて支給される手当」（7.0％）、「前の選択肢以
外の、福利厚生」（6.9％）などが続いた。

いずれも、いかなる待遇差が不合理なものであるか（ないか）等についての具体例を示した「同一労働同一
賃金ガイドライン」等で、同一の支給や相違に応じた支給等が規定された待遇要素が上位にあがっている。こ
の点、（均衡・均等待遇の直接的（強行的）な法規制自体は旧パートタイム労働法の 2007 年改正で開始され、
職務の内容や人材活用の仕組み等が同一でない場合の ｢不合理な労働条件の禁止｣ についても労働契約法の

同一労働同一賃金の対応状況等に関する調査
（労働者Webアンケート調査）結果（2025年 3月27日公表）

2020 年４月以降の待遇や労働条件の変化

正規労働者と非正規労働者の間の不合理な待遇格差の解消に向け、2020（令和2）年 4月に
「パートタイム・有期雇用労働法」、「改正労働者派遣法」が施行されるとともに、同一労働同一
賃金ガイドラインが策定されました。定年後再雇用となった嘱託社員など、高齢者雇用におい
てもこの同一労働同一賃金を遵守することが求められます。今回は、独立行政法人労働政策研究・
研修機構が実施した、「同一労働同一賃金の対応状況等に関する調査（労働者Webアンケート
調査）結果」から、一部を抜粋して紹介します（編集部）。

< 調査対象・調査方法 > インターネット調査会社の登録モニターを対象に、2023 年 9 月 5 日〜 13 日に調査を行い、国内在住かつ国内企業
に勤務する、満 15 歳以上のパートタイム・有期雇用労働者（定年後の再雇用社員、派遣労働者を含む）計 10,000 人の有効回答を、性別・
年齢層別に層化割付回収した。

独立行政法人労働政策研究・研修機構

※１　派遣労働者の場合は、「派遣元の会社（派遣会社）」について回答するよう注釈した 
※２　いずれの待遇・労働条件も、自身を含めた全体の制度改定を含むと注釈した
※３　 「同一労働同一賃金ガイドライン」で、雇用形態を問わず、同一の職務内容や貢献度に対しては同額を支給しなければならない。また、貢献に一定の相違

がある場合でも、その相違に応じた賞与を支給しなければならないなどと規定している
※４　通常労働者と同一の通勤手当等を支給しなければならないなどと規定している 
※５　 例えば、昇給であって労働者の勤続による能力の向上に応じて行うものについて、通常労働者と同様に勤続による能力が向上したパート・有期雇用労働

者には、勤続による能力の向上に応じた部分につき、通常労働者と同一の昇給を行わなければならない。また、勤続による能力の向上に一定の相違があ
る場合でも、その相違に応じた昇給を行わなければならないなどと規定している 

※６　通常労働者と同一の割増率等で、時間外労働に対して支給される手当を支給しなければならないと規定している 
※７　 通常労働者と同一の勤務形態で業務に従事するパート・有期雇用労働者には、通常労働者と同一の特殊勤務手当を支給しなければならないなどと規定し

ている 



エルダー53

2012 年改正で導入された経緯がある※８ものの）、不合理性の判断に当たっては個々の待遇毎に、当該待遇の
性質・目的に照らし適切と認められるものを考慮して行われるべき旨が明確化されたことを受け※９、具体的な
取組が進んでいるのではないかとみられる。

なお、こうした結果を、「フルタイム有期雇用労働者」「パートタイム有期雇用労働者」「パートタイム無期
雇用労働者」「その他※10」別にみると、図表１の通りとなった。すなわち、2020 年 4 月以降、自身に新たに
支給・適用された待遇や労働条件が何らか「あった」割合は、「フルタイム有期雇用労働者」（33.8％）でやや
高く、これに「パートタイム有期雇用労働者」（33.2％）、「パートタイム無期雇用労働者」（28.9％）が続く（す
なわち、有期雇用要素＞パートタイム要素）。

具体的にみると（複数回答）、例えば「賞与・ボーナス」などのようにいずれも 1 ／ 3 を超えて高い待遇要
素がある中で、「通勤手当（交通費支給を含む）」や「時間外、深夜・休日労働に対する手当（割増率を含む）」「家
族手当」「住宅手当」などのように、「フルタイム有期雇用労働者」ほど高い（言い換えれば右肩下がりで、有
期雇用層で改善が図られた傾向の強い）ものがみられる一方、「定期的な昇給制度」や「特定の日に勤務したこ
とに対する手当」等のように、むしろ「パートタイム無期雇用労働者」ほど高い（言い換えれば右肩上がりで、
パートタイム層で改善が図られた傾向の強い）ものもあることが分かる※11。

同様に、2020 年 3 月以前から支給・適用されていたが、４月以降に増額・改善された待遇や労働条件につい
ても、何らか「あった」割合は「フルタイム有期雇用労働者」（15.3％）でやや高いが、「パートタイム有期雇用
労働者」（14.3％）や「パートタイム無期雇用労働者」（12.7％）でも概ね同程度となった（図表２）。

※８　  ｢2018 年の働き方改革における正規・非正規格差是正政策は、政治的スローガンとして『同一労働同一賃金』と表現されていますが、これは様々な点で
ミスリーディングです。（中略）2018 年改正前も改正後も、日本の正規・非正規格差是正規制のメインストリームは、労働が同一でない場合も、正規・
非正規の格差（相違）が不合理であってはならないという均衡規制です｣（荒木尚志発言（2021）｢特集 / 正規・非正規の不合理な待遇格差とは｣『Jurist』
№ 1555，pp.14-33）

※９　  旧パートタイム労働法の 2007 年改正で、当該事業所の ｢通常労働者｣ と契約期間の定め、職務内容、職務内容と配置の変更の範囲が同一であるパー
トタイム労働者に対する差別的取扱いが禁止（初めて私法的効力をもつ規定が新設）された。また、労働契約法の 2012 年改正で、有期・無期雇用労
働者間の不合理な労働条件の禁止規定が導入され、旧パートタイム労働法の 2014 年改正で同条文が採り入れられたが、｢抽象度の高い条文規定である
ことから、同条の解釈が学説や裁判例によって大きく異なっていた｣（阿部未央（2023）｢多様化する雇用管理区分と処遇差に関する法規制｣『日本労働
研究雑誌』№ 761, pp.57-67）

※ 10　 契約期間の定めの有無か、正社員と比較した週所定労働時間の長さのいずれかが不明のケースや、派遣労働者で「フルタイム無期雇用労働者」のケース
※ 11　 こうした分類による相違は、「フルタイム有期雇用労働者」に「定年後の再雇用者」（26.2％）や「派遣労働者」（17.1％）が多く、「パートタイム有期雇

用労働者」や「パートタイム無期雇用労働者」には「パートタイム・アルバイト、契約社員・嘱託等の非正規雇用労働者」が多い（同順に 87.7％、
96.4％）といった特徴に基づくため、本文では一部掲載にとどめる

図表1　�「フルタイム有期雇用労働者」「パートタイム有期雇用労働者」「パートタイム無期雇用労働者」「その他」別に
みた2020�年 4�月以降、自身に新たに支給・適用された待遇や労働条件
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「定年後の再雇用社員」（n=643人）を対象に、再雇用前後で、職務（業務の内容及び責任の程度）や働き方（人
事異動・昇進の有無・範囲）がどのように変化したか尋ねると、「職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、
変わった」が 29.1％、「職務の内容のみが、変わった」が 6.5％、「人事異動・昇進の有無・範囲のみが、変わっ
た」が 27.8％で、「職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わらない」が 36.5％となった（図表３）。 

総じて、何らか変わった割合が６割を超えた（計 63.5％）ものの、約 1 ／ 3 は「職務の内容も、人事異動・
昇進の有無・範囲も、変わらない」と回答した。 

こうした中、定年後の再雇用前後で収入がどのように変化したか尋ねると、図表４の通りとなった。すなわち、
（月収のうち）「所定内給与※12」について、全体では定年時を 100％として、定年後は「60％未満に減少」の
割合が半数を超え（53.7％）、これに「60％以上 70％未満に減少」（18.7％）や「70％以上 80％未満に減少」

（12.3％）などが続き、総じて「減少」した割合計が約９割（90.7％）を占めた。「定年時と変わらない（同額）」
は８.7％、「定年時より増加」は 0.6％にとどまった。同様に、「税込み年収※13」については、定年後は「60％
未満に減少」が 6 割を超え（62.2％）、これに「60％以上 70％未満に減少」（13.4％）や「70％以上 80％未
満に減少」（9.0％）などが続き、「減少」した割合が計 92.5％にのぼった。 

こうした結果を定年後の再雇用前後で、職務や働き方がどのように変化したかと掛け合わせると、「所定内

定年後の再雇用前後の職務や働き方・収入の変化

具体的にみると（複数回答）、「定期的な昇給制度」や「賞与・ボーナス」などのように、図表１で最も低かっ
た（高かった）分類が図表２では最も高い（低い）など、補完的なグラフ形状となっている待遇要素がみられ
る一方、「住宅手当」等のように図表１と図表２が概ね同様のグラフ形状となっている待遇要素があることが分
かる。また、「特定の日に勤務したことに対する手当」や「その他（前の選択肢以外の、待遇・労働条件）」等
のように、「フルタイム有期雇用労働者」や「パートタイム有期雇用労働者」で高く、有期雇用層で改善され
た傾向が強い待遇要素が見て取れる。
（中略）

※12　「基本給＋通勤手当、家族手当など毎月決まって支払われる諸手当を含み残業代は含まない」と注釈した
※13　「額面。賞与・ボーナス、社会保険料含む」と注釈した

図表2　�「フルタイム有期雇用労働者」「パートタイム有期雇用労働者」「パートタイム無期雇用労働者」「その他」別に
みた2020年３月以前から支給・適用されていたが、４月以降に増額・改善された待遇や労働条件
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給与」や「税込み年収」が減少した割合及びその減少幅のいずれも、「職務の内容も、人事異動・昇進の有無・
範囲も、変わった」場合ほど大きいのに対し、「職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わらない」
場合ほど小さく、その分、「定年時と変わらない（同額）」割合が増加する傾向が読み取れる。しかしながら、「職
務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わらない」場合のうち、更に、週の所定労働時間の長さにつ
いても「正社員と同じか長い」者（n=157人）が「定年後の再雇用社員」の約 1 ／ 4（24.4％）みられ、そ
の約８割は「所定内給与」や「税込み年収」が「減少」と回答している。
「定年後の再雇用社員」を巡っては、退職金や老齢厚生年金、企業年金・確定拠出年金等の受給を含めた総

収入ベースの制度設計や、「高年齢雇用継続給付の支給要件※14」等もあり、特有の待遇取扱いが行われてきた
経緯もあるが※15、定年後の再雇用であることのみを以て、直ちに待遇の相違が不合理ではないと認められる
ものではない※16 点、改めて、同一労働同一賃金ルールの周知徹底が求められる。

※14　 被保険者期間が５年以上の60歳以上65歳未満で、60歳以後の各月に支払われる賃金が75％未満の場合に、各月賃金の15％が支給される（60歳到達
時点の賃金の61％未満で最大給付となる）が、令和7年4月１日以降は各月賃金の10％支給へ引き下げられる見通しとなっている

※15　 なお、男性は令和７年度以降、女性は令和12年度以降、原則65歳以上でないと年金受給できなくなることもあり、｢定年後の再雇用社員」になることを理
由にした、（職務の内容や人事異動・昇進の有無・範囲など働き方の変化に基づかない）賃金の大幅減額に対する労働者了承は得られ難くなるとの見方もある

※16　 同一労働同一賃金ガイドラインで、『定年に達した後に継続雇用された有期雇用労働者についても、短時間・有期雇用労働法の適用を受けるものである。
このため、通常の労働者と定年に達した後に継続雇用された有期雇用労働者との間の賃金の相違については、実際に両者の間に職務の内容、職務の内
容及び配置の変更の範囲その他の事情の相違がある場合は、その相違に応じた賃金の相違は許容される。さらに、有期雇用労働者が定年に達した後に
継続雇用された者であることは、通常の労働者と当該有期雇用労働者との間の待遇の相違が不合理と認められるか否かを判断するに当たり、短時間・有
期雇用労働法第８条のその他の事情として考慮される事情に当たりうる。定年に達した後に有期雇用労働者として継続雇用する場合の待遇について、様々
な事情が総合的に考慮されて、通常の労働者と当該有期雇用労働者との間の待遇の相違が不合理と認められるか否かが判断されるものと考えられる。し
たがって、当該有期雇用労働者が定年に達した後に継続雇用された者であることのみをもって、直ちに通常の労働者と当該有期雇用労働者との間の待遇
の相違が不合理ではないと認められるものではない』とされている

図表3　�定年後の再雇用前後における自身の職務や働き方の変化 （％）

（％）

（％）

図表4　�定年後の再雇用前後の収入の変化

n 
（人）

職務の内容も、
人事異動・昇進の

有無・範囲も、
変わった

職務の内容
のみが、
変わった

人事異動・
昇進の有無・範囲
のみが、変わった

職務の内容も、
人事異動・昇進の

有無・範囲も、
変わらない

何らか変わった計

定年後の再雇用社員計 643 29.1 6.5 27.8 36.5 63.5

週所定 
労働時間の長さ

20 時間未満 56 26.8 7.1 32.1 33.9 66.1
20 時間以上 30 時間未満 80 41.3 6.3 26.3 26.3 73.8
30 時間以上 507 27.4 6.5 27.6 38.5 61.5

正社員と比較した 
長短

正社員より短い 202 35.1 8.4 23.3 33.2 66.8
正社員と同じか長い 420 26.7 5.5 30.5 37.4 62.6
わからない 21 19.0 9.5 19.0 52.4 47.6

勤め先の業種

建設業 45 24.4 4.4 22.2 48.9 51.1
製造業 160 23.8 7.5 29.4 39.4 60.6
情報通信業 61 29.5 3.3 37.7 29.5 70.5
運輸業 51 17.6 13.7 21.6 47.1 52.9
卸売業、小売業 69 36.2 7.2 24.6 31.9 68.1
金融業、保険業 40 45.0 2.5 35.0 17.5 82.5
不動産業、物品賃貸業 9 33.3 11.1 22.2 33.3 66.7
宿泊業、飲食サービス業 5 － － 60.0 40.0 60.0
生活関連サービス業、娯楽業 14 21.4 14.3 21.4 42.9 57.1
その他サービス業 78 32.1 2.6 29.5 35.9 64.1
教育、学習支援業 17 41.2 17.6 29.4 11.8 88.2
医療、福祉 50 20.0 6.0 28.0 46.0 54.0
その他 44 45.5 4.5 15.9 34.1 65.9
わからない － － － － － －
サービス業計 97 28.9 4.1 29.9 37.1 62.9

勤め先の企業規模
300 人以下 204 21.6 12.3 20.6 45.6 54.4
301 人以上 396 32.6 4.0 32.8 30.6 69.4
わからない 43 32.6 2.3 16.3 48.8 51.2

（月収のうち） 所定内給与について n 
（人）

60％未満
に減少

60％以上 
70％未満
に減少

70％以上 
80％未満
に減少

80％以上 
90％未満
に減少

90％以上 
100％未
満に減少

定年時と
変わらない 
（同額）

定年時
より 
増加

減少計

計 643 53.7 18.7 12.3 4.0 2.0 8.7 0.6 90.7

職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わった 187 71.7 15.0 7.5 2.7 0.5 2.7 － 97.3

職務の内容のみが、変わった 42 66.7 23.8 7.1 2.4 － － － 100.0

人事異動・昇進の有無・範囲のみが、変わった 179 53.1 20.1 14.5 4.5 2.2 5.6 － 94.4

職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わらない 235 37.4 19.6 15.3 5.1 3.4 17.4 1.7 80.9

うち、週所定労働時間の長さも正社員と同じか長い 157 37.6 19.1 14.0 4.5 3.8 19.7 1.3 79.0

税込み年収について n 
（人）

60％未満
に減少

60％以上 
70％未満
に減少

70％以上 
80％未満
に減少

80％以上 
90％未満
に減少

90％以上 
100％未
満に減少

定年時と
変わらない 
（同額）

定年時
より 
増加

減少計

計 643 62.2 13.4 9.0 4.5 3.4 7.0 0.5 92.5

職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わった 187 78.1 8.6 9.1 1.6 2.1 0.5 － 99.5

職務の内容のみが、変わった 42 76.2 11.9 7.1 4.8 － － － 100.0

人事異動・昇進の有無・範囲のみが、変わった 179 63.7 15.1 6.7 6.1 4.5 3.4 0.6 96.1

職務の内容も、人事異動・昇進の有無・範囲も、変わらない 235 46.0 16.2 11.1 5.5 4.3 16.2 0.9 83.0

うち、週所定労働時間の長さも正社員と同じか長い 157 43.3 18.5 8.3 6.4 4.5 18.5 0.6 80.9
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※このコーナーで紹介する書籍の価格は、「税込価格」（消費税を含んだ価格）を表示します

大
おお

村
むら

信
のぶ

夫
お

 著／
明日香出版社／

1760 円

森
もり

重
しげ

真
ま

純
すみ

 著／
インプレス／

1980 円

仕
事
の
「
整
理
が
で
き
る
人
」
と

「
で
き
な
い
人
」
の
習
慣

Ａ
Ｉ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
技
術

プ
ロ
ン
プ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ル
の
基
礎
と
実
践

文
章
や
画
像
、
音
声
な
ど
を
新
た
に
生
み
出
す「
生

成
Ａ
Ｉ
」。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
が
登
場
し
た
２
０
２

２（
令
和
４
）
年
以
降
、
脚
光
を
浴
び
続
け
て
、
現
在

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
搭
載
さ
れ
る
身
近
な
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
手
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
。

本
書
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の

指
示
文
「
プ
ロ
ン
プ
ト
」
の
技
術
に
焦
点
を
あ
て
、
そ

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

て
い
ね
い
に
解
説
す
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
か
ら
、
具
体
的
な
例
を
交
え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

に
プ
ロ
ン
プ
ト
を
設
計
す
れ
ば
Ａ
Ｉ
か
ら
よ
り
質
の
高

い
、
よ
り
望
ま
し
い
結
果
を
引
き
出
せ
る
の
か
な
ど
を

説
明
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の

基
礎
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
安
全
に
活
用
す
る
た

め
の
ナ
レ
ッ
ジ
な
ど
、
全
１
１
５
項
目
に
わ
た
っ
て
、

図
解
を
用
い
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
が
進
化
し
続
け
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
普
遍
的

な
「
思
考
プ
ロ
セ
ス
」
や
「
応
用
ノ
ウ
ハ
ウ
」
に
重
点

を
置
い
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
徴
で
、
長
く
使
え
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
人
材
を
目
ざ
す
人
を
は
じ
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
よ
り
高
い
精
度
で
使
い
こ
な
し

た
い
人
な
ど
に
お
す
す
め
の
良
書
で
あ
る
。

机
ま
わ
り
が
散
ら
か
っ
て
い
て
、
必
要
な
書
類
を
探

す
の
に
い
つ
も
苦
労
し
て
い
る
…
。
あ
る
調
査
に
よ
る

と
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
平
均
し
て
年
間
１
５
０
時

間
を「
モ
ノ
を
探
す
こ
と
」に
費
や
し
て
い
る
そ
う
だ
。

本
書
は
、
モ
ノ
の
整
理
を
は
じ
め
、
仕
事
の
生
産
性

向
上
や
人
間
関
係
の
改
善
に
も
役
立
つ
「
整
理
術
」
を

伝
授
す
る
一
冊
。
そ
れ
は
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
理
論
や
キ
ャ

リ
ア
理
論
、行
動
経
済
学
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
理
論
」
に
基
づ
く
術
だ
と
い
う
。

著
者
は
、モ
ノ
を
整
理
す
る
こ
と
で
「
心
」や「
思
考
」

も
整
理
さ
れ
、
人
生
に
好
循
環
が
生
ま
れ
る
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ソ
ッ
ド
を
提
唱
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
資
格
も
保
有
し
、
企
業
を
中
心
に
「
片
付
け
」、「
仕

事
の
生
産
性
」、「
キ
ャ
リ
ア
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
研

修
や
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。「
整

理
」す
る
こ
と
は
、
仕
事
の
生
産
性
や
、
タ
イ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
感
情
、
キ
ャ
リ
ア
な
ど
人
生
を
整
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

本
書
の
前
半
で
は
、
物
理
的
な
環
境
の
整
え
方
を
、

後
半
で
は「
仕
事
の
進
め
方
」、「
思
考
」、「
感
情
」、「
人

間
関
係
」
な
ど
の
整
え
方
を
説
い
て
い
る
。

定
年
退
職
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
自
分
の
棚
卸
し
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
そ
う
な
内
容
だ
。

モノの整理はもちろん、人生を整えることにも役立つ「整理術」

指示の出し方のスキルを上げて、生成AIを効果的に活用しよう！
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和
わ

田
だ

秀
ひで

樹
き

 著／
日東書院本社／

1540 円

﨑
さき

井
い

将
まさ

之
ゆき

 著／
河出書房新社／

1078 円

株式会社高齢社 （監修）／
宝島社／
1650 円

65
歳
を
超
え
て
も
働
く
人
が
増
え
て
い
る
な
か
、
働

く
こ
と
へ
の
価
値
観
や
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
常
識
は
30
年
、
40
年
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
定
年
後
に
新
し
い
職
場
で
働

く
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
新
入
社
員
の
と
き
の
よ
う
な

マ
ナ
ー
研
修
を
受
け
る
機
会
は
ほ
ぼ
な
い
だ
ろ
う
。

本
書
は
、
シ
ニ
ア
世
代
が
長
く
働
く
う
え
で
大
切
に

な
る
の
は
マ
ナ
ー
で
あ
る
と
し
て
、
現
代
の
職
場
に
適

応
す
る
た
め
の
身
だ
し
な
み
か
ら
敬
語
の
基
本
、
職
場

で
避
け
る
べ
き
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
、
メ
ー
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ッ
ト
の
基
本
、
働
く
と
き
の
心
得
ま
で
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
た
い
マ
ナ
ー
の
基
本
を
紹
介
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
か
つ
て
の
リ
ー
ダ
ー
も
新
し
い
職
場
で
は

新
人
で
あ
り
、
若
い
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
学
ぼ
う
と

す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
、「
ま
だ
ま
だ

成
長
で
き
る
自
分
」
を
楽
し
む
と
い
っ
た
意
識
が
持
て

る
と
、
結
果
と
し
て
長
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
自
分
」や「
環
境
」を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

シ
ニ
ア
派
遣
事
業
を
手
が
け
る
株
式
会
社
高
齢
社

（
本
書
監
修
）
に
登
録
し
て
、
実
際
に
働
い
て
い
る
５
人

の
シ
ニ
ア
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
掲
載
し
、
定
年
後
に
働

く
こ
と
に
つ
い
て
の
実
感
や
、
元
気
で
働
く
た
め
に
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
回
答
さ
れ
て
い
る
。
楽
し

く
長
く
働
き
た
い
人
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
内
容
だ
。

現
代
の
よ
う
に
医
療
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
昔

は
、
長
生
き
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
と
、
多
く
の
人
が
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
…
。

と
こ
ろ
が
、
本
書
に
よ
る
と
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
江
戸
時
代
に
も
そ
れ
な
り
に
い
て
、
武
士
は「
看

病
断こ
と
わ
り

」と
い
う
名
の
介
護
休
暇
を
取
得
し
て
肉
親
の
介

護
に
あ
た
っ
て
い
た
、
な
ど
の
意
外
な
高
齢
者
介
護
の

歴
史
が
い
く
つ
も
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
史
料
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
、
江
戸
時
代
を

中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
の
歴
史
を
読
み

や
す
い
文
章
で
紹
介
し
て
い
る
。

第
１
章
で
は
、
江
戸
時
代
の
介
護
事
情
を
、
第
２
章

で
は
、
江
戸
時
代
の
老
い
に
対
す
る
価
値
観
を
取
り
上

げ
、
第
３
章
か
ら
第
５
章
に
か
け
て
は
、
古
代
～
中
世

時
代
の
老
い
と
介
護
の
実
情
に
迫
り
、
第
６
章
で
は
、

古
代
～
中
世
期
と
比
べ
つ
つ
あ
ら
た
め
て
江
戸
時
代
の

介
護
事
情
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
、「
昔
の
日
本
人

も
同
じ
よ
う
に
介
護
が
大
変
だ
っ
た
」と
著
者
は
綴
る
。

江
戸
幕
府
の
定
め
で
は
、
高
齢
者
の
隠
居
を
病
気
隠

居
と
老
衰
隠
居
の
２
種
類
に
分
け
、
老
衰
隠
居
は
70
歳

と
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
現
代
と
あ
ま
り
差
の
な
い
、

か
な
り
高
齢
の
設
定
に
驚
く
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
を
知

る
こ
と
で
、
現
代
の
仕
事
と
介
護
を
両
立
さ
せ
る
た
め

の
知
恵
や
新
た
な
工
夫
が
み
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

著
者
の
和
田
秀
樹
氏
は
、
高
齢
者
専
門
の
精
神
科
医

と
し
て
、
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
高
齢
者
医
療
の
現
場

に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
実
感
し
た
一
つ

と
し
て
、
高
齢
に
な
る
と
こ
れ
ま
で
信
じ
て
き
た
常
識

が
通
じ
な
く
な
る
こ
と
が
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
に
上
手

に
適
応
す
る
こ
と
が
高
齢
期
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
い

う
。
ま
た
、「
人
生
を
し
ぶ
と
く
生
き
る
術
を
身
に
付

け
て
い
る
人
の
ほ
う
が
老
後
に
適
応
し
や
す
い
と
い
え

る
」
と
い
う
こ
と
も
綴
っ
て
い
る
。

本
書
は
、
人
生
の
折
り
返
し
地
点
に
立
っ
た
50
代
に

向
け
て
、仕
事
、お
金
、他
者
、医
療
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

そ
し
て
、
過
去
の
自
分
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
自
由
に
な

り
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
楽
し
む
た
め
の
知
恵
と
ヒ
ン

ト
が
詰
ま
っ
た
生
き
方
の
指
南
書
。

仕
事
に
つ
い
て
は
、
健
康
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
歳
に

な
っ
て
も
働
き
続
け
る
こ
と
が
あ
た
り
前
の
世
の
中
が

到
来
し
た
と
し
て
、「
い
つ
か
は
肩
書
を
外
さ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
長
い
人
生
で
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
。
そ
の
準
備
が
50
代
こ
そ
必
要
」
だ
と

い
う
。
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
昔
は

で
き
た
け
ど
、
い
ま
は
で
き
な
い
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

思
考
に
陥
ら
ず
に
、「
い
ま
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か
」

を
考
え
、「
い
ま
を
楽
し
む
姿
勢
が
大
切
」と
強
調
す
る
。

高
齢
期
に
向
か
う
心
を
潤
し
て
く
れ
る
よ
う
な
一
冊
だ
。

人
に
は
聞
け
な
い

60
歳
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

武
士
の
介
護
休
暇

日
本
は
老
い
と
介
護
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
き
た
か

50
歳
か
ら
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る「
自
分
軸
」

長く働いていくために、現代に則したマナーへアップデート！

高齢者介護の歴史がわかる本。「昔の日本人も介護が大変だった」

高齢者専門の精神科医が示す、人生後半を自分らしく生きるヒント
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行
政
・
関
係
団
体�

「
男
女
間
賃
金
差
異
分
析
ツ
ー
ル
」
を
公
開

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
お
も
に
中
小
企
業
向
け
に
男
女
間
賃

金
差
異
の
要
因
を
分
析
で
き
る
簡
易
な
ツ
ー
ル
と
し
て｢

男

女
間
賃
金
差
異
分
析
ツ
ー
ル｣

を
作
成
し
、
公
開
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
男
女
間
賃
金
格
差
は
、
先
進
諸
国
と
比

較
す
る
と
依
然
と
し
て
大
き
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
な
る

縮
小
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
２
０
２
２（
令

和
４
）
年
７
月
８
日
に
女
性
活
躍
推
進
法
に
関
す
る
制
度

改
正
が
な
さ
れ
、
従
業
員
数
３
０
１
人
以
上
の
企
業
に
対

し
て「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」の
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
ど
公
開
さ
れ
た｢

男
女
間
賃
金
差
異
分
析
ツ
ー

ル｣

は
、
自
社
の
男
女
間
賃
金
差
異
を
は
じ
め
と
す
る
労

務
管
理
の
基
本
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
同
業
種
・

同
従
業
員
規
模
の
企
業
平
均
の
デ
ー
タ
と
の
比
較
が
可
能

で
、
自
社
の
女
性
活
躍
に
関
す
る
強
み
や
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
同
ツ
ー
ル
よ
り
踏
み
込
ん
で
男
女
間
賃
金
差
異

の
要
因
分
析
が
で
き
る
「
男
女
間
の
賃
金
格
差
解
消
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」
に
つ
い
て
も
、

男
女
間
賃
金
差
異
の
現
状
の
更
新
お
よ
び
女
性
活
躍
に
関

す
る
各
種
支
援
ツ
ー
ル
の
追
加
な
ど
に
よ
り
刷
新
し
た
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_53416.htm
l

「
男
女
間
賃
金
差
異
分
析
ツ
ー
ル
」、「
男
女
間
の
賃
金
格

差
解
消
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」
と

も
に
、
左
記
特
集
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

◆
女
性
活
躍
推
進
法
特
集
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/

bunya/0000091025.htm
l

令
和
７
年
６
月
1
日
施
行
の
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
の
強
化
／
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

厚
生
労
働
省

熱
中
症
の
重
篤
化
に
よ
る
死
亡
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、

事
業
者
に「
早
期
発
見
の
た
め
の
体
制
の
整
備
」な
ど
を
義

務
づ
け
る
こ
と
を
お
も
な
内
容
と
し
た「
労
働
安
全
衛
生
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱
」に
つ
い
て
諮
問
を
受

け
た
労
働
政
策
審
議
会
は
、
２
０
２
５（
令
和
７
）年
３
月

12
日
、
厚
生
労
働
省
案
を
妥
当
と
認
め
る
答
申
を
し
た
。

今
回
の
規
則
改
正
で
は
、
熱
中
症
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ

れ
の
あ
る
作
業
を
行
う
際
に
、
熱
中
症
の
自
覚
症
状
が
あ

る
作
業
者
や
、
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
作
業
者
を
見
つ

け
た
者
が
、
そ
の
旨
を
報
告
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
を

事
業
場
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
関
係
者
に
対
し
て
周

知
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
熱
中
症
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
を
行
う

際
に
は
、
作
業
か
ら
の
離
脱
、
身
体
の
冷
却
、
必
要
に
応

じ
て
医
師
の
診
察
ま
た
は
処
置
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、

熱
中
症
の
症
状
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

に
関
す
る
内
容
や
実
施
手
順
を
事
業
場
ご
と
に
あ
ら
か
じ

め
定
め
、
関
係
作
業
者
に
周
知
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
義

務
化
す
る
。

改
正
省
令
の
施
行
は
、
２
０
２
５
年
６
月
１
日
。「
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
28
度
以
上
又
は
気
温
31
度
以
上
の
環
境
下
で
連
続
１

時
間
以
上
又
は
１
日
４
時
間
以
上
の
実
施
」
が
見
込
ま
れ

る
作
業
を
対
象
と
し
て
、
事
業
主
に
対
し
、
具
体
的
な
熱

中
症
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/shingi/new

page_�
00043.htm

l

◆�

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て�

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/content/001476821.pdf

「
令
和
６
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」結
果

を
公
表

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、「
令
和
６
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
」の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
は
、
２
０
２
４（
令
和
６
）
年
６
月
分
の
所
定
内

給
与
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
で
、
今
回
ま
と
め
ら
れ
た
の

は
、
常
用
労
働
者
10
人
以
上
規
模
の
５
万
６
８
２
事
業
所

に
つ
い
て
集
計
し
た
も
の
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
一
般
労
働
者
（
短
時
間
労
働
者

以
外
の
労
働
者
）
の
男
女
計
の
賃
金
額
は
33
万
４
０
０
円

（
前
年
比
３
・
８
％
増
）、
男
女
別
で
は
、
男
性
36
万
３
１

０
０
円
（
同
３・５
％
増
）、女
性
27
万
５
３
０
０
円
（
同
４・

８
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
間
賃
金
格
差（
男
＝
１
０

０
）は
、
75
・
8
（
前
年
差
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）と
な
っ

て
い
る
。

男
女
別
に
賃
金
カ
ー
ブ
を
み
る
と
、
男
性
で
は
、
年
齢

階
級
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
賃
金
も
高
く
、
55
～
59
歳
で

44
万
４
１
０
０
円
（
20
～
24
歳
の
賃
金
を
１
０
０
と
す
る

と
１
８
９
・
６
）
と
賃
金
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
そ
の
後
下

降
し
て
い
る
。
女
性
で
は
、
45
～
49
歳
の
29
万
８
０
０
０

円
（
同
１
２
９
・
２
）
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
が
、
男
性

に
比
べ
て
賃
金
の
上
昇
が
緩
や
か
と
な
っ
て
い
る
。

短
時
間
労
働
者
の
１
時
間
あ
た
り
賃
金
は
、
男
女
計
１

４
７
６
円
（
前
年
比
４・５
％
増
）、
男
性
１
６
９
９
円
（
同

２・５
％
増
）、女
性
１
３
８
７
円
（
同
５・７
％
増
）と
な
っ

て
い
る
。
男
女
別
に
１
時
間
あ
た
り
賃
金
を
年
齢
階
級
別

に
み
る
と
、
１
時
間
あ
た
り
賃
金
が
最
も
高
い
年
齢
階
級

は
、
男
性
で
は
、
50
～
54
歳
で
２
４
３
４
円
、
女
性
で
は
、

30
～
34
歳
で
１
５
４
５
円
と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.m
hlw

.go.jp/toukei/itiran/
roudou/chingin/kouzou/z2024/index.htm

l

「
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト（
j
o
b�

t
a
g
）」

等
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
「
ｊ
ｏ
ｂ�

ｔ
ａ
ｇ
（
じ
ょ
ぶ
た
ぐ
）」
お
よ
び
職
場
情
報
総
合
サ
イ
ト

「
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

「
ｊ
ｏ
ｂ�

ｔ
ａ
ｇ
」は
、
５
０
０
を
超
え
る
職
業
に
つ
い

て
、
ジ
ョ
ブ
、
タ
ス
ク
、
ス
キ
ル
等
の
観
点
か
ら
職
業
情

報
を「
見
え
る
化
」
し
、
求
職
者
の
就
職
活
動
や
企
業
の

採
用
活
動
、
人
材
育
成
を
支
援
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。
企

業
の
採
用
活
動
に
お
い
て
は
、
求
め
る
人
物
像
の
明
確
化
、

人
材
育
成
で
は
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
の
棚
卸
し
に
よ
る
教

育
や
訓
練
の
検
討
、
人
材
配
置
の
検
討
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
。
年
間
の
ア
ク
セ
ス
件
数
が
２
０
０
０
万
件
を
超
え

る
が
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
や
、
企
業
の
採
用
・
人
事

担
当
者
、
転
職
・
就
職
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
よ
り
幅
広
い
人
々
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
サ
イ
ト
機
能
を
紹
介
す
る
使
い
方
動
画
を
拡
充
し
、

新
た
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
支
援
者
に
向

け
た
動
画
を
追
加
し
た
。
加
え
て
、
職
業
情
報
の
掲
載
に

つ
い
て
、
新
た
に
10
職
業
を
追
加
。
さ
ら
に
、
各
職
業
の

賃
金
に
関
す
る
情
報
を
追
加
し
た
。

「
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
」
は
、
企
業
の
職
場
情
報
を
求
職
者
や

学
生
な
ど
に
総
合
的
・
横
断
的
に
提
供
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
。
こ
の
ほ
ど
、
掲
載
対
象
企
業
の
拡
大
（
法
人
番
号
を

持
つ
す
べ
て
の
企
業
が
掲
載
可
能
）
や
、
提
供
項
目
を
追

加
す
る
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_54345.htm
l

◆
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
（
ｊ
ｏ
ｂ�

ｔ
ａ
ｇ
）

https://shigoto.m
hlw
.go.jp/U

ser

◆
職
場
情
報
総
合
サ
イ
ト
（
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
）

https://shokuba.m
hlw
.go.jp

補
助
金
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
補
助
金
活
用
ナ
ビ
」
を
公
開

中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、
補
助
金

の
効
果
的
な
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
補
助
金
活
用
ナ
ビ
」
を
公
開
し
た
。

　
補
助
金
活
用
ナ
ビ
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

向
け
て
、
各
種
補
助
金
の
概
要
を
は
じ
め
、
補
助
金
の
メ

リ
ッ
ト
や
活
用
す
る
際
の
注
意
点
、
補
助
金
の
基
礎
知
識

や
補
助
金
に
関
す
る
用
語
集
、
活
用
事
例
な
ど
を
幅
広
く

ま
と
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。
登
録
手
続
き
な
ど
は
不
要

で
、
だ
れ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
。

　

補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
サ
イ
ト
で
は
、

「
単
な
る
資
金
調
達
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
経
営
戦
略
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
事
業
成
長
の
た
め
の
補

助
金
制
度
を
活
用
し
、
売
上
拡
大
・
業
務
効
率
化
・
設
備

投
資
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
目
的
に
応
じ
た
補
助
金
を
活

用
し
、ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
」と
し
て
、

「
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
補
助
金
」、「
業
務
効
率
化
・
Ｄ
Ｘ

推
進
を
支
援
す
る
補
助
金
」
な
ど
目
的
別
に
補
助
金
を
紹

介
。
ま
た
、
補
助
金
活
用
事
例
で
は
、
地
域
伝
統
工
芸
の

事
業
承
継
に
補
助
金
を
活
用
し
た
従
業
員
４
人
の
鍛
冶
工

房
や
、
補
助
金
を
活
用
し
て
効
率
的
な
増
産
体
制
を
実
現

し
た
企
業
な
ど
多
数
の
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.sm
rj.go.jp/press/2024/

f7m
bjf0000007m

m
b-att/20250327_press02.pdf

◆
補
助
金
活
用
ナ
ビ

https://seisansei.sm
rj.go.jp

　
お
も
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
所
管
す
る
補
助
金
の
制
度
紹
介
、補
助
金
の
手
引
き（
補

助
金
の
基
礎
知
識
、
補
助
金
虎
の
巻
、
用
語
集
）、
経
営
戦

略
の
基
礎
（
生
産
性
向
上
と
は
、
相
談
先
一
覧
）な
ど
。
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 ニュース  ファイル 

「
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト（
j
o
b�

t
a
g
）」

等
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
、
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
「
ｊ
ｏ
ｂ�

ｔ
ａ
ｇ
（
じ
ょ
ぶ
た
ぐ
）」
お
よ
び
職
場
情
報
総
合
サ
イ
ト

「
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

「
ｊ
ｏ
ｂ�

ｔ
ａ
ｇ
」は
、
５
０
０
を
超
え
る
職
業
に
つ
い

て
、
ジ
ョ
ブ
、
タ
ス
ク
、
ス
キ
ル
等
の
観
点
か
ら
職
業
情

報
を「
見
え
る
化
」
し
、
求
職
者
の
就
職
活
動
や
企
業
の

採
用
活
動
、
人
材
育
成
を
支
援
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
。
企

業
の
採
用
活
動
に
お
い
て
は
、
求
め
る
人
物
像
の
明
確
化
、

人
材
育
成
で
は
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
の
棚
卸
し
に
よ
る
教

育
や
訓
練
の
検
討
、
人
材
配
置
の
検
討
な
ど
に
も
活
用
で

き
る
。
年
間
の
ア
ク
セ
ス
件
数
が
２
０
０
０
万
件
を
超
え

る
が
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
や
、
企
業
の
採
用
・
人
事

担
当
者
、
転
職
・
就
職
を
支
援
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
よ
り
幅
広
い
人
々
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
サ
イ
ト
機
能
を
紹
介
す
る
使
い
方
動
画
を
拡
充
し
、

新
た
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
支
援
者
に
向

け
た
動
画
を
追
加
し
た
。
加
え
て
、
職
業
情
報
の
掲
載
に

つ
い
て
、
新
た
に
10
職
業
を
追
加
。
さ
ら
に
、
各
職
業
の

賃
金
に
関
す
る
情
報
を
追
加
し
た
。

「
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
」
は
、
企
業
の
職
場
情
報
を
求
職
者
や

学
生
な
ど
に
総
合
的
・
横
断
的
に
提
供
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
。
こ
の
ほ
ど
、
掲
載
対
象
企
業
の
拡
大
（
法
人
番
号
を

持
つ
す
べ
て
の
企
業
が
掲
載
可
能
）
や
、
提
供
項
目
を
追

加
す
る
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_54345.htm
l

◆
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
（
ｊ
ｏ
ｂ�

ｔ
ａ
ｇ
）

https://shigoto.m
hlw
.go.jp/U

ser

◆
職
場
情
報
総
合
サ
イ
ト
（
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
）

https://shokuba.m
hlw
.go.jp

補
助
金
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
補
助
金
活
用
ナ
ビ
」
を
公
開

中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、
補
助
金

の
効
果
的
な
活
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
補
助
金
活
用
ナ
ビ
」
を
公
開
し
た
。

　
補
助
金
活
用
ナ
ビ
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

向
け
て
、
各
種
補
助
金
の
概
要
を
は
じ
め
、
補
助
金
の
メ

リ
ッ
ト
や
活
用
す
る
際
の
注
意
点
、
補
助
金
の
基
礎
知
識

や
補
助
金
に
関
す
る
用
語
集
、
活
用
事
例
な
ど
を
幅
広
く

ま
と
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。
登
録
手
続
き
な
ど
は
不
要

で
、
だ
れ
で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
。

　

補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
サ
イ
ト
で
は
、

「
単
な
る
資
金
調
達
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
経
営
戦
略
を
見

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
事
業
成
長
の
た
め
の
補

助
金
制
度
を
活
用
し
、
売
上
拡
大
・
業
務
効
率
化
・
設
備

投
資
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
目
的
に
応
じ
た
補
助
金
を
活

用
し
、ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
」と
し
て
、

「
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
補
助
金
」、「
業
務
効
率
化
・
Ｄ
Ｘ

推
進
を
支
援
す
る
補
助
金
」
な
ど
目
的
別
に
補
助
金
を
紹

介
。
ま
た
、
補
助
金
活
用
事
例
で
は
、
地
域
伝
統
工
芸
の

事
業
承
継
に
補
助
金
を
活
用
し
た
従
業
員
４
人
の
鍛
冶
工

房
や
、
補
助
金
を
活
用
し
て
効
率
的
な
増
産
体
制
を
実
現

し
た
企
業
な
ど
多
数
の
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。

https://w
w
w
.sm
rj.go.jp/press/2024/

f7m
bjf0000007m

m
b-att/20250327_press02.pdf

◆
補
助
金
活
用
ナ
ビ

https://seisansei.sm
rj.go.jp

　
お
も
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
所
管
す
る
補
助
金
の
制
度
紹
介
、補
助
金
の
手
引
き（
補

助
金
の
基
礎
知
識
、
補
助
金
虎
の
巻
、
用
語
集
）、
経
営
戦

略
の
基
礎
（
生
産
性
向
上
と
は
、
相
談
先
一
覧
）な
ど
。

調
査
・
研
究�

「
人
材
育
成
と
能
力
開
発
の
現
状
と
課
題
に

関
す
る
調
査
」
結
果
を
発
表

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
）
は
、「
人
材
育
成
と
能
力
開
発
の
現
状
と
課
題
に
関

す
る
調
査
」（
企
業
調
査
、
労
働
者
調
査
）
の
結
果
を
発
表

し
た
。
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、

２
０
２
４（
令
和
６
）
年
10
月
～
11
月
に
実
施
し
た
。

企
業
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
従
業
員
に
対
し
て
実
施

す
る
人
材
育
成
・
能
力
開
発
の
教
育
投
資
が
、「
職
場
の
生

産
性
の
向
上
」に「
効
果
が
あ
る
」、「
あ
る
程
度
効
果
が
あ

る
」
と
す
る
企
業
は
84
・
８
％
で
、
８
割
超
の
企
業
が
、

教
育
投
資
が
生
産
性
向
上
に
効
果
的
と
認
識
し
て
い
た
。

従
業
員
の
人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
お
け
る
課
題
を
た

ず
ね
る
と（
複
数
回
答
）、「
指
導
す
る
人
材
が
不
足
し
て

い
る
」（
33
・
５
％
）
の
回
答
割
合
が
最
も
高
く
、「
人
材

を
育
成
し
て
も
辞
め
て
し
ま
う
」（
32
・
１
％
）、「
人
材
育

成
を
行
う
時
間
が
な
い
」（
30・８
％
）な
ど
が
続
い
て
い
る
。

労
働
者
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
仕
事
に
関
わ
る
自
己

啓
発
（
自
発
的
に
行
う
教
育
訓
練
）
を
行
っ
た
従
業
員
は

14
・
９
％
で
、
３
０
０
人
以
上
の
会
社
に
勤
務
す
る
人
で

は
約
２
割
（
19
・
４
％
）で
、
規
模
が
大
き
い
企
業
で
働
く

人
ほ
ど
自
己
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
自
己
啓
発

を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
（
複
数
回
答
）
は
、「
仕
事
が
忙
し

く
て
時
間
が
取
れ
な
い
」（
32
・
８
％
）
が
最
も
高
く
、
次

い
で「
自
己
啓
発
を
行
っ
て
も
会
社
で
評
価
さ
れ
な
い
」

（
26・１
％
）、「
費
用
を
負
担
す
る
余
裕
が
な
い
」（
21・５
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

https://w
w
w
.jil.go.jp/press/docum

ents/�
20250313.pdf
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よりよい誌面づくりのため、
みなさまの声を
お聞かせください。

最新号発行のお知らせや
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お届けします。
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●
今
号
の
特
集
は「
介
護
離
職
防
止
」
を
テ
ー
マ

に
お
届
け
し
ま
し
た
。
介
護
が
必
要
な
家
族
が
い

る
の
は
、
40
～
60
代
の
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
世
代
が

中
心
と
な
り
ま
す
。
経
験
豊
富
で
ま
さ
に
働
き
盛

り
の
世
代
な
だ
け
に
、
企
業
に
は
介
護
離
職
の
防

止
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
本
企
画
が
そ
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
12
月
号
か
ら
連
載
し

て
き
た
「
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
変
化
と
安
全
・

健
康
対
策
」
は
今
回
で
最
終
回
で
す
。
加
齢
に
と

も
な
う
身
体
機
能
の
低
下
は
、
個
人
差
は
あ
れ
ど

避
け
て
は
通
れ
な
い
現
象
と
い
え
、
企
業
に
は
そ

れ
に
対
応
し
、
高
齢
社
員
が
安
心
・
安
全
に
働
け

る
職
場
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
同
連
載

を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応

じ
ぜ
ひ
読
み
返
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
今
号
よ
り
、
新
連
載
「“
学
び
直
し
”
を
科
学
す

る
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア

層
に
と
っ
て
は
、「
い
ま
さ
ら
勉
強
な
ん
て
」
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
か
っ
た
り
、「
学

生
の
と
き
以
来
数
十
年
ぶ
り
で
勉
強
の
や
り
方
が

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
い
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
方
は
、
ぜ
ひ
本
企
画
を
お
読

み
い
た
だ
き
、
自
分
の
脳
構
造
の
変
化
を
理
解
し

た
う
え
で
学
び
直
し
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

編
　
集
　
後
　
記
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会
社
を
経
営
し
な
が
ら

自
ら
も
伝
統
工
芸
士
と
し
て
活
躍

江
戸
時
代
後
期
に
日
本
に
伝
わ
っ
た

洋
傘
は
、
明
治
に
入
り
、
東
京
の
職
人

た
ち
に
よ
っ
て
試
行
錯
誤
が
重
ね
ら

れ
、
独
自
の
手
法
で
生
産
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
が「
東
京
洋
傘
」だ
。

２
０
１
８（
平
成
30
）年
に
は
東
京
都

の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
、
傘
の
生
産
地
は
中
国
が
中
心

だ
が
、
自
社
で
工
房
を
立
ち
上
げ
、
東

京
洋
傘
の
伝
統
技
術
を
受
け
継
ぎ
、
職

人
の
手
に
よ
る
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
傘

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
東
京
・

一
品
一
品

こ
だ
わ
り
の
傘
づ
く
り

て
い
ね
い
に
仕
上
げ
る

洋
傘
職
人

奥お

く

田だ

正ま

さ

子こ

さ
ん
（
77
歳
）

 vol.352
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経験が重要な工程の一つが生地の裁断だ。生地によって伸び率が異なるため、それを考慮した型をつくり、その型を使って生地を１枚ずつ裁断していく

日
本
橋
茅か

や
場ば

町ち
ょ
う

に
あ
る
株
式
会
社
市い

ち
原は

ら

で
あ
る
。

「
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
紳
士
傘
を
中
心

に
、
企
画
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
一
貫

し
て
手
が
け
て
い
ま
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
代
表
取
締
役
の
奥

田
正
子
さ
ん
。
同
社
は
奥
田
さ
ん
の
父

が
１
９
４
６（
昭
和
21
）年
、
紳
士
向

け
の
服
飾
雑
貨
を
製
造
・
販
売
す
る
会

社
と
し
て
創
業
し
た
。
奥
田
さ
ん
は

２
０
０
５
年
に
４
代
目
社
長
に
就
任
。

経
営
を
に
な
う
か
た
わ
ら
、
東
京
洋
傘

の
伝
統
工
芸
士
と
し
て
、
傘
づ
く
り
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を

実
現
す
る
た
め
の
技

洋
傘
の
製
作
工
程
は
、
材
料
の
選
定

か
ら
裁
断
、
縫
製
、
仕
上
げ
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
。
な
か
で
も
重
要
な
の
が
、

生
地
の
特
性
を
見
き
わ
め
て
裁
断
す
る

こ
と
だ
と
い
う
。傘
は
骨
が
8
本
な
ら
、

8
枚
の
三
角
形
の
生
地（
こ
ま
）を
裁

断
し
、
縫
い
あ
わ
せ
て
1
枚
の
傘
カ

バ
ー
に
仕
立
て
る
。

「
生
地
は
種
類
や
織
り
柄
に
よ
っ
て

伸
縮
性
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
計
算

に
入
れ
て
裁
断
し
な
い
と
、
傘
を
開
い

た
と
き
の
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
は
実
現
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
当
社
で
は
生

地
の
種
類
ご
と
に
異
な
る
木
型
を
つ
く

り
、
さ
ら
に
柄
を
あ
わ
せ
る
た
め
に
1

枚
ず
つ
裁
断
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

百
貨
店
な
ど
で
販
売
す
る
同
社
の
主

力
商
品
は
、
も
う
一
人
の
伝
統
工
芸
士
が

担
当
し
、
奥
田
さ
ん
は
お
も
に
サ
ン
プ

ル
や
注
文
品
な
ど
の
一
点
物
を
担
当
す

る
。
例
え
ば
61
ペ
ー
ジ
写
真
の
左
は
大

島
紬
の
反
物
か
ら
、
右
は
ち
り
め
ん
の

着
物
か
ら
仕
立
て
た
も
の
だ
。一
点
物
の

場
合
、
つ
ね
に
そ
の
生
地
に
あ
わ
せ
た

型
が
必
要
に
な
る
。
奥
田
さ
ん
は
、
長

年
服
飾
業
界
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
経

験
を
も
と
に
、
生
地
の
伸
び
率
を
ふ
ま

え
て
計
算
し
、
最
適
な
寸
法
の
型
紙
を

起
こ
す
。
そ
し
て
、
柄
が
き
れ
い
に
あ

う
よ
う
に
生
地
を
裁
断
し
て
縫
製
す
る
。

東
京
洋
傘
の
特
徴
の
一
つ
に「
関
東

縫
い
」が
あ
る
。
三
角
形
の
生
地
同
士

「学んだことを、ただそのとおりやるだけではなく、自分なりのやり方を
加味して、よりよいものづくりを目ざしてほしいと思います」
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い
で
き
た
の
が
洋
傘
職
人
の
育
成
だ
。

東
京
洋
傘
の
伝
統
工
芸
士
は
10
人
に
満

た
な
い
。
そ
の
技
術
を
絶
や
さ
な
い
た

め
に
、「
傘
職
人
養
成
講
座
」で
同
社

の
伝
統
工
芸
士
２
人
が
講
師
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
50
人
近
い
職
人
を
育
て
た
。

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
講
座

は
終
了
し
た
が
、
い
ま
で
も
希
望
者
が

い
れ
ば
教
え
る
と
い
う
。

「
私
自
身
も
先
生
方
か
ら
習
っ
た
よ

う
に
、
技
術
の
継
承
は
自
分
の
務
め
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
技
術
は
基
本
を
大

事
に
し
つ
つ
も
、
時
代
や
環
境
の
変
化

に
あ
わ
せ
て
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
傘
づ
く
り
も
、
た
だ
教
わ
っ

た
と
お
り
に
続
け
る
の
で
は
な
く
、
世

の
中
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
進
化

さ
せ
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
い
ま
は
使
い
捨
て
の
時
代
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
資
源
の
大
切
さ
に

配
慮
し
た
も
の
づ
く
り
が
で
き
る
職
人

が
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

株
式
会
社
市
原

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３（
３
６
６
９
）２
０
６
１

https://ichihara-1946.com

（
撮
影
・
羽
渕
み
ど
り
／
取
材
・
増
田
忠
英
）

を
、
傘
の
下
側
に
あ
た
る
面
積
の
広
い

方
か
ら
縫
っ
て
い
く
関
西
縫
い
に
対
し

て
、
上
部
に
あ
た
る
細
い
方
か
ら
縫
っ

て
い
く
方
法
で
、
仕
上
が
り
が
美
し
い

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
上
か
ら
縫
っ
て

い
く
と
、
後
か
ら
縫
う
広
い
面
が
ず
れ

や
す
い
。
ず
れ
な
い
よ
う
に
生
地
を
う

ま
く
調
製
し
な
が
ら
ミ
シ
ン
を
か
け
る

の
も
、
経
験
の
な
せ
る
技
と
い
え
る
。

技
術
の
継
承
は「
務
め
」と
心
得
て

後
進
の
育
成
に
尽
力

奥
田
さ
ん
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
洋

服
を
つ
く
る
ほ
ど
手
先
が
器
用
で
、
大

学
で
被
服
を
学
ん
だ
後
は
、
ニ
ッ
ト
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
。１
９
８
５
年
、

家
業
で
あ
る
市
原
に
入
社
し
た
。
当
初

は
経
理
を
担
当
し
て
い
た
が
、
も
と
も

と
洋
裁
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自

然
と
傘
づ
く
り
へ
の
興
味
を
深
め
て
い

く
。
さ
ま
ざ
ま
な
傘
職
人
か
ら
技
術
を

学
び
、
そ
こ
に
自
身
の
経
験
や
セ
ン
ス

を
加
え
て
腕
を
磨
い
て
き
た
。

そ
ん
な
奥
田
さ
ん
が
近
年
、
力
を
注

生地の裁断に用いる木型。生地によって伸縮の度合いが異なるため、市原で
は同じ骨を使う傘でも、生地の種類ごとに木型をつくって対応している

三角形の生地を 8枚縫いあわせると、傘のカバーができあがる。中心部分の
中棒を通す穴の周囲を補強するための「天かがり」は手で縫いあわせている

三角形に裁断した生地 2枚を、チェーンステッチで縫いあわせる。その際、
上の生地と下の生地で進み具合が異なるため、柄がずれやすい。そのため、
二つの生地がずれないように生地を引っ張り調整しながら縫っていく

生地裁断用のカッター。右は奥田
さんが長年愛用してきた小刀。く
り返し研いで刃が短くなっている

市原がつくる洋傘には、
甲州織の生地や天然木の
ハンドルなど、職人のこ
だわりが詰まっている
（写真提供：株式会社市原）
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脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

脳
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
！

働くための

2025.6 64

第96回
ブロックを積み重ねた図形が並んでいます。
それぞれの図形を構成しているブロックの数を答えましょう。
積み重なって見えていない部分のブロックは隙間なく積まれ
ているので、空洞はありません。

積み木カウントクイズ

　今回は空間認知力を鍛えると同時に、見る角度を変える、見方を変える力を鍛え
る問題です。これらを鍛えることで空間認知にかかわる頭頂連合野のほか、想像力
にかかわる前頭前野、頭頂側頭接合部が活性化するといわれます。「見方が一方的」、
「がんこになった」といわれないよう、やわらか頭を目ざしましょう。

目標
5分

【問題の答え】

脳の活動を調べると、慣れないことに挑戦したときや苦労して
いるときに、ワーキングメモリにかかわる脳の前頭前野という部
分が強く活性化します。しかしながら、その頭の使い方に慣れて
くると鎮静化していき、脳活性にはつながらなくなってしまいます。
毎日、習慣的になった活動をしているだけでは、脳は鍛えられ
ないということです。そこで、今回のような、非日常的な刺激と
なる脳トレが有効なのです。ワーキングメモリは、脳トレを行っ
た分だけ機能強化につながります。
また、今回の脳トレは、空間認知力も鍛えることができます。
空間認知力とは、目の前にあるものの位置関係を把握する力で
す。自動車や自転車の運転をしたり、キーボードを打ったり、
地図を見ながら目的地へ向かったりすることができるのは、こ
の力のおかげです。
空間認知力が衰えてしまうと、的確な判断ができなくなったり、
判断に時間がかかるようになったりするので、しっかりと鍛えま
しょう。

空間認知力を鍛えましょう 篠原菊紀（しのはら・きくのり）
1960（昭和35）年、長野県生まれ。人システム
研究所所長、公立諏訪東京理科大学特任教
授。健康教育、脳科学が専門。脳計測器多チャ
ンネルNIRSを使って、脳活動を調べている。
『中高年のための脳トレーニング』（NHK出
版）など著書多数。

1

4

2

3

個 個

個 個

【問題の答え】

11個 1

28個 4

14個 2

18個 3



65 エルダー65 エルダー

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）  各都道府県支部高齢・障害者業務課  所在地等一覧

　JEEDでは、各都道府県支部高齢・障害者業務課等において高齢者・障害者の雇用支援のための業務�
（相談・援助、給付金・助成金の支給、障害者雇用納付金制度に基づく申告・申請の受付、啓発等）を�
実施しています。� 2025年 6月１日現在

名称 所在地 電話番号（代表）
北海道支部高齢・障害者業務課 〒063-0804 札幌市西区二十四軒4条1-4-1  北海道職業能力開発促進センター内 011-622-3351
青森支部高齢・障害者業務課 〒030-0822 青森市中央3-20-2  青森職業能力開発促進センター内 017-721-2125
岩手支部高齢・障害者業務課 〒020-0024 盛岡市菜園1-12-18  盛岡菜園センタービル３階 019-654-2081
宮城支部高齢・障害者業務課 〒985-8550 多賀城市明月2-2-1  宮城職業能力開発促進センター内 022-361-6288
秋田支部高齢・障害者業務課 〒010-0101 潟上市天王字上北野４-143  秋田職業能力開発促進センター内 018-872-1801
山形支部高齢・障害者業務課 〒990-2161 山形市漆山1954  山形職業能力開発促進センター内 023-674-9567
福島支部高齢・障害者業務課 〒960-8054 福島市三河北町7-14  福島職業能力開発促進センター内 024-526-1510
茨城支部高齢・障害者業務課 〒310-0803 水戸市城南1-4-7  第５プリンスビル５階 029-300-1215
栃木支部高齢・障害者業務課 〒320-0072 宇都宮市若草1-4-23  栃木職業能力開発促進センター内 028-650-6226
群馬支部高齢・障害者業務課 〒379-2154 前橋市天川大島町130-1  ハローワーク前橋３階 027-287-1511
埼玉支部高齢・障害者業務課 〒336-0931 さいたま市緑区原山2-18-8  埼玉職業能力開発促進センター内 048-813-1112
千葉支部高齢・障害者業務課 〒263-0004 千葉市稲毛区六方町274  千葉職業能力開発促進センター内 043-304-7730

東京支部高齢・障害者業務課 〒130-0022 墨田区江東橋2-19-12  ハローワーク墨田５階 03-5638-2794
東京支部高齢・障害者窓口サービス課 　〃　 〃 03-5638-2284

神奈川支部高齢・障害者業務課 〒241-0824 横浜市旭区南希望が丘78  関東職業能力開発促進センター内 045-360-6010
新潟支部高齢・障害者業務課 〒951-8061 新潟市中央区西堀通6-866  NEXT21ビル12階 025-226-6011
富山支部高齢・障害者業務課 〒933-0982 高岡市八ケ55  富山職業能力開発促進センター内 0766-26-1881
石川支部高齢・障害者業務課 〒920-0352 金沢市観音堂町へ1  石川職業能力開発促進センター内 076-267-6001
福井支部高齢・障害者業務課 〒915-0853 越前市行松町25-10  福井職業能力開発促進センター内 0778-23-1021
山梨支部高齢・障害者業務課 〒400-0854 甲府市中小河原町403-1  山梨職業能力開発促進センター内 055-242-3723
長野支部高齢・障害者業務課 〒381-0043 長野市吉田4-25-12  長野職業能力開発促進センター内 026-258-6001
岐阜支部高齢・障害者業務課 〒500-8842 岐阜市金町5-25  G-frontⅡ７階 058-265-5823
静岡支部高齢・障害者業務課 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35  静岡職業能力開発促進センター内 054-280-3622
愛知支部高齢・障害者業務課 〒460-0003 名古屋市中区錦1-10-1  MIテラス名古屋伏見４階 052-218-3385
三重支部高齢・障害者業務課 〒514-0002 津市島崎町327-1  ハローワーク津２階 059-213-9255
滋賀支部高齢・障害者業務課 〒520-0856 大津市光が丘町3-13  滋賀職業能力開発促進センター内 077-537-1214
京都支部高齢・障害者業務課 〒617-0843 長岡京市友岡1-2-1  京都職業能力開発促進センター内 075-951-7481

大阪支部高齢・障害者業務課 〒566-0022 摂津市三島1-2-1  関西職業能力開発促進センター内 06-7664-0782
大阪支部高齢・障害者窓口サービス課 〃 〃 06-7664-0722

兵庫支部高齢・障害者業務課 〒661-0045 尼崎市武庫豊町３-1-50  兵庫職業能力開発促進センター内 06-6431-8201
奈良支部高齢・障害者業務課 〒634-0033 橿原市城殿町433  奈良職業能力開発促進センター内 0744-22-5232
和歌山支部高齢・障害者業務課 〒640-8483 和歌山市園部1276  和歌山職業能力開発促進センター内 073-462-6900
鳥取支部高齢・障害者業務課 〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11  鳥取職業能力開発促進センター内 0857-52-8803
島根支部高齢・障害者業務課 〒690-0001 松江市東朝日町267  島根職業能力開発促進センター内 0852-60-1677
岡山支部高齢・障害者業務課 〒700-0951 岡山市北区田中580  岡山職業能力開発促進センター内 086-241-0166
広島支部高齢・障害者業務課 〒730-0825 広島市中区光南5-2-65  広島職業能力開発促進センター内 082-545-7150
山口支部高齢・障害者業務課 〒753-0861 山口市矢原1284-1  山口職業能力開発促進センター内 083-995-2050
徳島支部高齢・障害者業務課 〒770-0823 徳島市出来島本町1-5  ハローワーク徳島５階 088-611-2388
香川支部高齢・障害者業務課 〒761-8063 高松市花ノ宮町2-4-3  香川職業能力開発促進センター内 087-814-3791
愛媛支部高齢・障害者業務課 〒791-8044 松山市西垣生町2184  愛媛職業能力開発促進センター内 089-905-6780
高知支部高齢・障害者業務課 〒781-8010 高知市桟橋通4-15-68  高知職業能力開発促進センター内 088-837-1160
福岡支部高齢・障害者業務課 〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-10-17  しんくみ赤坂ビル６階 092-718-1310
佐賀支部高齢・障害者業務課 〒849-0911 佐賀市兵庫町若宮1042-2  佐賀職業能力開発促進センター内 0952-37-9117
長崎支部高齢・障害者業務課 〒854-0062 諫早市小船越町1113  長崎職業能力開発促進センター内 0957-35-4721
熊本支部高齢・障害者業務課 〒861-1102 合志市須屋2505-3  熊本職業能力開発促進センター内 096-249-1888
大分支部高齢・障害者業務課 〒870-0131 大分市皆春1483-1  大分職業能力開発促進センター内 097-522-7255
宮崎支部高齢・障害者業務課 〒880-0916 宮崎市大字恒久4241  宮崎職業能力開発促進センター内 0985-51-1556
鹿児島支部高齢・障害者業務課 〒890-0068 鹿児島市東郡元町14-3  鹿児島職業能力開発促進センター内 099-813-0132
沖縄支部高齢・障害者業務課 〒900-0006 那覇市おもろまち1-3-25  沖縄職業総合庁舎４階 098-941-3301

ホームページはこちら
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　2021（令和３）年４月１日から、改正高年齢者雇用
安定法が施行され、７０歳までの就業を確保する 
措置を講ずることが事業主の努力義務となりました。
　本事例集では、70歳以上の定年引上げ、70歳 
以上の継続雇用制度の導入、定年制の廃止を実施 
した事例を掲載しています。
　各事例では、高齢社員の戦力化や賃金制度、安全
衛生などについて詳しく紹介しています。

検索ガイドを掲載
企業規模や業種を超えた共通の課題に対応した
事例を検索することができます。

インタビュー形式で掲載
制度改定の経緯や苦労話をインタビュー形式で
紹介しています。

『70歳雇用推進事例集2025』はJEEDホームページから無料でダウンロードできます

https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED)　高齢者雇用推進・研究部
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